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2023年11月～2024年2月

ホームページは
こちら▶

ホームページは
こちら▶

ホームページは
こちら▶

豊田市八草、名古屋市自由ヶ丘にキャンパスをもち、
3学部7学科14専攻と大学院2研究科を有する工
科系総合大学です。「自由・愛・正義」の建学精神の
下、1959年に開学して以来、学生のチャレンジ精
神を全面的にバックアップし、ものづくり産業の第
一線で活躍できる人材を育成しています。

愛知工業大学を軸に国公立や難関私立大学を目指す
普通科（特進・選抜コース、普通コース、スポーツコー
ス）と、愛知工業大学各専攻と連携した「STEAM教
育」を行う科学技術科・情報科学科があり、自分に合っ
た学科・コースで学習します。最先端の学びにふれる
授業に加え、ハイレベルな部活動も人間形成の一助に
なっています。

主要科目の時間をたっぷり取り、私立校ならではの
バラエティ豊かな副教材を併用して、6年間をフル
に使ったカリキュラムで学力を養成する「男女共学
中高一貫校」です。学内にとどまらず、中高大の学園
ネットワークを活かし、教科書の範囲を超えた授業
で自然科学に対する興味関心を高めます。

※スケジュールは変更になる場合があります。詳細については、各設置校へお問い合わせください。

※時間等変更になる場合があります。

学園通信
名古屋電気学園広報誌

愛知工業大学
愛知工業大学名電高等学校
愛知工業大学名電中学校
愛知工業大学情報電子専門学校

学園の絆をつなぐ

学校推薦型選抜

詳細は
ホームページで
ご確認ください ▶

最新の情報は
ホームページで
ご確認ください ▶

最新の情報は
ホームページで
ご確認ください ▶

愛知工業大学 名電高等学校 名電中学校

工学部推薦試験日

一般推薦試験日

女子学生推薦試験日
スポーツ推薦試験日
11月11日（土）
10：00～11：00　小論文
12：30より随時　面接（15分程度・口頭試問含む）

11月12日（日）
10：00～11：00　小論文
12：30より随時　面接（15分程度・口頭試問含む）

11月11日（土）
10：00より随時　面接（20分程度・口頭試問含む）

学校・入試説明会

11月3日（金・祝）・4日（土）
Ⅰ部・Ⅱ部の入替制（どの回も同じ内容です）
時間／（Ⅰ部）9：00～
　　　（Ⅱ部）11：00～
申込方法／ホームページ
体育館にて全体説明を約１時間実施。
●各科・コースの紹介
●入試について
※全体説明後、ご希望の方は校内見学・
　個別相談もできます。

11月11日（土）、12月9日（土）
時間／9：30～12：00（受付8：45～）
申込方法／ホームページ

児童対象
●模試入試
（11月11日国語・社会、12月9日算数・理科）

保護者対象
●学校紹介
●入試説明
●入試の傾向と対策
（11月12日算数・理科、12月10日国語・社会）

11
月

12
月

1
月

2
月

1日
11日

12日
13日
15日
29日

駅伝大会
【入試】スポーツ推薦、女子学生推薦、
工学部推薦
【入試】一般推薦
創立記念日
防災訓練
【入試】大学院工学研究科

3日
4日
13日
15日
27日

学校・入試説明会

創立記念日
防災訓練
期末考査（～12月1日）

11日
13日
14日
27日
28日
29日

授業開始

大学入学共通テスト

【入試】前期日程A方式、Aw方式、M方式

期末試験（～9日）
成績発表 
【入試】大学院経営情報科学研究科

6日
20日
24日

16日
26日

サイエンス大賞
冬季休業（～1月10日）

13日
22日

三者面談（～21日）
終業式

8日
9日
11日
13日
15日
27日

授業参観

模擬入試・学校説明会
創立記念日
芸術鑑賞会、防災訓練
期末考査（～30：中学）（～12/1：高校）

9日
13日
22日

模擬入試・学校説明会
三者面談（～22日）
終業式

12日
28日

修学旅行（～16日）
1・2年学年末考査（～3月6日）

9日
12日
13日
14日
16日
17日
23日

始業式
大学入学共通テスト壮行会

大学入学共通テスト

【入試】推薦・帰国生特別・特色入試
3年学年末考査（～22日）
【入試】一般入試

6日
29日

スキー学校（～8日：中学1年）
予餞会

9日
13日
14日
16日
16日
20日
21日

始業式

大学入学共通テスト

中高接続試験（中学3年）
高3年学年末考査（～19日）

【入試】奨学生入試・一般入試

要申込

模擬入試
要申込

夏の甲子園
３年連続出場

卓球インカレで二度目のアベック優勝飾る！
日本高校ダンス部選手権スモールクラス
初優勝！
高校メカニカルアーツ部がWRO世界大会へ

実就職率ランキング98.6％で全国1位に
夏のオープンキャンパスを今年も開催！

‖巻頭特集‖P01

‖巻頭特集‖P03 . 0 4

‖巻頭特集‖P05 . 0 6

※写真提供 ニッタクニュース

※写真提供 卓球レポート
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夏
の
甲
子
園

3
年
連
続
出
場

愛知大会決勝戦甲子園初戦 壮行会・表敬訪問

中京大中京に勝利し甲子園出場を決めた愛工大名電ナイン
試合後、ナインをたたえる愛工大名電の応援団＝甲子園球場で（８月８日付の中日新聞県内版から）※この写真は中日新聞社の許諾を得て転載しています
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3中京大中京

愛工大名電

【愛知大会決勝戦スコア】
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徳島商

愛工大名電

【甲子園一回戦スコア】

　
愛
工
大
名
電
高
校
野
球
部
が
、
第
1
0
5
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記

念
愛
知
大
会
で
優
勝
し
、
3
年
連
続
15
回
目
と
な
る
夏
の
甲
子
園
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。こ
れ
は
、同
部
が
第
８７
〜
８９
回
大
会（
２
０
０
５
〜
２
０
０
７
年
）

に
か
け
て
成
し
遂
げ
た
「
平
成
の
３
連
覇
」
に
続
く
、「
令
和
の
３
連
覇
」
の
快

挙
で
す
。
ど
こ
に
も
負
け
な
い
練
習
量
と
、
科
学
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
た
自
信
。
守
備
か
ら
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
、
粘
り
強
く
戦
い
抜
い

た
チ
ー
ム
が
、
愛
知
の
高
校
球
史
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
書
き
込
み
ま
し
た
。

　
愛
知
大
会
決
勝
（
７
月
２９

日
・
岡
崎
レ
ッ
ド
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
）
で
勝
利

し
、
３
年
連
続
の
甲
子
園
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　
優
勝
候
補
と
し
て
他
校
に

厳
し
く
マ
ー
ク
さ
れ
な
が
ら

迎
え
た
初
戦
、
大
府
と
の
接

戦
を
終
盤
の
逆
転
劇
に
よ
り

５
―
４
で
制
し
ま
し
た
。
２

戦
目
に
は
名
城
大
附
属
を
３

―
０
で
下
し
、
３
戦
目
は
愛

知
に
１０
―
０
の
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
さ
ら

に
準
々
決
勝
で
は
大
会
屈
指
の
投
手
を

擁
す
る
享
栄
を
１０
―
０
の
コ
ー
ル
ド
で

下
し
ま
し
た
。

　
準
決
勝
で
は
中
部
大
春
日
丘
に
先
制

さ
れ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
リ
ー
ド
を
奪

い
返
し
、
８
―
５
で
勝
利
。
そ
し
て
決

勝
戦
で
は
、
全
国
最
多
優
勝
を
誇
る
中

京
大
中
京
を
相
手
に
１
点
を
め
ぐ
る
息

詰
ま
る
よ
う
な
接
戦
の
末
、
４
―
３
で

守
り
勝
っ
て
最
激
戦
区
愛
知
の
頂
点
に

立
ち
ま
し
た
。

　
愛
知
大
会
の
参
加
校
は
、
全
国
最
多

の
１
７
３
チ
ー
ム
。
そ
の
頂
点
に
立
つ
こ

と
の
大
変
さ
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
２
連
覇
か
ら
３
連
覇
、
よ
り
困
難

な
目
標
に
今
年
の
チ
ー
ム
は
挑
戦
し
、

見
事
に
優
勝
旗
を
持
ち
帰
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
愛
知
の
夏
を
３
連
覇
と
い
う
目
標
を
か

か
げ
て
臨
ん
だ
大
会
で
し
た
。
決
勝
で
勝

利
し
て
目
標
を
達
成
で
き
た
瞬
間
は
感
無

量
で
し
た
。
愛
知
大
会
、
甲
子
園
を
通
じ

て
暑
い
中
を
大
勢
の
方
々
に
応
援
し
て
い

た
だ
い
て
、
自
分
た
ち
の
大
き
な
力
に
な

り
ま
し
た
。
名
電
自
慢
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
演
奏
と
サ
ン
ダ
ー
ス
の
応
援
、
そ
し
て

友
た
ち
の
声
援
と
一
体
と
な
っ
て
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
甲
子
園
で
勝

利
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、
大

観
衆
に
包
ま
れ
て
野
球
が
で
き
た
こ
と

は
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
し
、
素
晴
ら
し

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
大
会
二
日
目
、
第
四
試
合
。
炎
天
下
の

猛
暑
が
和
ら
ぎ
、
ギ
ラ
ギ
ラ
の
太
陽
と
異

な
る
カ
ク
テ
ル
光
線
に
照
ら
さ
れ
甲
子
園

球
場
に
立
つ
名
電
ナ
イ
ン
は
誇
ら
し
か
っ

た
。
甲
子
園
出
場
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ

た
『
夏
の
愛
知
、
令
和
の
３
連
覇
』
と
い

う
大
き
な
壁
。
み
ご
と
に
乗
り
越
え
聖
地

に
立
っ
た
。
道
の
り
は
、
本
当
に
険
し

か
っ
た
。
甲
子
園
の
ス
タ
ン
ド
、
観
客
席

は
、
平
日
の
第
四
試
合
で
空
き
も
感
じ
ら

れ
た
が
、
一
塁
側
のM

E
ID
E
N

ア
ル
プ
ス

は
見
事
に
満
席
。
愛
知
か
ら
、
全
国
か
ら

駆
け
付
け
て
く
れ
た
名
電
応
援
団
と
名
電

フ
ァ
ン
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。

 

　
試
合
は
初
回
に
先
制
し
て
優
勢
に
始
め

た
が
、
徳
商
の
好
投
手
に
阻
ま
れ
追
加
点

を
奪
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ゲ
ー
ム

セ
ッ
ト
の
サ
イ
レ
ン
が
響
き
1
対
2
。
聖

地
の
舞
台
は
無
情
に
勝
負
の
厳
し
さ
を
名

電
ナ
イ
ン
に
突
き
出
し
て
き
た
。
勝
利
を

信
じ
て
プ
レ
ー
し
た
選
手
た
ち
は
、
ま
る

で
夢
が
覚
め
た
よ
う
な
瞬
間
だ
っ
た
。
し

か
し
、
ノ
ー
エ
ラ
ー
、
粘
り
、
全
力
プ

レ
ー
。
思
う
存
分
に
夢
の
甲
子
園
で
す
べ

て
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
勝
負
は

表
裏
一
体
だ
。
勝
利
は
、
次
な
る
チ
ー
ム

に
、
後
輩
に
最
強M

E
ID
E
N

を
託
す
ん

だ
。
三
年
生
の
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
。
昨
年
の
ベ
ス
ト
8
を
上
回
ろ

う
と
戦
っ
た
ナ
イ
ン
だ
が
、
皆
様
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
無
念
で
し

た
。
し
か
し
、
愛
知
大
会
を
通
じ
て

M
E
ID
E
N

は
貴
重
な
経
験
を
積
み
、
一
回

り
大
き
く
成
長
し
た
。
ま
た
何
か
を
や
っ

て
く
れ
そ
う
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
よ
う

だ
。

　
チ
ー
ム
、
選
手
、
応
援
、
全
校
生
徒
、

教
職
員
、
Ｏ
Ｂ
、
父
母
会
す
べ
て
が
一
枚

岩
と
な
っ
た
甲
子
園
出
場
で
し
た
。
皆
様

の
熱
い
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
夏
の
８
強
超
え
を
目
指
し
た
本
校

は
、
夏
の
甲
子
園
一
回
戦
（
８
月
７
日
）

で
、
古
豪
・
徳
島
商
（
徳
島
）
と
対
戦
し

ま
し
た
。
両
校
エ
ー
ス
に
よ
る
互
い
に

譲
ら
な
い
投
げ
合
い
の
末
、
あ
と
一
歩

及
ば
ず
１
―
２
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　
一
回
表
、
早
く
も
訪
れ
た
１
死
２
塁

の
ピ
ン
チ
を
ラ
イ
ト
寺
田
純
平
（
３

年
）
の
好
捕
で
救
い
、
そ
の
裏
の
２
死

一
、
三
塁
か
ら
加
藤
蒼
惟
（
３
年
）
の
適

時
打
で
先
制
。
吹
奏
楽
部
に
よ
る
得
点

時
の
応
援
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
が
鳴

り
響
き
ま
し
た
。

　
三
回
に
逆
転
を
許
し
た
も
の
の
、
以

降
は
先
発
の
笹
尾
日
々
喜
（
３
年
）
が

八
回
途
中
ま
で
丁
寧
に
打
た
せ
て
取

り
、
無
失
点
に
抑
え
ま
し
た
。
し
か
し

打
線
は
最
後
ま
で
2
点
目
を
奪
え
ず
、

初
戦
で
聖
地
を
後
に
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
が
な
く

な
り
、
４
年
ぶ
り
に
声
出
し
応
援
が
復

活
。
生
徒
、
保
護
者
や
野
球
部
、
吹
奏

楽
部
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
ら
の
応

援
団
は
、
逆
転
を
信
じ
て
声
の
限
り
の

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
試
合
後
、
金
森

洸
喜
主
将
（
３
年
）
が
「
目
立
っ
た
選
手

は
い
な
い
分
、
一
つ
に
な
っ
て
戦
え
た
」

と
振
り
返
っ
た
と
お
り
、
一
丸
と
な
っ
て

戦
い
抜
い
た
チ
ー
ム
に
、
ス
タ
ン
ド
か
ら

温
か
な
拍
手
が
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。

愛
知
大
会
１
７
3
チ
ー
ム
の
頂
点
に
立
つ

一
丸
と
な
っ
て
戦
い
抜
い
た
ナ
イ
ン

倉野光生監督金森洸喜主将　３年
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夏
の
甲
子
園

3
年
連
続
出
場

愛知大会決勝戦甲子園初戦 壮行会・表敬訪問

中京大中京に勝利し甲子園出場を決めた愛工大名電ナイン
試合後、ナインをたたえる愛工大名電の応援団＝甲子園球場で（８月８日付の中日新聞県内版から）※この写真は中日新聞社の許諾を得て転載しています

1

0

2

2

0

0

3

1

0

4

2

0

5

1

0

6

0

0

7

0

0

8

0

1

9

0

0

計

4

3中京大中京

愛工大名電

【愛知大会決勝戦スコア】
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徳島商

愛工大名電

【甲子園一回戦スコア】

　
愛
工
大
名
電
高
校
野
球
部
が
、
第
1
0
5
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記

念
愛
知
大
会
で
優
勝
し
、
3
年
連
続
15
回
目
と
な
る
夏
の
甲
子
園
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。こ
れ
は
、同
部
が
第
８７
〜
８９
回
大
会（
２
０
０
５
〜
２
０
０
７
年
）

に
か
け
て
成
し
遂
げ
た
「
平
成
の
３
連
覇
」
に
続
く
、「
令
和
の
３
連
覇
」
の
快

挙
で
す
。
ど
こ
に
も
負
け
な
い
練
習
量
と
、
科
学
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
た
自
信
。
守
備
か
ら
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
、
粘
り
強
く
戦
い
抜
い

た
チ
ー
ム
が
、
愛
知
の
高
校
球
史
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
書
き
込
み
ま
し
た
。

　
愛
知
大
会
決
勝
（
７
月
２９

日
・
岡
崎
レ
ッ
ド
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
）
で
勝
利

し
、
３
年
連
続
の
甲
子
園
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　
優
勝
候
補
と
し
て
他
校
に

厳
し
く
マ
ー
ク
さ
れ
な
が
ら

迎
え
た
初
戦
、
大
府
と
の
接

戦
を
終
盤
の
逆
転
劇
に
よ
り

５
―
４
で
制
し
ま
し
た
。
２

戦
目
に
は
名
城
大
附
属
を
３

―
０
で
下
し
、
３
戦
目
は
愛

知
に
１０
―
０
の
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
さ
ら

に
準
々
決
勝
で
は
大
会
屈
指
の
投
手
を

擁
す
る
享
栄
を
１０
―
０
の
コ
ー
ル
ド
で

下
し
ま
し
た
。

　
準
決
勝
で
は
中
部
大
春
日
丘
に
先
制

さ
れ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
リ
ー
ド
を
奪

い
返
し
、
８
―
５
で
勝
利
。
そ
し
て
決

勝
戦
で
は
、
全
国
最
多
優
勝
を
誇
る
中

京
大
中
京
を
相
手
に
１
点
を
め
ぐ
る
息

詰
ま
る
よ
う
な
接
戦
の
末
、
４
―
３
で

守
り
勝
っ
て
最
激
戦
区
愛
知
の
頂
点
に

立
ち
ま
し
た
。

　
愛
知
大
会
の
参
加
校
は
、
全
国
最
多

の
１
７
３
チ
ー
ム
。
そ
の
頂
点
に
立
つ
こ

と
の
大
変
さ
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
２
連
覇
か
ら
３
連
覇
、
よ
り
困
難

な
目
標
に
今
年
の
チ
ー
ム
は
挑
戦
し
、

見
事
に
優
勝
旗
を
持
ち
帰
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
愛
知
の
夏
を
３
連
覇
と
い
う
目
標
を
か

か
げ
て
臨
ん
だ
大
会
で
し
た
。
決
勝
で
勝

利
し
て
目
標
を
達
成
で
き
た
瞬
間
は
感
無

量
で
し
た
。
愛
知
大
会
、
甲
子
園
を
通
じ

て
暑
い
中
を
大
勢
の
方
々
に
応
援
し
て
い

た
だ
い
て
、
自
分
た
ち
の
大
き
な
力
に
な

り
ま
し
た
。
名
電
自
慢
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
演
奏
と
サ
ン
ダ
ー
ス
の
応
援
、
そ
し
て

友
た
ち
の
声
援
と
一
体
と
な
っ
て
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
甲
子
園
で
勝

利
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、
大

観
衆
に
包
ま
れ
て
野
球
が
で
き
た
こ
と

は
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
し
、
素
晴
ら
し

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
大
会
二
日
目
、
第
四
試
合
。
炎
天
下
の

猛
暑
が
和
ら
ぎ
、
ギ
ラ
ギ
ラ
の
太
陽
と
異

な
る
カ
ク
テ
ル
光
線
に
照
ら
さ
れ
甲
子
園

球
場
に
立
つ
名
電
ナ
イ
ン
は
誇
ら
し
か
っ

た
。
甲
子
園
出
場
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ

た
『
夏
の
愛
知
、
令
和
の
３
連
覇
』
と
い

う
大
き
な
壁
。
み
ご
と
に
乗
り
越
え
聖
地

に
立
っ
た
。
道
の
り
は
、
本
当
に
険
し

か
っ
た
。
甲
子
園
の
ス
タ
ン
ド
、
観
客
席

は
、
平
日
の
第
四
試
合
で
空
き
も
感
じ
ら

れ
た
が
、
一
塁
側
のM

E
ID
E
N

ア
ル
プ
ス

は
見
事
に
満
席
。
愛
知
か
ら
、
全
国
か
ら

駆
け
付
け
て
く
れ
た
名
電
応
援
団
と
名
電

フ
ァ
ン
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。

 

　
試
合
は
初
回
に
先
制
し
て
優
勢
に
始
め

た
が
、
徳
商
の
好
投
手
に
阻
ま
れ
追
加
点

を
奪
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ゲ
ー
ム

セ
ッ
ト
の
サ
イ
レ
ン
が
響
き
1
対
2
。
聖

地
の
舞
台
は
無
情
に
勝
負
の
厳
し
さ
を
名

電
ナ
イ
ン
に
突
き
出
し
て
き
た
。
勝
利
を

信
じ
て
プ
レ
ー
し
た
選
手
た
ち
は
、
ま
る

で
夢
が
覚
め
た
よ
う
な
瞬
間
だ
っ
た
。
し

か
し
、
ノ
ー
エ
ラ
ー
、
粘
り
、
全
力
プ

レ
ー
。
思
う
存
分
に
夢
の
甲
子
園
で
す
べ

て
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
勝
負
は

表
裏
一
体
だ
。
勝
利
は
、
次
な
る
チ
ー
ム

に
、
後
輩
に
最
強M

E
ID
E
N

を
託
す
ん

だ
。
三
年
生
の
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
。
昨
年
の
ベ
ス
ト
8
を
上
回
ろ

う
と
戦
っ
た
ナ
イ
ン
だ
が
、
皆
様
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
無
念
で
し

た
。
し
か
し
、
愛
知
大
会
を
通
じ
て

M
E
ID
E
N

は
貴
重
な
経
験
を
積
み
、
一
回

り
大
き
く
成
長
し
た
。
ま
た
何
か
を
や
っ

て
く
れ
そ
う
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
よ
う

だ
。

　
チ
ー
ム
、
選
手
、
応
援
、
全
校
生
徒
、

教
職
員
、
Ｏ
Ｂ
、
父
母
会
す
べ
て
が
一
枚

岩
と
な
っ
た
甲
子
園
出
場
で
し
た
。
皆
様

の
熱
い
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
夏
の
８
強
超
え
を
目
指
し
た
本
校

は
、
夏
の
甲
子
園
一
回
戦
（
８
月
７
日
）

で
、
古
豪
・
徳
島
商
（
徳
島
）
と
対
戦
し

ま
し
た
。
両
校
エ
ー
ス
に
よ
る
互
い
に

譲
ら
な
い
投
げ
合
い
の
末
、
あ
と
一
歩

及
ば
ず
１
―
２
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　
一
回
表
、
早
く
も
訪
れ
た
１
死
２
塁

の
ピ
ン
チ
を
ラ
イ
ト
寺
田
純
平
（
３

年
）
の
好
捕
で
救
い
、
そ
の
裏
の
２
死

一
、
三
塁
か
ら
加
藤
蒼
惟
（
３
年
）
の
適

時
打
で
先
制
。
吹
奏
楽
部
に
よ
る
得
点

時
の
応
援
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
が
鳴

り
響
き
ま
し
た
。

　
三
回
に
逆
転
を
許
し
た
も
の
の
、
以

降
は
先
発
の
笹
尾
日
々
喜
（
３
年
）
が

八
回
途
中
ま
で
丁
寧
に
打
た
せ
て
取

り
、
無
失
点
に
抑
え
ま
し
た
。
し
か
し

打
線
は
最
後
ま
で
2
点
目
を
奪
え
ず
、

初
戦
で
聖
地
を
後
に
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
が
な
く

な
り
、
４
年
ぶ
り
に
声
出
し
応
援
が
復

活
。
生
徒
、
保
護
者
や
野
球
部
、
吹
奏

楽
部
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
ら
の
応

援
団
は
、
逆
転
を
信
じ
て
声
の
限
り
の

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
試
合
後
、
金
森

洸
喜
主
将
（
３
年
）
が
「
目
立
っ
た
選
手

は
い
な
い
分
、
一
つ
に
な
っ
て
戦
え
た
」

と
振
り
返
っ
た
と
お
り
、
一
丸
と
な
っ
て

戦
い
抜
い
た
チ
ー
ム
に
、
ス
タ
ン
ド
か
ら

温
か
な
拍
手
が
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。

愛
知
大
会
１
７
3
チ
ー
ム
の
頂
点
に
立
つ

一
丸
と
な
っ
て
戦
い
抜
い
た
ナ
イ
ン

倉野光生監督金森洸喜主将　３年



　
卓
球
イ
ン
カ
レ
「
第
92
回
全
日
本
大
学
総
合

卓
球
選
手
権
大
会
団
体
の
部
」
（
７
月
１３
〜
１６

日
・
横
浜
武
道
館
）
で
、
本
学
男
子
卓
球
部
と

女
子
卓
球
部
が
そ
ろ
っ
て
優
勝
し
ま
し
た
。
本

学
に
よ
る
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
は
４
年
ぶ
り
２

回
目
と
な
る
快
挙
で
す
。

　
男
子
は
、
２
年
ぶ
り
９
回
目
の
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
出
場
メ
ン
バ
ー
は
、
横
谷
晟
（
３
年
）

篠
塚
大
登
（
２
年
）
谷
垣
佑
真
（
２
年
）
鈴
木

颯
（
１
年
）
。
ジ
ュ
ニ
ア
時
代
か
ら
同
じ
名
電

卓
球
部
で
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
仲
間
で
す
。

　
決
勝
の
相
手
は
、
昨
年
と
同
じ
明
治
大
。

「
昨
年
は
準
優
勝
に
終
わ
り
大
変
悔
し
い
思
い

を
し
た
の
で
、
必
ず
優
勝
旗
を
取
り
返
す
ぞ
と

い
う
強
い
気
持
ち
で
」
（
森
本
耕
平
監
督
）
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
両
校
エ
ー
ス
対
決
と
な
っ
た
１
番
、
篠
塚
が

宇
田
幸
矢
選
手
と
の
フ
ル
ゲ
ー
ム
の
戦
い
を
制

し
て
チ
ー
ム
に
勢
い
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。
２

番
は
、
鈴
木
が
今
大
会
好
調
な
宮
川
昌
大
選
手

を
果
敢
に
攻
め
、
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
３
番
ダ

ブ
ル
ス
は
、
篠
塚
／
谷
垣
が
宇
田
／
松
田
歩
真

選
手
に
ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
1
―
2
と
リ
ー
ド
さ

れ
る
も
、
同
学
年
な
ら
で
は
の
息
の
合
っ
た
プ

レ
ー
で
逆
転
勝
ち
を
収
め
ま
し
た
。

　
ラ
イ
バ
ル
に
全
勝
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た

選
手
た
ち
は
、
閉
会
式
後
、
中
村
光
人
主
将

（
４
年
）
を
胴
上
げ
し
て
力
い
っ
ぱ
い
喜
び
を

表
し
ま
し
た
。 球

イ
ン
カ
レ
で
二
度
目
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
飾
る
！

卓

　
女
子
は
、
４
年
ぶ
り
５
回
目
と
な
る
優
勝
で

す
。
「
最
初
か
ら
優
勝
を
狙
い
、
優
勝
す
る
た

め
に
選
手
た
ち
は
話
し
合
い
、
考
え
て
準
備
を

し
て
き
ま
し
た
」
と
、
鬼
頭
明
総
監
督
。
谷
渡

亜
美
（
４
年
）
岡
田
琴
菜
（
３
年
）
永
野
萌
衣

（
２
年
）
面
田
采
巳
（
１
年
）
の
各
選
手
が
出
場

し
ま
し
た
。

　
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
と
対
戦
し
た
決
勝
戦

は
、
１
番
の
永
野
が
最
終
ゲ
ー
ム
５
―
１０
か
ら

粘
り
強
さ
を
発
揮
し
て
逆
転
勝
利
。
２
番
の
岡

田
も
力
強
い
プ
レ
ー
で
完
勝
し
ま
し
た
。
３
番

ダ
ブ
ル
ス
を
落
と
し
た
後
、
４
番
ル
ー
キ
ー
の

面
田
が
ガ
ッ
ツ
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
優
勝
を
決

め
ま
し
た
。
「
ベ
ン
チ
に
入
れ
な
か
っ
た
選
手
た

ち
も
自
分
た
ち
の
役
割
を
果
た
し
、
全
員
が
優

勝
に
貢
献
し
て
く
れ
た
」
（
鬼
頭
総
監
督
）
と
、

O
N
E 

T
E
A
M
と
し
て
戦
い
成
し
遂
げ
た
優

勝
で
し
た
。

　
苦
し
い
試
合
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
中
、
皆
様

の
応
援
の
お
か
げ
で
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
監

督
・
部
員
た
ち
は
感
謝
を
述
べ
、
「
男
子
は
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界
選
手
権
の
日
本
代
表
を

目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
」
（
森
本

監
督
）
「
女
子
の
次
の
目
標
は
、
ま
だ
成
し
遂

げ
た
こ
と
が
な
い
イ
ン
カ
レ
2
連
覇
で
す
。
必

ず
達
成
で
き
る
と
信
じ
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

（
鬼
頭
総
監
督
）
と
、
今
後
の
活
躍
を
力
強
く

誓
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
ダ
ン
ス
部
が
、
第
16
回
日

本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権
夏
の
公

式
全
国
大
会
（
8
月
16
〜
17
日
・

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
）
の
ス
モ
ー
ル

ク
ラ
ス
（
2
〜
12
人
）
で
優
勝

し
、
文
部
科
学
大
臣
賞
・
（
社
）

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
協
会
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ッ
グ
ク

ラ
ス
（
13
〜
40
人
）
で
も
東
海
地

区
勢
と
し
て
ト
ッ
プ
の
14
位
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
夏
の
公
式
大

会
で
の
全
国
優
勝
は
東
海
地
区
初

の
快
挙
で
す
。

　
ス
モ
ー
ル
ク
ラ
ス
は
台
風
の
影

響
に
よ
り
、
予
定
よ
り
6
時
間
遅

れ
て
会
場
入
り
。
途
中
の
浜
松
駅

で
5
時
間
の
停
車
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

一
時
的
に
扉
が
開
き
ホ
ー
ム
に
出
る
こ
と
が
で

き
た
た
め
、
少
し
で
も
体
が
固
ま
ら
な
い
よ
う

に
ホ
ー
ム
で
体
を
動
か
す
な
ど
を
し
て
運
転
再

開
を
待
ち
ま
し
た
。
ビ
ッ
グ
ク
ラ
ス
は
名
古
屋

駅
で
新
幹
線
に
乗
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
急
遽

バ
ス
で
移
動
。
通
行
止
め
の
高
速
道
路
を
避
け

な
が
ら
出
演
日
前
日
の
夜
ま
で
に
横
浜
へ
到
着

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
本
校
を
含

む
東
海
・
関
西
勢
の
12
校
が
出
演
時
間
に
間
に

合
わ
ず
、
大
会
事
務
局
に
出
演
順
の
変
更
や
休

憩
時
間
の
延
長
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
、
全
体
の
予
定
を
1
時
間
遅
ら
せ
て
出
場
す

本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権
ス
モ
ー
ル
ク
ラ
ス
初
優
勝
！

日

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
踊
る
人
も
、
見
る
人
も
楽
し
め
る
ダ
ン
ス

を
目
指
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
本
校
ダ

ン
ス
部
は
、
大
会
シ
ー
ズ
ン
以
外
は
週
2
日
の

活
動
で
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
「
短
い
時
間
で

集
中
し
た
練
習
」
を
し
て
い
ま
す
。
本
番
の
舞

台
で
も
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
て
力
強
い
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。
顧
問
の
清
水
隆
博
教
諭
は

「
今
回
の
列
車
遅
延
で
会
場
到
着
後
す
ぐ
の
演

技
に
な
り
ま
し
た
が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

普
段
の
よ
う
に
集
中
力
を
最
大
限
に
高
め
た
状

態
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
き
た
こ
と
が
功
を
奏
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
２７
日
に
東
京
都
港
区
で
開
催
さ
れ
た

「W
RO
 2023 Japan

決
勝
大
会
」
で
、
高
校

メ
カ
ニ
カ
ル
ア
ー
ツ
部
の
「m

eiden

一
年
」
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
１１
月
７
〜
９
日
に
パ

ナ
マ
共
和
国
で
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
に
日
本

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
子
供
た
ち
を
対
象
に
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
で
あ
るW

RO

（W
orld 

Robot 
O
lym
-

piad

）
は
、
市
販
の
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト

を
製
作
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
自
動
制

御
技
術
を
競
い
ま
す
。
2
0
0
4
年
に
第
1
回

が
催
さ
れ
、
世
界
的
な
広
ま
り
を
み
せ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
世
界
で
起
き
て
い
る
問
題
に
合
わ

せ
た
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
た
競

技
が
行
わ
れ
る
の
も
特
長
で
す
。

　
「m

eiden

一
年
」
は
、
堀
田
壮
真
（
専
門
学

科
１
年
）
、
猪
俣
健
悟
（
同
）
、
楠
本
大
翔
（
普

通
科
１
年
）
の
3
人
の
チ
ー
ム
で
、
自
律
型
ロ

校
メ
カ
ニ
カ
ル
ア
ー
ツ
部
が
W
R
O
世
界
大
会
へ

高

ボ
ッ
ト
の
走
行
競
技
で
あ
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
競
技
シ
ニ
ア
部
門
に

出
場
し
ま
し
た
。
同
部
門
は
プ
レ
ゼ
ン
シ
ー
ト

で
の
発
表
も
加
わ
り
ま
す
。
競
技
は
2
走
を
行

い
、
毎
年
違
う
内
容
と
な
る
1
走
目
は
、
指
定

さ
れ
た
色
の
コ
ン
テ
ナ
ブ
ロ
ッ
ク
を
船
の
上
に

置
き
、
指
定
の
場
所
ま
で
移
動
さ
せ
る
も
の
で

し
た
。
２
走
目
は
、
そ
の
場
で
与
え
ら
れ
た
課

題
を
２
時
間
で
考
え
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
両
走
行
で
満
点
を
取
り
、
１
走
目
の
走
行
タ

イ
ム
も
東
海
地
区
優
勝
時
よ
り
か
な
り
縮
め
て

優
勝
を
果
た
し
た
３
人
は
、
「
4
月
か
ら
地
道

な
調
整
を
重
ね
、
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
全
国
大
会
で
は
一
度

は
負
け
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、
最
後
の
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
調
整
し
き
っ
た
お
か
げ
で
勝

利
を
つ
か
め
ま
し
た
。
『
諦
め
な
い
』
を
胸
に
、

世
界
大
会
で
も
1
位
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　
部
顧
問
の
大
澤
和
貴
教
諭
は
「
前
向
き
で
や

る
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
生
徒
た
ち
で
す
。
た
だ

が
む
し
ゃ
ら
に
回
数
を
重
ね
て
練
習
す
る
の
で

な
く
、
一
つ
一
つ
の
動
き
を
細
か
く
修
正
し
、
緻

密
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
チ

ー
ム
の
中
で
１
人
が
飛
び
抜
け
て
優
れ
て
い
る

わ
け
で
な
く
、
し
っ
か
り
と
３
人
で
相
談
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
頑
張

り
を
た
た
え
て
い
ま
す
。
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卓
球
イ
ン
カ
レ
「
第
92
回
全
日
本
大
学
総
合

卓
球
選
手
権
大
会
団
体
の
部
」
（
７
月
１３
〜
１６

日
・
横
浜
武
道
館
）
で
、
本
学
男
子
卓
球
部
と

女
子
卓
球
部
が
そ
ろ
っ
て
優
勝
し
ま
し
た
。
本

学
に
よ
る
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
は
４
年
ぶ
り
２

回
目
と
な
る
快
挙
で
す
。

　
男
子
は
、
２
年
ぶ
り
９
回
目
の
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
出
場
メ
ン
バ
ー
は
、
横
谷
晟
（
３
年
）

篠
塚
大
登
（
２
年
）
谷
垣
佑
真
（
２
年
）
鈴
木

颯
（
１
年
）
。
ジ
ュ
ニ
ア
時
代
か
ら
同
じ
名
電

卓
球
部
で
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
仲
間
で
す
。

　
決
勝
の
相
手
は
、
昨
年
と
同
じ
明
治
大
。

「
昨
年
は
準
優
勝
に
終
わ
り
大
変
悔
し
い
思
い

を
し
た
の
で
、
必
ず
優
勝
旗
を
取
り
返
す
ぞ
と

い
う
強
い
気
持
ち
で
」
（
森
本
耕
平
監
督
）
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
両
校
エ
ー
ス
対
決
と
な
っ
た
１
番
、
篠
塚
が

宇
田
幸
矢
選
手
と
の
フ
ル
ゲ
ー
ム
の
戦
い
を
制

し
て
チ
ー
ム
に
勢
い
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。
２

番
は
、
鈴
木
が
今
大
会
好
調
な
宮
川
昌
大
選
手

を
果
敢
に
攻
め
、
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
３
番
ダ

ブ
ル
ス
は
、
篠
塚
／
谷
垣
が
宇
田
／
松
田
歩
真

選
手
に
ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
1
―
2
と
リ
ー
ド
さ

れ
る
も
、
同
学
年
な
ら
で
は
の
息
の
合
っ
た
プ

レ
ー
で
逆
転
勝
ち
を
収
め
ま
し
た
。

　
ラ
イ
バ
ル
に
全
勝
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た

選
手
た
ち
は
、
閉
会
式
後
、
中
村
光
人
主
将

（
４
年
）
を
胴
上
げ
し
て
力
い
っ
ぱ
い
喜
び
を

表
し
ま
し
た
。 球

イ
ン
カ
レ
で
二
度
目
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
飾
る
！

卓

　
女
子
は
、
４
年
ぶ
り
５
回
目
と
な
る
優
勝
で

す
。
「
最
初
か
ら
優
勝
を
狙
い
、
優
勝
す
る
た

め
に
選
手
た
ち
は
話
し
合
い
、
考
え
て
準
備
を

し
て
き
ま
し
た
」
と
、
鬼
頭
明
総
監
督
。
谷
渡

亜
美
（
４
年
）
岡
田
琴
菜
（
３
年
）
永
野
萌
衣

（
２
年
）
面
田
采
巳
（
１
年
）
の
各
選
手
が
出
場

し
ま
し
た
。

　
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
と
対
戦
し
た
決
勝
戦

は
、
１
番
の
永
野
が
最
終
ゲ
ー
ム
５
―
１０
か
ら

粘
り
強
さ
を
発
揮
し
て
逆
転
勝
利
。
２
番
の
岡

田
も
力
強
い
プ
レ
ー
で
完
勝
し
ま
し
た
。
３
番

ダ
ブ
ル
ス
を
落
と
し
た
後
、
４
番
ル
ー
キ
ー
の

面
田
が
ガ
ッ
ツ
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
優
勝
を
決

め
ま
し
た
。
「
ベ
ン
チ
に
入
れ
な
か
っ
た
選
手
た

ち
も
自
分
た
ち
の
役
割
を
果
た
し
、
全
員
が
優

勝
に
貢
献
し
て
く
れ
た
」
（
鬼
頭
総
監
督
）
と
、

O
N
E 

T
E
A
M
と
し
て
戦
い
成
し
遂
げ
た
優

勝
で
し
た
。

　
苦
し
い
試
合
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
中
、
皆
様

の
応
援
の
お
か
げ
で
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
監

督
・
部
員
た
ち
は
感
謝
を
述
べ
、
「
男
子
は
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界
選
手
権
の
日
本
代
表
を

目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
」
（
森
本

監
督
）
「
女
子
の
次
の
目
標
は
、
ま
だ
成
し
遂

げ
た
こ
と
が
な
い
イ
ン
カ
レ
2
連
覇
で
す
。
必

ず
達
成
で
き
る
と
信
じ
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

（
鬼
頭
総
監
督
）
と
、
今
後
の
活
躍
を
力
強
く

誓
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
ダ
ン
ス
部
が
、
第
16
回
日

本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権
夏
の
公

式
全
国
大
会
（
8
月
16
〜
17
日
・

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
）
の
ス
モ
ー
ル

ク
ラ
ス
（
2
〜
12
人
）
で
優
勝

し
、
文
部
科
学
大
臣
賞
・
（
社
）

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
協
会
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ッ
グ
ク

ラ
ス
（
13
〜
40
人
）
で
も
東
海
地

区
勢
と
し
て
ト
ッ
プ
の
14
位
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
夏
の
公
式
大

会
で
の
全
国
優
勝
は
東
海
地
区
初

の
快
挙
で
す
。

　
ス
モ
ー
ル
ク
ラ
ス
は
台
風
の
影

響
に
よ
り
、
予
定
よ
り
6
時
間
遅

れ
て
会
場
入
り
。
途
中
の
浜
松
駅

で
5
時
間
の
停
車
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

一
時
的
に
扉
が
開
き
ホ
ー
ム
に
出
る
こ
と
が
で

き
た
た
め
、
少
し
で
も
体
が
固
ま
ら
な
い
よ
う

に
ホ
ー
ム
で
体
を
動
か
す
な
ど
を
し
て
運
転
再

開
を
待
ち
ま
し
た
。
ビ
ッ
グ
ク
ラ
ス
は
名
古
屋

駅
で
新
幹
線
に
乗
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
急
遽

バ
ス
で
移
動
。
通
行
止
め
の
高
速
道
路
を
避
け

な
が
ら
出
演
日
前
日
の
夜
ま
で
に
横
浜
へ
到
着

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
本
校
を
含

む
東
海
・
関
西
勢
の
12
校
が
出
演
時
間
に
間
に

合
わ
ず
、
大
会
事
務
局
に
出
演
順
の
変
更
や
休

憩
時
間
の
延
長
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
、
全
体
の
予
定
を
1
時
間
遅
ら
せ
て
出
場
す

本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権
ス
モ
ー
ル
ク
ラ
ス
初
優
勝
！

日

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
踊
る
人
も
、
見
る
人
も
楽
し
め
る
ダ
ン
ス

を
目
指
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
本
校
ダ

ン
ス
部
は
、
大
会
シ
ー
ズ
ン
以
外
は
週
2
日
の

活
動
で
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
「
短
い
時
間
で

集
中
し
た
練
習
」
を
し
て
い
ま
す
。
本
番
の
舞

台
で
も
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
て
力
強
い
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。
顧
問
の
清
水
隆
博
教
諭
は

「
今
回
の
列
車
遅
延
で
会
場
到
着
後
す
ぐ
の
演

技
に
な
り
ま
し
た
が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

普
段
の
よ
う
に
集
中
力
を
最
大
限
に
高
め
た
状

態
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
き
た
こ
と
が
功
を
奏
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
２７
日
に
東
京
都
港
区
で
開
催
さ
れ
た

「W
RO
 2023 Japan

決
勝
大
会
」
で
、
高
校

メ
カ
ニ
カ
ル
ア
ー
ツ
部
の
「m

eiden

一
年
」
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
１１
月
７
〜
９
日
に
パ

ナ
マ
共
和
国
で
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
に
日
本

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
子
供
た
ち
を
対
象
に
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
で
あ
るW

RO

（W
orld 

Robot 
O
lym
-

piad

）
は
、
市
販
の
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト

を
製
作
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
自
動
制

御
技
術
を
競
い
ま
す
。
2
0
0
4
年
に
第
1
回

が
催
さ
れ
、
世
界
的
な
広
ま
り
を
み
せ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
世
界
で
起
き
て
い
る
問
題
に
合
わ

せ
た
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
た
競

技
が
行
わ
れ
る
の
も
特
長
で
す
。

　
「m

eiden

一
年
」
は
、
堀
田
壮
真
（
専
門
学

科
１
年
）
、
猪
俣
健
悟
（
同
）
、
楠
本
大
翔
（
普

通
科
１
年
）
の
3
人
の
チ
ー
ム
で
、
自
律
型
ロ

校
メ
カ
ニ
カ
ル
ア
ー
ツ
部
が
W
R
O
世
界
大
会
へ

高

ボ
ッ
ト
の
走
行
競
技
で
あ
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
競
技
シ
ニ
ア
部
門
に

出
場
し
ま
し
た
。
同
部
門
は
プ
レ
ゼ
ン
シ
ー
ト

で
の
発
表
も
加
わ
り
ま
す
。
競
技
は
2
走
を
行

い
、
毎
年
違
う
内
容
と
な
る
1
走
目
は
、
指
定

さ
れ
た
色
の
コ
ン
テ
ナ
ブ
ロ
ッ
ク
を
船
の
上
に

置
き
、
指
定
の
場
所
ま
で
移
動
さ
せ
る
も
の
で

し
た
。
２
走
目
は
、
そ
の
場
で
与
え
ら
れ
た
課

題
を
２
時
間
で
考
え
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
両
走
行
で
満
点
を
取
り
、
１
走
目
の
走
行
タ

イ
ム
も
東
海
地
区
優
勝
時
よ
り
か
な
り
縮
め
て

優
勝
を
果
た
し
た
３
人
は
、
「
4
月
か
ら
地
道

な
調
整
を
重
ね
、
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
全
国
大
会
で
は
一
度

は
負
け
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、
最
後
の
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
調
整
し
き
っ
た
お
か
げ
で
勝

利
を
つ
か
め
ま
し
た
。
『
諦
め
な
い
』
を
胸
に
、

世
界
大
会
で
も
1
位
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　
部
顧
問
の
大
澤
和
貴
教
諭
は
「
前
向
き
で
や

る
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
生
徒
た
ち
で
す
。
た
だ

が
む
し
ゃ
ら
に
回
数
を
重
ね
て
練
習
す
る
の
で

な
く
、
一
つ
一
つ
の
動
き
を
細
か
く
修
正
し
、
緻

密
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
チ

ー
ム
の
中
で
１
人
が
飛
び
抜
け
て
優
れ
て
い
る

わ
け
で
な
く
、
し
っ
か
り
と
３
人
で
相
談
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
頑
張

り
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

2‖巻頭特集‖

0304 学園通信 学園通信

右から猪俣健悟、楠本大翔、堀田壮真、顧問の大澤和貴教諭

演技中のスモールクラス（産経新聞社提供）

東海地区勢トップの14位の成績を収めたビッグクラス

※写真提供 卓球レポート



0506 学園通信 学園通信

自
律
移
動
体
や
遠
隔
操
縦

支
援
の
仕
組
み
を
知
ろ
う

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

新
2
号
館

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
７
月
15
、
16
両
日
、
八
草
と
自
由
ヶ
丘
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
合
わ
せ
て
3
7
6
7
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
各
専
攻
の
学
生
た
ち
に
よ
る
90
も
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
訪
れ
た
高
校
生
や
保
護
者
が
熱
心
に
研
究
成
果
を
見

学
し
ま
し
た
。
入
試
相
談
や
在
学
生
に
よ
る
個
別
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
も
終
日
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

◎電気学科

　屋
内
外
で
自
律
移
動
を
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
た
ち
が
展
示
さ
れ
、
移
動
体
を

遠
隔
操
縦
す
る
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
仕
組
み
の
説
明
も
行
な
っ
て

い
ま
し
た
。
操
縦
体
験
で
は
、
み
な

さ
ん
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
手
に
、
楽

し
く
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た
！

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
す
ご
さ
を

体
験
し
ま
し
ょ
う

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
3
号
館
本
館

　身
近
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い

る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
使
用
例
や
そ
の

特
性
を
紹
介
。
金
属
が
変
形
し
て
し

ま
う
ほ
ど
の
衝
撃
を
加
え
て
も
傷

つ
か
な
い
「
ジ
ル
コ
ニ
ア
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
」
の
強
度
を
体
験
し
、
驚
き
を

隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

　4
輪
よ
り
も
登
坂
性
能
と
安
定

性
、
小
回
り
が
向
上
す
る
6
輪
車
い

す
を
紹
介
。
凹
凸
路
で
浮
い
て
し
ま

う
課
題
を
解
決
し
た
新
規
開
発
の

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
機
構
の
緻
密
な
動

き
と
車
体
の
挙
動
に
目
を
輝
か
せ

る
高
校
生
も
い
ま
し
た
。

　
猛
暑
の
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の

来
場
者
が
列
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
開
場
と
同
時
に

愛
工
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ

ッ
ク
を
受
け
取
り
、
い
よ
い
よ
キ
ャ
ン
パ
ス

の
見
学
ス
タ
ー
ト
で
す
！

　
相
談
ブ
ー
ス
で
は
最
新
の
入
試
制
度
や
状

況
な
ど
、愛
工
大
の
生
の
情
報
が
聞
け
る
貴

重
な
機
会
。高
校
生
や
親
御
さ
ん
た
ち
は
、真

剣
な
表
情
で
職
員
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
り
方
を
紹
介

す
る「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
説
明
会
」、大
学

の
概
要
や
各
学
部
・
学
科
の
特
色
を
知
る
こ

と
の
で
き
る「
大
学
概
要
説
明
」、保
護
者
の

方
向
け
の「
保
護
者
説
明
会
」、各
入
試
制
度

の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
る「
入
試
説
明・推
薦
入

試
対
策
講
座
」を
開
催
。参
加
で
き
な
か
っ
た

方
の
た
め
に
動
画
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

◎応用化学科◎機械学科

　
愛
工
大
の
高
い
就
職
率
と
そ
の
理
由
、ま

た
背
景
に
あ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
、

ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解

説
。参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、大
人
も
子
供
も
楽

し
み
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

展示

4‖巻頭特集‖

実
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ

98.
6
％
で
全
国
1
位※

に

3‖巻頭特集‖

◎経営学科◎情報科学科 ◎社会基盤学科※
（現　土木工学科）

受付案内八草キャンパス
入試相談コーナー&説明会

自由ヶ丘キャンパス
キャリアセンター説明会

新
規
開
発
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

付
き
6
輪
電
動
車
い
す

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

6
号
館

　お
り
が
み
や
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
を
使
っ
て
、
建
築
や
イ
ン
テ
リ
ア

の
デ
ザ
イ
ン
を
体
験
し
ま
し
た
。
木

材
繊
維
を
固
め
た
「
M
D
F
板
」
と

い
う
補
強
部
材
で
で
き
た
パ
ー
ツ

を
使
っ
て
楽
し
く
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

新
2
号
館

　学
生
た
ち
が
開
発
中
の
新
し
い
通

信
技
術
（
通
信
中
に
接
続
先
が
変
わ

っ
て
も
途
切
れ
な
い
ビ
デ
オ
会
議
シ

ス
テ
ム
）
を
紹
介
。
リ
モ
ー
ト
生
活
で

馴
染
み
の
あ
る
分
野
だ
け
に
〝
途
切

れ
な
い
〞
と
い
う
点
に
興
味
を
持
ち
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
バ
レ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

用
い
た
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

1
号
館

◎建築学科
構
造
系

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

耐
震
実
験
セ
ン
タ
ー

　国
内
有
数
の
耐
震
実
験
が
行

え
る
巨
大
施
設
の
ス
ケ
ー
ル
を

実
感
で
き
る
展
示
で
す
。
見
た

こ
と
も
な
い
ほ
ど
大
き
な
レ
ン

チ
で
、
こ
ぶ
し
大
も
あ
る
ナ
ッ

ト
を
締
め
る
体
験
で
は
、
全
身

を
使
っ
て
締
め
上
げ
る
掛
け
声

が
場
内
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

人
々
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

〜
行
動
経
済
学
に
ふ
れ
る
〜

◆
自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス 

本
館

　S
D
G
s
の
取
り
組
み
が
大
事
だ

と
認
識
は
し
て
い
た
と
し
て
も
、
日

常
に
お
い
て
実
際
に
望
ま
し
い
行
動

に
移
し
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
。
行
動
経
済
学
を
活
用
し

た
ゲ
ー
ム
な
ど
で
来
場
者
と
一
緒
に

考
え
ま
し
た
。

　
大
学
通
信
オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
い
て
２
０
２
３
年

実
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
が
公
開
さ
れ
、
本
学
が
卒

業
者
数
１
０
０
０
人
以
上
の
大
学
の
実
就
職
率

（
98
．6
％
）
で
全
国
１
位
※
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
就
職
率
と
は
、
卒
業
生
か
ら
大
学
院
進
学
者

を
引
い
た
学
生
に
対
す
る
就
職
者
の
割
合
を
示
し

た
も
の
。
実
態
に
即
し
た
就
職
状
況
を
把
握
で
き

る
こ
と
か
ら
、
各
大
学
の
就
職
力
を
推
し
量
る
指

標
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
例
年
上
位
に
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
前
々
年
と
前
年
は
全
国
２

位
で
し
た
。
今
年
発
表
さ
れ
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

本
学
以
下
、
２
位
に
福
井
大
学
（
98
．4
％
）
、
３

位
に
大
阪
工
業
大
学
（
98
．1
％
）
が
ラ
ン
ク
イ
ン

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
は
学
生
自
身
の
努
力
は
も
ち

ろ
ん
、
学
科
教
員
と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
両
輪

と
な
っ
て
学
生
の
支
援
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た

か
ら
で
し
ょ
う
。
今
後
も
こ
の
結
果
を
維
持
・
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

愛知工業大学2023年度の就職実績◀詳細な情報はこちら https://www.ait.ac.jp/career/career-status/

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

今
年
も
開
催
！

工学部

99.0％経営学部

98.6％

情報科学部

97.0％

※実就職率（％）=就職者数÷「卒業者数－大学院進学者数」×100

※7月21日公開　大学通信ONLINE　2023年実就職率ランキング(卒業生数1,000人以上）

※2024年4月学科名称変更（届出済）

2023年 3月卒業生
大学院修了生を含む

実就職率

98.6％

【
大
学
院
・
工
学
研
究
科
】

マ
ツ
ダ
、
S
U
B
A
R
U
、
デ
ン
ソ
ー
、
ト
ヨ
タ
紡
織
、
ア
イ
シ
ン
、

ス
ズ
キ
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
、
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
、
富
士
通
、
三
菱
電
機
、

ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
、
荏
原
製
作
所
、
シ
ャ
ー
プ
、
小
松
製
作
所
、
愛
三

工
業
、
東
海
光
学
、
日
本
特
殊
陶
業
、
T
D
K
、
富
士
電
機
　
他

【
大
学
院
・
経
営
情
報
科
学
研
究
科
】

ス
ク
ウ
ェ
ア
・
エ
ニ
ッ
ク
ス
、
D
e
N
A
、
Z
O
Z
O
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
、
萩
原
電
気
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
ト
ヨ
タ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
シ
ヤ
チ

ハ
タ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
ア
イ
サ
ン
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
小
林
ク
リ
エ
イ
ト
　
他

【
工
学
部
・
電
気
学
科
】

ア
イ
シ
ン
、
豊
田
合
成
、
ス
ズ
キ
、
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
、
シ
ー
テ
ッ
ク
、
ク
ラ

レ
、
キ
オ
ク
シ
ア
、
シ
ャ
ー
プ
、
富
士
ソ
フ
ト
、
ア
イ
ホ
ン
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ

ー
、
敷
島
製
パ
ン
、
日
東
工
業
、
萩
原
電
気
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
デ
ン
ソ

ー
テ
ク
ノ
、
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
、
マ
ス
プ
ロ
電
工
　
他

【
工
学
部
・
応
用
化
学
科
】

シ
ヤ
チ
ハ
タ
、
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
、
東
邦
ガ
ス
、
東
亞
合
成
、
メ
ニ
コ

ン
、
敷
島
製
パ
ン
、
中
北
薬
品
、
住
友
電
装
、
デ
ン
ソ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
、
マ
ク
セ
ル
ク
レ
ハ
、
キ
オ
ク
シ
ア
、
共
和
レ
ザ
ー
、

H
O
W
A
、
セ
ル
ソ
ー
ス
、
富
士
特
殊
紙
業
　
他

【
工
学
部
・
機
械
学
科
】

豊
田
合
成
、
ス
ズ
キ
、
豊
田
鉄
工
、
シ
ヤ
チ
ハ
タ
、
M
i
z
k
a
n
、
朝

日
イ
ン
テ
ッ
ク
、
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
、
デ
ン
ソ
ー
テ
ン
、
デ
ン
ソ
ー
テ
ク

ノ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
イ
ン
キ
、
リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
、
H
O
W
A
、

C
K
D
、
小
島
プ
レ
ス
工
業
、
豊
生
ブ
レ
ー
キ
工
業
、
フ
タ
バ
産
業
　
他

【
工
学
部
・
土
木
工
学
科
】

大
成
建
設
、
大
林
組
、
五
洋
建
設
、
大
豊
建
設
、
西
松
建
設
、
安
藤
・

間
、
東
洋
建
設
、
名
工
建
設
、
錢
高
組
、
鴻
池
組
、
名
古
屋
鉄
道
、
近

畿
日
本
鉄
道
、
矢
作
建
設
工
業
、
徳
倉
建
設
、
T
S
U
C
H
I
Y
A
、

竹
中
土
木
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
建
設
、
愛
知
県
庁
　
他

【
工
学
部
・
建
築
学
科
】

清
水
建
設
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
、
住
友
林
業
、
大
成
建

設
、
五
洋
建
設
、
東
急
建
設
、
西
松
建
設
、
青
島
設
計
、
日
建
設
計
、
矢

作
建
設
工
業
、
三
井
ホ
ー
ム
、
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
東
海
、

A
V
A
N
T
I
A
、
パ
ナ
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ラ
住
宅
　
他

【
経
営
学
部
・
経
営
学
科
】

メ
ニ
コ
ン
、
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
、
フ
ジ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
、
バ

ロ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
名
古
屋
製
酪
、
日
本
生
命
保
険
相
互
、
萩

原
電
気
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
富
士
ソ
フ
ト
、
中
部
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
　
他

【
情
報
科
学
部
・
情
報
科
学
科
】

N
D
S
、
セ
ガ
、
デ
ン
ソ
ー
テ
ク
ノ
、
シ
イ
エ
ム
・
シ
イ
、
エ

キ
サ
イ
ト
、
旭
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
リ
サ
ー
チ
、
エ
ス

ユ
ー
エ
ス
、
デ
ン
ソ
ー
パ
ワ
ト
レ
イ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
オ

ー
ク
マ
、
フ
ジ
キ
カ
イ
　
他

全
国
１
位
は

就
職
に
関
す
る

総
合
力
の
成
果

　
　
　
実
就
職
率
全
国
１
位
に
な
っ
た
こ

　
　
　
と
に
つ
い
て
、
感
想
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
全
国
１
位
に
な
っ
た
こ
と
は
素
直

　
　
　
に
「
う
れ
し
い
」
の
一
言
で
す
。
学

園
創
立
１
１
１
周
年
の
節
目
の
年
で
達
成

で
き
た
の
は
、
縁
を
感
じ
ま
す
ね
。
こ
の
結

果
に
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
維
持
・

向
上
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
結
果
を
残
せ
た
の
は
、

　
　
　
何
が
要
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　
　
　
ま
ず
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
活
躍
に
よ
る

　
　
　
企
業
か
ら
の
信
頼
が
あ
る
こ
と
。

つ
ま
り
本
学
の
歴
史
が
下
地
に
あ
る
こ
と

が
揺
る
が
な
い
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

上
で
学
生
の
努
力
、
各
学
科
や
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
支
援
、
愛
名
会
の
存
在
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、
結
果
に
つ
な

が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
だ
け
で
な

く
、
過
去
か
ら
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
成
し

得
た
成
果
で
す
。

キャリアセンター長
内田 敬久
（工学部機械学科 教授）

愛名会企業研究会

　
　
　
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
強
み
や
差

　
　
　
別
化
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
企
業
研
究
会
や
支
援
講
座
な
ど
の
　

　
　
「
全
体
支
援
」
と
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の

主
体
的
な
挑
戦
を
促
す
「
個
別
支
援
」
の
双
方

か
ら
、
総
合
的
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
学
科
内
で
は
研
究
室
の
教
員
や

就
職
担
当
教
員
な
ど
、
相
談
で
き
る
窓
口
も
多

く
、
多
様
化
す
る
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

支
援
が
で
き
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
今
後
、
強
化
し
た
い
こ
と
や
目
標
を

　
　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
い
ち
ば
ん
の
目
標
は
学
生
の
第
一
希
望

　
　
　
群
へ
の
就
職
を
強
化
す
る
こ
と
。
キ
ャ

リ
ア
意
識
形
成
の
強
化
も
重
要
で
す
。
学
生
が

主
体
的
に
目
標
を
立
て
て
行
動
す
れ
ば
、
本
学

の
実
学
教
育
が
さ
ら
に
活
か
さ
れ
、
結
果
的
に

第
一
希
望
群
へ
の
就
職
が
実
現
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
大
学
院
生
向
け
の
支
援
講
座
も
さ
ら

に
充
実
さ
せ
た
い
し
、
企
業
と
の
情
報
交
換
も

よ
り
密
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
だ
ま
だ
や
る
べ

き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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自
律
移
動
体
や
遠
隔
操
縦

支
援
の
仕
組
み
を
知
ろ
う

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

新
2
号
館

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
７
月
15
、
16
両
日
、
八
草
と
自
由
ヶ
丘
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
合
わ
せ
て
3
7
6
7
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
各
専
攻
の
学
生
た
ち
に
よ
る
90
も
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
訪
れ
た
高
校
生
や
保
護
者
が
熱
心
に
研
究
成
果
を
見

学
し
ま
し
た
。
入
試
相
談
や
在
学
生
に
よ
る
個
別
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
も
終
日
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

◎電気学科

　屋
内
外
で
自
律
移
動
を
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
た
ち
が
展
示
さ
れ
、
移
動
体
を

遠
隔
操
縦
す
る
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
仕
組
み
の
説
明
も
行
な
っ
て

い
ま
し
た
。
操
縦
体
験
で
は
、
み
な

さ
ん
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
手
に
、
楽

し
く
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た
！

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
す
ご
さ
を

体
験
し
ま
し
ょ
う

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
3
号
館
本
館

　身
近
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い

る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
使
用
例
や
そ
の

特
性
を
紹
介
。
金
属
が
変
形
し
て
し

ま
う
ほ
ど
の
衝
撃
を
加
え
て
も
傷

つ
か
な
い
「
ジ
ル
コ
ニ
ア
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
」
の
強
度
を
体
験
し
、
驚
き
を

隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

　4
輪
よ
り
も
登
坂
性
能
と
安
定

性
、
小
回
り
が
向
上
す
る
6
輪
車
い

す
を
紹
介
。
凹
凸
路
で
浮
い
て
し
ま

う
課
題
を
解
決
し
た
新
規
開
発
の

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
機
構
の
緻
密
な
動

き
と
車
体
の
挙
動
に
目
を
輝
か
せ

る
高
校
生
も
い
ま
し
た
。

　
猛
暑
の
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の

来
場
者
が
列
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
開
場
と
同
時
に

愛
工
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ

ッ
ク
を
受
け
取
り
、
い
よ
い
よ
キ
ャ
ン
パ
ス

の
見
学
ス
タ
ー
ト
で
す
！

　
相
談
ブ
ー
ス
で
は
最
新
の
入
試
制
度
や
状

況
な
ど
、愛
工
大
の
生
の
情
報
が
聞
け
る
貴

重
な
機
会
。高
校
生
や
親
御
さ
ん
た
ち
は
、真

剣
な
表
情
で
職
員
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
り
方
を
紹
介

す
る「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
説
明
会
」、大
学

の
概
要
や
各
学
部
・
学
科
の
特
色
を
知
る
こ

と
の
で
き
る「
大
学
概
要
説
明
」、保
護
者
の

方
向
け
の「
保
護
者
説
明
会
」、各
入
試
制
度

の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
る「
入
試
説
明・推
薦
入

試
対
策
講
座
」を
開
催
。参
加
で
き
な
か
っ
た

方
の
た
め
に
動
画
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

◎応用化学科◎機械学科

　
愛
工
大
の
高
い
就
職
率
と
そ
の
理
由
、ま

た
背
景
に
あ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
、

ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解

説
。参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、大
人
も
子
供
も
楽

し
み
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

展示

4‖巻頭特集‖

実
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ

98.

6
％
で
全
国
1
位※

に

3‖巻頭特集‖

◎経営学科◎情報科学科 ◎社会基盤学科※
（現　土木工学科）

受付案内八草キャンパス
入試相談コーナー&説明会

自由ヶ丘キャンパス
キャリアセンター説明会

新
規
開
発
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

付
き
6
輪
電
動
車
い
す

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

6
号
館

　お
り
が
み
や
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
を
使
っ
て
、
建
築
や
イ
ン
テ
リ
ア

の
デ
ザ
イ
ン
を
体
験
し
ま
し
た
。
木

材
繊
維
を
固
め
た
「
M
D
F
板
」
と

い
う
補
強
部
材
で
で
き
た
パ
ー
ツ

を
使
っ
て
楽
し
く
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

新
2
号
館

　学
生
た
ち
が
開
発
中
の
新
し
い
通

信
技
術
（
通
信
中
に
接
続
先
が
変
わ

っ
て
も
途
切
れ
な
い
ビ
デ
オ
会
議
シ

ス
テ
ム
）
を
紹
介
。
リ
モ
ー
ト
生
活
で

馴
染
み
の
あ
る
分
野
だ
け
に
〝
途
切

れ
な
い
〞
と
い
う
点
に
興
味
を
持
ち
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
バ
レ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

用
い
た
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

1
号
館

◎建築学科
構
造
系

◆
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

耐
震
実
験
セ
ン
タ
ー

　国
内
有
数
の
耐
震
実
験
が
行

え
る
巨
大
施
設
の
ス
ケ
ー
ル
を

実
感
で
き
る
展
示
で
す
。
見
た

こ
と
も
な
い
ほ
ど
大
き
な
レ
ン

チ
で
、
こ
ぶ
し
大
も
あ
る
ナ
ッ

ト
を
締
め
る
体
験
で
は
、
全
身

を
使
っ
て
締
め
上
げ
る
掛
け
声

が
場
内
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

人
々
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

〜
行
動
経
済
学
に
ふ
れ
る
〜

◆
自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス 

本
館

　S
D
G
s
の
取
り
組
み
が
大
事
だ

と
認
識
は
し
て
い
た
と
し
て
も
、
日

常
に
お
い
て
実
際
に
望
ま
し
い
行
動

に
移
し
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
。
行
動
経
済
学
を
活
用
し

た
ゲ
ー
ム
な
ど
で
来
場
者
と
一
緒
に

考
え
ま
し
た
。

　
大
学
通
信
オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
い
て
２
０
２
３
年

実
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
が
公
開
さ
れ
、
本
学
が
卒

業
者
数
１
０
０
０
人
以
上
の
大
学
の
実
就
職
率

（
98
．6
％
）
で
全
国
１
位
※
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
就
職
率
と
は
、
卒
業
生
か
ら
大
学
院
進
学
者

を
引
い
た
学
生
に
対
す
る
就
職
者
の
割
合
を
示
し

た
も
の
。
実
態
に
即
し
た
就
職
状
況
を
把
握
で
き

る
こ
と
か
ら
、
各
大
学
の
就
職
力
を
推
し
量
る
指

標
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
例
年
上
位
に
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
前
々
年
と
前
年
は
全
国
２

位
で
し
た
。
今
年
発
表
さ
れ
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

本
学
以
下
、
２
位
に
福
井
大
学
（
98
．4
％
）
、
３

位
に
大
阪
工
業
大
学
（
98
．1
％
）
が
ラ
ン
ク
イ
ン

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
は
学
生
自
身
の
努
力
は
も
ち

ろ
ん
、
学
科
教
員
と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
両
輪

と
な
っ
て
学
生
の
支
援
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た

か
ら
で
し
ょ
う
。
今
後
も
こ
の
結
果
を
維
持
・
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

愛知工業大学2023年度の就職実績◀詳細な情報はこちら https://www.ait.ac.jp/career/career-status/

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

今
年
も
開
催
！

工学部

99.0％経営学部

98.6％

情報科学部

97.0％

※実就職率（％）=就職者数÷「卒業者数－大学院進学者数」×100

※7月21日公開　大学通信ONLINE　2023年実就職率ランキング(卒業生数1,000人以上）

※2024年4月学科名称変更（届出済）

2023年 3月卒業生
大学院修了生を含む

実就職率

98.6％

【
大
学
院
・
工
学
研
究
科
】

マ
ツ
ダ
、
S
U
B
A
R
U
、
デ
ン
ソ
ー
、
ト
ヨ
タ
紡
織
、
ア
イ
シ
ン
、

ス
ズ
キ
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
、
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
、
富
士
通
、
三
菱
電
機
、

ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
、
荏
原
製
作
所
、
シ
ャ
ー
プ
、
小
松
製
作
所
、
愛
三

工
業
、
東
海
光
学
、
日
本
特
殊
陶
業
、
T
D
K
、
富
士
電
機
　
他

【
大
学
院
・
経
営
情
報
科
学
研
究
科
】

ス
ク
ウ
ェ
ア
・
エ
ニ
ッ
ク
ス
、
D
e
N
A
、
Z
O
Z
O
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
、
萩
原
電
気
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
ト
ヨ
タ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
シ
ヤ
チ

ハ
タ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
ア
イ
サ
ン
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
小
林
ク
リ
エ
イ
ト
　
他

【
工
学
部
・
電
気
学
科
】

ア
イ
シ
ン
、
豊
田
合
成
、
ス
ズ
キ
、
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
、
シ
ー
テ
ッ
ク
、
ク
ラ

レ
、
キ
オ
ク
シ
ア
、
シ
ャ
ー
プ
、
富
士
ソ
フ
ト
、
ア
イ
ホ
ン
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ

ー
、
敷
島
製
パ
ン
、
日
東
工
業
、
萩
原
電
気
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
デ
ン
ソ

ー
テ
ク
ノ
、
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
、
マ
ス
プ
ロ
電
工
　
他

【
工
学
部
・
応
用
化
学
科
】

シ
ヤ
チ
ハ
タ
、
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
、
東
邦
ガ
ス
、
東
亞
合
成
、
メ
ニ
コ

ン
、
敷
島
製
パ
ン
、
中
北
薬
品
、
住
友
電
装
、
デ
ン
ソ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
、
マ
ク
セ
ル
ク
レ
ハ
、
キ
オ
ク
シ
ア
、
共
和
レ
ザ
ー
、

H
O
W
A
、
セ
ル
ソ
ー
ス
、
富
士
特
殊
紙
業
　
他

【
工
学
部
・
機
械
学
科
】

豊
田
合
成
、
ス
ズ
キ
、
豊
田
鉄
工
、
シ
ヤ
チ
ハ
タ
、
M
i
z
k
a
n
、
朝

日
イ
ン
テ
ッ
ク
、
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
、
デ
ン
ソ
ー
テ
ン
、
デ
ン
ソ
ー
テ
ク

ノ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
イ
ン
キ
、
リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
、
H
O
W
A
、

C
K
D
、
小
島
プ
レ
ス
工
業
、
豊
生
ブ
レ
ー
キ
工
業
、
フ
タ
バ
産
業
　
他

【
工
学
部
・
土
木
工
学
科
】

大
成
建
設
、
大
林
組
、
五
洋
建
設
、
大
豊
建
設
、
西
松
建
設
、
安
藤
・

間
、
東
洋
建
設
、
名
工
建
設
、
錢
高
組
、
鴻
池
組
、
名
古
屋
鉄
道
、
近

畿
日
本
鉄
道
、
矢
作
建
設
工
業
、
徳
倉
建
設
、
T
S
U
C
H
I
Y
A
、

竹
中
土
木
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
建
設
、
愛
知
県
庁
　
他

【
工
学
部
・
建
築
学
科
】

清
水
建
設
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
、
住
友
林
業
、
大
成
建

設
、
五
洋
建
設
、
東
急
建
設
、
西
松
建
設
、
青
島
設
計
、
日
建
設
計
、
矢

作
建
設
工
業
、
三
井
ホ
ー
ム
、
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
東
海
、

A
V
A
N
T
I
A
、
パ
ナ
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ラ
住
宅
　
他

【
経
営
学
部
・
経
営
学
科
】

メ
ニ
コ
ン
、
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
、
フ
ジ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
、
バ

ロ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
名
古
屋
製
酪
、
日
本
生
命
保
険
相
互
、
萩

原
電
気
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
富
士
ソ
フ
ト
、
中
部
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
　
他

【
情
報
科
学
部
・
情
報
科
学
科
】

N
D
S
、
セ
ガ
、
デ
ン
ソ
ー
テ
ク
ノ
、
シ
イ
エ
ム
・
シ
イ
、
エ

キ
サ
イ
ト
、
旭
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
リ
サ
ー
チ
、
エ
ス

ユ
ー
エ
ス
、
デ
ン
ソ
ー
パ
ワ
ト
レ
イ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
オ

ー
ク
マ
、
フ
ジ
キ
カ
イ
　
他

全
国
１
位
は

就
職
に
関
す
る

総
合
力
の
成
果

　
　
　
実
就
職
率
全
国
１
位
に
な
っ
た
こ

　
　
　
と
に
つ
い
て
、
感
想
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
全
国
１
位
に
な
っ
た
こ
と
は
素
直

　
　
　
に
「
う
れ
し
い
」
の
一
言
で
す
。
学

園
創
立
１
１
１
周
年
の
節
目
の
年
で
達
成

で
き
た
の
は
、
縁
を
感
じ
ま
す
ね
。
こ
の
結

果
に
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
維
持
・

向
上
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
結
果
を
残
せ
た
の
は
、

　
　
　
何
が
要
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　
　
　
ま
ず
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
活
躍
に
よ
る

　
　
　
企
業
か
ら
の
信
頼
が
あ
る
こ
と
。

つ
ま
り
本
学
の
歴
史
が
下
地
に
あ
る
こ
と

が
揺
る
が
な
い
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

上
で
学
生
の
努
力
、
各
学
科
や
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
支
援
、
愛
名
会
の
存
在
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、
結
果
に
つ
な

が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
だ
け
で
な

く
、
過
去
か
ら
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
成
し

得
た
成
果
で
す
。

キャリアセンター長
内田 敬久
（工学部機械学科 教授）

愛名会企業研究会

　
　
　
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
強
み
や
差

　
　
　
別
化
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
企
業
研
究
会
や
支
援
講
座
な
ど
の
　

　
　
「
全
体
支
援
」
と
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の

主
体
的
な
挑
戦
を
促
す
「
個
別
支
援
」
の
双
方

か
ら
、
総
合
的
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
学
科
内
で
は
研
究
室
の
教
員
や

就
職
担
当
教
員
な
ど
、
相
談
で
き
る
窓
口
も
多

く
、
多
様
化
す
る
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

支
援
が
で
き
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
今
後
、
強
化
し
た
い
こ
と
や
目
標
を

　
　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
い
ち
ば
ん
の
目
標
は
学
生
の
第
一
希
望

　
　
　
群
へ
の
就
職
を
強
化
す
る
こ
と
。
キ
ャ

リ
ア
意
識
形
成
の
強
化
も
重
要
で
す
。
学
生
が

主
体
的
に
目
標
を
立
て
て
行
動
す
れ
ば
、
本
学

の
実
学
教
育
が
さ
ら
に
活
か
さ
れ
、
結
果
的
に

第
一
希
望
群
へ
の
就
職
が
実
現
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
大
学
院
生
向
け
の
支
援
講
座
も
さ
ら

に
充
実
さ
せ
た
い
し
、
企
業
と
の
情
報
交
換
も

よ
り
密
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
だ
ま
だ
や
る
べ

き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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学
園
だ
よ
り

Campus
LETTER

　
第
52
回
後
藤
杯
卓
球
選
手
権
大

会（
名
古
屋
オ
ー
プ
ン
）は
9
月
15

〜
17
日
の
3
日
間
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

ア
リ
ー
ナ（
愛
知
県
体
育
館
）で
開

か
れ
、
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
3
3
6
選

手
、
男
女
ダ
ブ
ル
ス
2
5
1
組
、

男
女
ジ
ュ
ニ
ア
2
9
4
選
手
が
参

加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
各
種
目
で
優
勝
、
準
優
勝
し
た

学
園
設
置
校
の
選
手
は
次
の
通
り

で
す
。

N a g o y a  D e n k i  G a k u e n   L E T T E R

令
和
5
年
度

愛
名
会
総
会

講演する雪田和人教授

　
学
園
の
後
援
組
織
・
名
古
屋
電

気
学
園
愛
名
会
の
令
和
5
年
度
総

会
が
6
月
16
日
、
名
古
屋
東
急
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
佐
々
木
眞
一
会
長

は
、コ
ロ
ナ
禍
を
超
え
て
の
S
D
G
s

時
代
の
事
業
展
開
な
ど
に
触
れ
な
が

ら
、「
学
生
生
徒
と
会
員
企
業
の
よ

り
よ
い
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
名
誉
会
長
の
後
藤
泰
之
学
園

理
事
長
が
日
ご
ろ
の
支
援
へ
の
感
謝

を
込
め
て「
や
る
気
と
元
気
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
の
あ
る
学
生
を
育
て
て

い
く
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
清
水
建
設
株
式
会

社
常
務
執
行
役
員
・
名
古
屋
支
店

長
の
坂
尾
彰
信
氏
が
新
た
に
副
会

長
に
決
ま
っ
た
こ
と
や
、
4
年
度
の

事
業
・
決
算
、
5
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
、
本
学
の
地
域
連
携
・

インターネットからのお振込みをご利用いただけます。 下記の募金係までご連絡ください。
個人の場合 法人の場合

減免税措置

クレジット支払 コンビニ支払 Pay-easy

※寄付の決済代行を委託している『F-REGI寄付金支払い』でのお手続きとなります。

学校法人名古屋電気学園 事務局財務部 募金係 〒470-0392 愛知県豊田市八草町八千草1247
TEL：0565-48-8711（代表）内線：3110　募金専用E-mail：bokin@aitech.ac.jp

※手続や減免税措置等の詳細は
　ホームページをご確認ください。

QRコードからお手続きをお願い致します。
読み取りができない場合はこちらから ▶ https://www.nagoyadenki.jp/support/

教育研究支援募金へご協力いただき心より御礼申し上げます。
令和4年度にご寄付をいただいた皆さまへ深く感謝の意を込めまして、ご芳名を掲載させていただきます。
なお、お名前の掲載はご同意いただいた方のみを掲載させていただいております。

学校法人名古屋電気学園　令和4年度 教育研究支援募金 寄付者芳名録

学校法人名古屋電気学園は、今後も魅力的な教育活動を行うため、よりよい教育研究環境の整備や学生・生徒へ
の奨学支援を行ってまいります。今後もご支援を賜りますようお願い申し上げます。

税制上の優遇措置が受けられます。

教育研究支援募金のお願い

株式会社エイアイテック
長谷川体育施設株式会社

法人 個人・団体
◉教育研究支援　敬称略　五十音順

大嶋不動産事務所合同会社
株式会社五十鈴商会

TSUCHIYA株式会社
株式会社ソレイヤジェニー

株式会社MAC SP
シー・ケィ・ケー株式会社

第一設備工業株式会社

◉スポーツ振興　敬称略　五十音順
法人

 石垣 尚男  名古屋電気学園愛名会  瑞若会（愛知工業大学同窓会）

個人
相場 幸雄
青木 陽一
青木 陽子
秋江 順子
朝岡 昌樹
芦澤 宜博
阿部 孔一
荒川 洋吏
安藤 明久
飯田 晋司
家田 岳史
石井 敦
石井 成美
石川 真吾
石田 憲司
石田 秀樹
石原 忍
伊豆原 利恵
板倉 進
市古 美奈
一野 祐亮
一柳 彰
伊東 抄織

鎌倉 弘明
鎌田 敏志
神谷 光春
河合 康典
川口 昌裕
川口 陽子
川崎 敏彦
河島 勝利
川島 孝博
川田 猛
川田 正幸
川村 国隆
川本 哲
岸上 薫
城所 博
木村 政和
葛谷 新一郎
功刀 峻
久野 温士
久保田 哲也
栗濱 繁子
栗山 里夏
小嵐 みどり

太田 博隆
太田垣 明
大津 正己
大野 剛嗣
大橋 俊二
緒方 美鈴
岡林 丈児
小川 明広
小川 博通
奥田 好弘
奥野 佳宏
小栗 真弥
小野木 克明
景山 則房
葛西 祐子
糟谷 美香
片山 友広
加藤 香織
加藤 聡
加藤 里美
加藤 拓也
加藤 昌則
金谷 有能

伊藤 忍
伊藤 崇
伊藤 昌典
伊藤 雅
伊藤 康博
稲垣 愼二
井上 博樹
岩田 崇志
岩間 恵里奈
上園 浩
鵜飼 圭子
臼井 利典
内田 英則
内田 敬久
内山 みどり
内海 那保子
宇野 希史子
馬詰 恵伍
梅田 美也古
大泉 智洋
大久保 仁
大笹 暢
大澤 善美

嶋 好美
島田 寛文
庄田 一仁
須賀 人志
杉浦 正則
杉野 丞
杉本 吉弘
鈴木 晋
鈴木 達宜
鈴木 伸幸
鈴木 雅貴
隅山 孝夫
関谷 奈央樹
芹沢 昌之
高本 秀和
高柳 収
滝本 盛利
滝本 裕伸
田口 智士
武井 則近
竹内 和歌奈
武田 美恵
橘 克晴

辰巳 良美
立松 健二
田中 美恵
谷川 勝己
谷口 智輝
谷口 正樹
谷本 隆一
種村 浩一
田原 剛
田村 廣明
田屋 潤
中條 直也
塚田 敏彦
塚本 康之
土松 千晴
寺澤 勇
寺田 直純
堂原 淳也
戸田 仁司
戸松 安里沙
鳥井 昭宏
内藤 雄順
中井 孝幸

永井 哲博
永井 広明
中神 篤弘
中神 由香
長澤 睦美
中島 昭彦
中島 隆人
中島 剛
中村 美香
中村 康博
成重 徳人
成瀬 公紀
西 裕之
西尾 純子
西川 鋭二
錦見 神菜
西村 由美
二瓶 高広
野口 明生
野口 晃
野﨑 敏広
野澤 英希
野波 朗 

架谷 昌信
長谷川 和徳
羽田 裕
肌附 邦央
服部 祐典
服部 洋兒
羽根 しげ子
濱田 摩耶
早川 幹弘
早川 義一
林 明宏
林 敬二郎
林 新二
速水 隆一郎
原田 康行
原田 圭一
柊 紫乃
尾藤 勝幸
尾藤 祥江
平井 光親
平田 俊之
平野 考三
平野 宗昭

廣浦 幸恵
福井 由美子
福澤 和久
福嶋 則人
福田 稔
藤枝 直輝
堀江 功一
前田 正明
前田 正也
前田 賢
牧 宏生
松井 俊浩
松井 正人
松河 剛司
松原 武司
松本 智治
松本 望琴
丸子 孝
丸山 恭司
三浦 大蔵
水嶋 大輔
水谷 建司
水谷 亮介

水野 旭
水野 吉浩
南 晃一
宮川 愛生
宮島 宝七子
宮本 良一
宗本 理
村上 薫
村瀬 洋
村田 三和子
元谷 卓
森 浩二
森島 映子
森島 茂樹
安井 久幸
柳本 真佐人
山口 秀作
山崎 純一郎
山下 英明
山下 里恵
山田 英介
山田 浩貴
山中 史久

山梨 敬子
山本 啓二
結城 達夫
吉田 篤史
吉田 成美
吉田 高之
四谷 伸次
米坂 篤人
和田 真理
渡邊 一矢
渡邊 徹
渡部 尚志
渡辺 真

小塚 晃透
ゴデブスカ マリア
後藤 幸樹
後藤 尚之
後藤 泰之
後藤 芳樹
小林 郁夫
小林 雄一
近藤 幸子
近藤 努
近藤 信彦
斉藤 洋一
佐久間 順敬
佐久間 洋子
笹尾 愛
佐々木 大實
佐々木 幸二
実藤 龍一
佐野 泰之
澤木 宣彦
澤田 秀司
塩田 秀樹
篠田 有希子

教育研究支援
 法人
 個人
スポーツ振興
 法人
 個人
総合計

芳名掲載 述べ件数種類 その他金額
21,740,000円

5,150,000円
16,590,000円
6,348,000円

820,000円
5,528,000円

28,088,000円

17件
3件

14件
629件

9件
620件
646件

12件
1件

11件
356件

2件
354件
368件

5件
2件
3件

273件
7件

266件
278件

後
藤
す
ゞ
子
先
生

奨
学
金
を
交
付

　
学
園
が
制
定
す
る「
後
藤
す
ゞ
子

先
生
奨
学
金
」が
、
9
月
11
日
に
工

学
部
の
学
生
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
奨
学
金
は
、
元
学
園
長
の
後
藤

す
ゞ
子
先
生
の
遺
志
に
基
づ
い
て
設

け
ら
れ
、
親
の
死
去
な
ど
思
い
が
け

な
い
理
由
で
学
資
の
負
担
が
難
し
く

な
っ
た
設
置
校
の
学
生
、
生
徒
が
学

業
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
も

の
で
す
。
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟

で
交
付
が
あ
り
、
後
藤
泰
之
理
事

長
が
奨
学
金
の
趣
旨
を
説
明
し
て

「
学
業
、
学
生
生
活
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」と
学
生
を
激

励
し
ま
し
た
。

後
藤
杯
卓
球

名古屋電気学園だより

S
D
G
s
推
進
本
部
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
推
進
室
長
を
務
め
る
羽
田
裕
経

営
学
科
教
授
が
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

地
域
社
会
の
実
現
　
〜
本
学
が
果

た
す
役
割
と
最
適
モ
デ
ル
の
追
求

〜
」
と
題
し
て
、
続
い
て
研
究
支

援
本
部
エ
コ
電
力
研
究
セ
ン
タ
ー

長
の
雪
田
和
人
電
気
学
科
教
授
が

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
が

も
た
ら
す
未
来
へ
の
可
能
性
　
〜

エ
コ
電
力
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
〜
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講

演
し
ま
し
た
。

男子シングルス●優勝：篠塚大登（愛知工業大学2
年）、準優勝：谷垣佑真（同）

男子ダブルス●優勝：横谷晟（同3年）／谷垣佑真、
準優勝：篠塚大登／鈴木颯（同1年）

女子ダブルス●準優勝：岡田琴菜（同3年。愛知みず
ほ大瑞穂高の今枝愛美選手とペア）

男子ジュニア●優勝：菅沼翔太（愛工大名電高2年）

講演する羽田裕教授
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マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
名
誉
会
長
の
後
藤
泰
之
学
園

理
事
長
が
日
ご
ろ
の
支
援
へ
の
感
謝

を
込
め
て「
や
る
気
と
元
気
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
の
あ
る
学
生
を
育
て
て

い
く
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
清
水
建
設
株
式
会

社
常
務
執
行
役
員
・
名
古
屋
支
店

長
の
坂
尾
彰
信
氏
が
新
た
に
副
会

長
に
決
ま
っ
た
こ
と
や
、
4
年
度
の

事
業
・
決
算
、
5
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
、
本
学
の
地
域
連
携
・

インターネットからのお振込みをご利用いただけます。 下記の募金係までご連絡ください。
個人の場合 法人の場合

減免税措置

クレジット支払 コンビニ支払 Pay-easy

※寄付の決済代行を委託している『F-REGI寄付金支払い』でのお手続きとなります。

学校法人名古屋電気学園 事務局財務部 募金係 〒470-0392 愛知県豊田市八草町八千草1247
TEL：0565-48-8711（代表）内線：3110　募金専用E-mail：bokin@aitech.ac.jp

※手続や減免税措置等の詳細は
　ホームページをご確認ください。

QRコードからお手続きをお願い致します。
読み取りができない場合はこちらから ▶ https://www.nagoyadenki.jp/support/

教育研究支援募金へご協力いただき心より御礼申し上げます。
令和4年度にご寄付をいただいた皆さまへ深く感謝の意を込めまして、ご芳名を掲載させていただきます。
なお、お名前の掲載はご同意いただいた方のみを掲載させていただいております。

学校法人名古屋電気学園　令和4年度 教育研究支援募金 寄付者芳名録

学校法人名古屋電気学園は、今後も魅力的な教育活動を行うため、よりよい教育研究環境の整備や学生・生徒へ
の奨学支援を行ってまいります。今後もご支援を賜りますようお願い申し上げます。

税制上の優遇措置が受けられます。

教育研究支援募金のお願い

株式会社エイアイテック
長谷川体育施設株式会社

法人 個人・団体
◉教育研究支援　敬称略　五十音順

大嶋不動産事務所合同会社
株式会社五十鈴商会

TSUCHIYA株式会社
株式会社ソレイヤジェニー

株式会社MAC SP
シー・ケィ・ケー株式会社

第一設備工業株式会社

◉スポーツ振興　敬称略　五十音順
法人

 石垣 尚男  名古屋電気学園愛名会  瑞若会（愛知工業大学同窓会）

個人
相場 幸雄
青木 陽一
青木 陽子
秋江 順子
朝岡 昌樹
芦澤 宜博
阿部 孔一
荒川 洋吏
安藤 明久
飯田 晋司
家田 岳史
石井 敦
石井 成美
石川 真吾
石田 憲司
石田 秀樹
石原 忍
伊豆原 利恵
板倉 進
市古 美奈
一野 祐亮
一柳 彰
伊東 抄織

鎌倉 弘明
鎌田 敏志
神谷 光春
河合 康典
川口 昌裕
川口 陽子
川崎 敏彦
河島 勝利
川島 孝博
川田 猛
川田 正幸
川村 国隆
川本 哲
岸上 薫
城所 博
木村 政和
葛谷 新一郎
功刀 峻
久野 温士
久保田 哲也
栗濱 繁子
栗山 里夏
小嵐 みどり

太田 博隆
太田垣 明
大津 正己
大野 剛嗣
大橋 俊二
緒方 美鈴
岡林 丈児
小川 明広
小川 博通
奥田 好弘
奥野 佳宏
小栗 真弥
小野木 克明
景山 則房
葛西 祐子
糟谷 美香
片山 友広
加藤 香織
加藤 聡
加藤 里美
加藤 拓也
加藤 昌則
金谷 有能

伊藤 忍
伊藤 崇
伊藤 昌典
伊藤 雅
伊藤 康博
稲垣 愼二
井上 博樹
岩田 崇志
岩間 恵里奈
上園 浩
鵜飼 圭子
臼井 利典
内田 英則
内田 敬久
内山 みどり
内海 那保子
宇野 希史子
馬詰 恵伍
梅田 美也古
大泉 智洋
大久保 仁
大笹 暢
大澤 善美

嶋 好美
島田 寛文
庄田 一仁
須賀 人志
杉浦 正則
杉野 丞
杉本 吉弘
鈴木 晋
鈴木 達宜
鈴木 伸幸
鈴木 雅貴
隅山 孝夫
関谷 奈央樹
芹沢 昌之
高本 秀和
高柳 収
滝本 盛利
滝本 裕伸
田口 智士
武井 則近
竹内 和歌奈
武田 美恵
橘 克晴

辰巳 良美
立松 健二
田中 美恵
谷川 勝己
谷口 智輝
谷口 正樹
谷本 隆一
種村 浩一
田原 剛
田村 廣明
田屋 潤
中條 直也
塚田 敏彦
塚本 康之
土松 千晴
寺澤 勇
寺田 直純
堂原 淳也
戸田 仁司
戸松 安里沙
鳥井 昭宏
内藤 雄順
中井 孝幸

永井 哲博
永井 広明
中神 篤弘
中神 由香
長澤 睦美
中島 昭彦
中島 隆人
中島 剛
中村 美香
中村 康博
成重 徳人
成瀬 公紀
西 裕之
西尾 純子
西川 鋭二
錦見 神菜
西村 由美
二瓶 高広
野口 明生
野口 晃
野﨑 敏広
野澤 英希
野波 朗 

架谷 昌信
長谷川 和徳
羽田 裕
肌附 邦央
服部 祐典
服部 洋兒
羽根 しげ子
濱田 摩耶
早川 幹弘
早川 義一
林 明宏
林 敬二郎
林 新二
速水 隆一郎
原田 康行
原田 圭一
柊 紫乃
尾藤 勝幸
尾藤 祥江
平井 光親
平田 俊之
平野 考三
平野 宗昭

廣浦 幸恵
福井 由美子
福澤 和久
福嶋 則人
福田 稔
藤枝 直輝
堀江 功一
前田 正明
前田 正也
前田 賢
牧 宏生
松井 俊浩
松井 正人
松河 剛司
松原 武司
松本 智治
松本 望琴
丸子 孝
丸山 恭司
三浦 大蔵
水嶋 大輔
水谷 建司
水谷 亮介

水野 旭
水野 吉浩
南 晃一
宮川 愛生
宮島 宝七子
宮本 良一
宗本 理
村上 薫
村瀬 洋
村田 三和子
元谷 卓
森 浩二
森島 映子
森島 茂樹
安井 久幸
柳本 真佐人
山口 秀作
山崎 純一郎
山下 英明
山下 里恵
山田 英介
山田 浩貴
山中 史久

山梨 敬子
山本 啓二
結城 達夫
吉田 篤史
吉田 成美
吉田 高之
四谷 伸次
米坂 篤人
和田 真理
渡邊 一矢
渡邊 徹
渡部 尚志
渡辺 真

小塚 晃透
ゴデブスカ マリア
後藤 幸樹
後藤 尚之
後藤 泰之
後藤 芳樹
小林 郁夫
小林 雄一
近藤 幸子
近藤 努
近藤 信彦
斉藤 洋一
佐久間 順敬
佐久間 洋子
笹尾 愛
佐々木 大實
佐々木 幸二
実藤 龍一
佐野 泰之
澤木 宣彦
澤田 秀司
塩田 秀樹
篠田 有希子

教育研究支援
 法人
 個人
スポーツ振興
 法人
 個人
総合計

芳名掲載 述べ件数種類 その他金額
21,740,000円

5,150,000円
16,590,000円
6,348,000円

820,000円
5,528,000円

28,088,000円

17件
3件

14件
629件

9件
620件
646件

12件
1件

11件
356件

2件
354件
368件

5件
2件
3件

273件
7件

266件
278件

後
藤
す
ゞ
子
先
生

奨
学
金
を
交
付

　
学
園
が
制
定
す
る「
後
藤
す
ゞ
子

先
生
奨
学
金
」が
、
9
月
11
日
に
工

学
部
の
学
生
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
奨
学
金
は
、
元
学
園
長
の
後
藤

す
ゞ
子
先
生
の
遺
志
に
基
づ
い
て
設

け
ら
れ
、
親
の
死
去
な
ど
思
い
が
け

な
い
理
由
で
学
資
の
負
担
が
難
し
く

な
っ
た
設
置
校
の
学
生
、
生
徒
が
学

業
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
も

の
で
す
。
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟

で
交
付
が
あ
り
、
後
藤
泰
之
理
事

長
が
奨
学
金
の
趣
旨
を
説
明
し
て

「
学
業
、
学
生
生
活
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」と
学
生
を
激

励
し
ま
し
た
。

後
藤
杯
卓
球

名古屋電気学園だより

S
D
G
s
推
進
本
部
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
推
進
室
長
を
務
め
る
羽
田
裕
経

営
学
科
教
授
が
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

地
域
社
会
の
実
現
　
〜
本
学
が
果

た
す
役
割
と
最
適
モ
デ
ル
の
追
求

〜
」
と
題
し
て
、
続
い
て
研
究
支

援
本
部
エ
コ
電
力
研
究
セ
ン
タ
ー

長
の
雪
田
和
人
電
気
学
科
教
授
が

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
が

も
た
ら
す
未
来
へ
の
可
能
性
　
〜

エ
コ
電
力
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
〜
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講

演
し
ま
し
た
。

男子シングルス●優勝：篠塚大登（愛知工業大学2
年）、準優勝：谷垣佑真（同）

男子ダブルス●優勝：横谷晟（同3年）／谷垣佑真、
準優勝：篠塚大登／鈴木颯（同1年）

女子ダブルス●準優勝：岡田琴菜（同3年。愛知みず
ほ大瑞穂高の今枝愛美選手とペア）

男子ジュニア●優勝：菅沼翔太（愛工大名電高2年）

講演する羽田裕教授
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名古屋電気学園ニュース　［大学］

N a g o y a  D e n k i  G a k u e n   N E W S

10
氏
に
名
誉
教
授
の

称
号
を
授
与

　
学
園
は
7
月
20
日
、
愛
知
工
業

大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
釘
宮
愼
一

氏
は
じ
め
10
氏
に
贈
り
、
本
学
に

対
す
る
顕
著
な
功
績
を
称
え
ま
し

た
。
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
方
々
は

累
計
で
1
1
5
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
称
号
授
与
式
は
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス

本
部
棟
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
藤

泰
之
理
事
長
が
10
氏
に
辞
令
書
を

手
渡
し
た
後
、
長
年
の
尽
力
を
ね

ぎ
ら
い
、「
こ
れ
か
ら
も
違
う
形
で
大

学
を
見
て
い
た
だ
き
、
お
力
添
え
を

い
た
だ
け
れ
ば
」と
語
り
か
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
応
え
、
受
称
者
を
代
表

し
て
近
藤
高
司
氏
が「
名
誉
あ
る
称

号
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
よ

り
一
層
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」と
お
礼
の
挨
拶
を
し

ま
し
た
。

　
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

釘宮愼一氏（元工学部応用化学科教授）
高木誠氏（元工学部機械学科教授）
谷本隆一氏（元工学部機械学科教授）
杉野丞氏（元工学部建築学科教授）
近藤高司氏（元経営学部経営学科教授）

藤井勝紀氏（元経営学部経営学科教授）
隅山孝夫氏（元基礎教育センター教授）
柳井裕道氏（元基礎教育センター教授）
阿部幸一氏（元基礎教育センター教授）
チャールズ・ケリー氏（元基礎教育センター教授）

後
藤
泰
之
理
事
長
を
囲
ん
で
、名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て

イ
オ
ン
モ
ー
ル
長
久
手
で
セ
ミ
ナ
ー

　
本
学
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
室
は
9

月
12
日
、
長
久
手
市
の
イ
オ
ン
モ
ー

ル
長
久
手
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
で「
地
域

の
未
来
を
考
え
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」と

題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
学
内

外
か
ら
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
、経
済
産
業
省
中
部

経
済
産
業
局
の
寺
村
英
信
局
長
が

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
向
け
て
」と
題
し
、
国

内
外
の
最
新
動
向
に
加
え
、
地
域

で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
動
き
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
続
く
セ
ミ
ナ
ー
講
演
で
、
本
学
か

ら
近
藤
元
博
総
合
技
術
研
究
所
教

授
が「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
現

状
と
今
後
の
展
望
」、
エ
コ
電
力
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
雪
田
和
人
工
学
部

教
授
が「
持
続
可
能
な
未
来
を
目
指

す
た
め
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
技
術
紹
介
」、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
推
進
室
長
の
羽
田
裕
経
営
学
部

教
授
が「
C
N
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
）の
実
現
に
向
け
た
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
推
進
室
の
役
割
と
取
り
組
み
」

と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
話

を
し
ま
し
た
。

　
地
域
貢
献
を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
寄
与
す
る

た
め
の
方
策
や
、
個
人
が
環
境
に
優

し
い
行
動
を
選
択
す
る
た
め
の
問
い

か
け
な
ど
、
地
域
と
と
も
に
考
え
実

践
す
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て
活
発
に

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
受
講
し
た

住
民
ら
は
脱
炭
素
に
向
け
て
認
識
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
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10
氏
に
名
誉
教
授
の

称
号
を
授
与

　
学
園
は
7
月
20
日
、
愛
知
工
業

大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
釘
宮
愼
一

氏
は
じ
め
10
氏
に
贈
り
、
本
学
に

対
す
る
顕
著
な
功
績
を
称
え
ま
し

た
。
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
方
々
は

累
計
で
1
1
5
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
称
号
授
与
式
は
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス

本
部
棟
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
藤

泰
之
理
事
長
が
10
氏
に
辞
令
書
を

手
渡
し
た
後
、
長
年
の
尽
力
を
ね

ぎ
ら
い
、「
こ
れ
か
ら
も
違
う
形
で
大

学
を
見
て
い
た
だ
き
、
お
力
添
え
を

い
た
だ
け
れ
ば
」と
語
り
か
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
応
え
、
受
称
者
を
代
表

し
て
近
藤
高
司
氏
が「
名
誉
あ
る
称

号
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
よ

り
一
層
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」と
お
礼
の
挨
拶
を
し

ま
し
た
。

　
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

釘宮愼一氏（元工学部応用化学科教授）
高木誠氏（元工学部機械学科教授）
谷本隆一氏（元工学部機械学科教授）
杉野丞氏（元工学部建築学科教授）
近藤高司氏（元経営学部経営学科教授）

藤井勝紀氏（元経営学部経営学科教授）
隅山孝夫氏（元基礎教育センター教授）
柳井裕道氏（元基礎教育センター教授）
阿部幸一氏（元基礎教育センター教授）
チャールズ・ケリー氏（元基礎教育センター教授）

後
藤
泰
之
理
事
長
を
囲
ん
で
、名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て

イ
オ
ン
モ
ー
ル
長
久
手
で
セ
ミ
ナ
ー

　
本
学
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
室
は
9

月
12
日
、
長
久
手
市
の
イ
オ
ン
モ
ー

ル
長
久
手
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
で「
地
域

の
未
来
を
考
え
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」と

題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
学
内

外
か
ら
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
、経
済
産
業
省
中
部

経
済
産
業
局
の
寺
村
英
信
局
長
が

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
向
け
て
」と
題
し
、
国

内
外
の
最
新
動
向
に
加
え
、
地
域

で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
動
き
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
続
く
セ
ミ
ナ
ー
講
演
で
、
本
学
か

ら
近
藤
元
博
総
合
技
術
研
究
所
教

授
が「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
現

状
と
今
後
の
展
望
」、
エ
コ
電
力
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
雪
田
和
人
工
学
部

教
授
が「
持
続
可
能
な
未
来
を
目
指

す
た
め
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
技
術
紹
介
」、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
推
進
室
長
の
羽
田
裕
経
営
学
部

教
授
が「
C
N
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
）の
実
現
に
向
け
た
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
推
進
室
の
役
割
と
取
り
組
み
」

と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
話

を
し
ま
し
た
。

　
地
域
貢
献
を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
寄
与
す
る

た
め
の
方
策
や
、
個
人
が
環
境
に
優

し
い
行
動
を
選
択
す
る
た
め
の
問
い

か
け
な
ど
、
地
域
と
と
も
に
考
え
実

践
す
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て
活
発
に

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
受
講
し
た

住
民
ら
は
脱
炭
素
に
向
け
て
認
識
を

新
た
に
し
ま
し
た
。



1112 学園通信 学園通信

名古屋電気学園ニュース　［大学］

N a g o y a  D e n k i  G a k u e n   N E W S

本学チーム AIT-VTV

本学会場（八草キャンパス愛和会館）での入試説明会

2
0
2
4
年
度

入
試
説
明
会

　
2
0
2
4
年
度
入
試
説
明
会
が

5
〜
6
月
に
か
け
、
愛
知
な
ど
8

県
内
の
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本

学
会
場
の
説
明
会
は
6
月
22
日
に

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
愛
和
会
館
で
開
か

れ
、
高
校
の
進
路
指
導
や
担
任
の

教
師
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
後
藤
泰
之
学
長
が
挨
拶

し
、「
も
の
づ
く
り
か
ら
人
づ
く
り
」

と
い
う
形
で
失
敗
を
乗
り
越
え
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
の
育
成
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
入
試
セ

ン
タ
ー
長
の
中
村
栄
治
教
授
が
、
各

専
攻
の
特
色
を
は
じ
め
と
す
る
本
学

の
概
要
を
紹
介
し
、
続
い
て
入
試
広

報
課
の
馬
詰
恵
伍
課
長
補
佐
が
、

新
設
の
前
期
日
程
A
w
方
式（
最
高

得
点
重
視
型
）な
ど
2
0
2
4
年

度
入
試
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
5
月
31
日
〜
6
月
30

「
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ベン
シ
ョ
ン

in JAMSTEC 2023

」

フ
リ
ー
部
門
で
優
勝

　
8
月
26
〜
27
日
、
国
立
研
究
開

発
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

（JA
M

STEC

）横
須
賀
本
部
で
開
催

さ
れ
た
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
水
中
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
会「
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン in JAM

STEC 2023

」の

フ
リ
ー
部
門
で
、本
学
の「Team

Blue

」

が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
は
、
機
械
学

科
と
電
気
学
科
の
学
部
生
・
院
生

た
ち
に
よ
る
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
B
・
U
・
V
（
生
体
模
倣

水
中
ロ
ボ
ッ
ト
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
指

導
教
員
・
内
田
敬
久
機
械
学
科
教

授
）が
参
加
を
続
け
て
お
り
、
優
勝

な
ど
の
成
績
を
収
め
た
2
0
2
0

年
大
会
以
来
、
4
年
連
続
で
の
成

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
技
術
内
容
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を

競
う
フ
リ
ー
部
門
で
優
勝
し
た

Team
Blue

は
、
知
的
計
測
制
御
研

究
室（
古
橋
秀
夫
電
気
学
科
教
授
）

に
所
属
す
る
大
学
院
博
士
前
期
課
程

1
年
の
辻
本
竜
也
さ
ん
、学
部
4
年

の
大
木
貴
生
さ
ん
、恒
川
昂
汰
さ
ん

の
3
人
の
チ
ー
ム
。「A

IT-VTV

」と

名
付
け
た
R
O
V
（
人
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
操
縦
を
行
う
水
中
ロ
ボ
ッ

ト
）で
出
場
し
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
の

向
き
を
制
御
す
る
パ
ン
チ
ル
ト
機
構

日
に
か
け
、
本
学
会
場
を
は
じ
め
岐

阜
、
松
本
、
岡
崎
、
名
古
屋
、
富

山
、
福
井
、
四
日
市
、
岡
山
、
津
、

浜
松
、
豊
橋
の
計
12
会
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

本
年
度
もJUEM

UN

（
日
本
大
学
英
語
模
擬

国
連
大
会
）に
参
加

　
学
生
が
各
国
大
使
の
役
割
を
演

じ
、
実
際
の
国
連
の
よ
う
に
英
語
で

国
際
問
題
解
決
の
た
め
の
議
論
を
す

る
「JUEM

UN

（Japan University 
English M

odel United N
ations

＝

日
本
大
学
英
語
模
擬
国
連
大
会
）

2
0
2
3
」（
7
月
7
〜
9
日
・

神
戸
市
立
神
戸
市
外
国
語
大
学
）

に
、
本
学
の
学
生
た
ち
が
本
年
度
も

参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
12
大
学
か
ら
の

合
わ
せ
て
1
8
0
人
を
超
え
る
学

生
た
ち
で
、
本
学
か
ら
は
英
語
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
A
（
担
当
・
藤
村
敬
次

准
教
授
）の
授
業
を
受
講
す
る
1
年

生
〜
大
学
院
生
ま
で
の
9
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
本
学
の
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ガ
ボ
ン
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の

大
使
に
な
り
き
り
、「
す
べ
て
の
子
ど

も
と
青
少
年
の
教
育
の
質
向
上
」「
す

べ
て
の
子
ど
も
と
青
少
年
の
医
療
ア

ク
セ
ス
確
保
」「
す
べ
て
の
子
ど
も
と

青
少
年
の
保
護
強
化
」の
3
つ
の
会

議（
議
題
）で
、
自
国
の
利
害
を
加

味
し
な
が
ら
問
題
解
決
を
提
唱
す
る

決
議
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
今
回

が
参
加
2
回
目
と
な
る
大
学
院
工

学
研
究
科
1
年
の
水
津
暁
生
さ
ん

が
、
会
議
の
一
部
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
3
日
間
の
期
間
中
、
全
て
英
語

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
活
動
し
ま
し
た
。
初
日
は
混
乱

し
て
い
た
学
生
が
、
2
日
目
、
3

日
目
と
日
を
追
う
ご
と
に
積
極
的
に

な
り
、
他
大
学
の
学
生
と
交
流
し

な
が
ら
決
議
案
に
取
り
組
む
姿
が
見

を
、
操
縦
者
が
装
着
す
る
ヘ
ッ
ド
マ

ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
動
き
と
連

動
さ
せ
、
直
観
的
に
操
縦
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ベ
ク
タ
ー

ド
・
ス
ラ
ス
ト
機
構
に
よ
り
運
動
性

能
を
高
め
ま
し
た
。
設
計
コ
ン
セ
プ

ト
、
ロ
バ
ス
ト
性（
外
部
の
影
響
を

受
け
に
く
い
性
質
）、
運
動
性
能
、

プ
レ
ゼ
ン
の
す
べ
て
で
素
晴
ら
し
い
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　
第
63
回
愛
工
大
祭
（
10
月
7
、

8
日
）で
、
恒
例
の
工
科
展
が
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
A
I
T
プ
ラ
ザ
で
開
か

れ
ま
し
た
。
出
展
団
体
の
発
表
を

審
査
し
た
結
果
、
操
舵
独
立
機
構

を
有
す
る
4
輪
駆
動
草
刈
り
ロ
ボ
ッ

ト
の
移
動
制
御
方
法
を
研
究
し
た

知
能
集
積
シ
ス
テ
ム
研
究
室
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
、
学
長
杯
を
手
に

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
優
秀
賞
は

シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
会
と
シ
ス
コ
ン
、

瑞
若
会（
同
窓
会
）賞
は
松
井
・
武

田
合
同
研
究
室
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
、
松
河
剛
司
教
学
副
セ
ン

タ
ー
長
が「
今
回
の
研
究
・
発
表
を

今
後
に
活
か
し
て
欲
し
い
」と
学
生

た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
7
日
に
は
、
秋
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
も
開
か
れ
、
来
場
者
が
高
校

生
と
保
護
者
ら
合
わ
せ
て
8
4
1

人
と
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

工
科
展（
大
学
祭
）

2023年度第63回工科展表彰式の様子

秋
季
卒
業
式
・
入
学
式謝辞を述べる田中佑汰さん

　
令
和
5
年
度
秋
季
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
は
9
月
21
日
、
八

草
キ
ャ
ン
パ
ス
A
I
T
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は
大
学
院
と

学
部
合
わ
せ
て
27
人
。
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
に
続
き
、
後
藤
泰
之

学
長
が
式
辞
で
本
学
の
建
学
の
精
神

と
教
育
の
モ
ッ
ト
ー
に
ふ
れ「
理
念

に
基
づ
く
積
極
的
な
生
き
方
を
選

択
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
こ
た

え
、
経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
攻
卒
業
の
田
中
佑
汰
さ
ん
が

「
専
門
知
識
と
恵
ま
れ
た
仲
間
た
ち

と
と
も
に
培
っ
た
人
間
性
、
創
造
性

を
携
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
努
力

し
活
躍
し
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
秋
季
入
学
式
も
行

わ
れ
、
後
藤
学
長
の
式
辞
に
こ
た
え

て
新
入
生
の
山
下
素
弘
さ
ん
が「
本

学
の
学
生
た
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、

学
生
と
し
て
の
本
分
を
全
う
す
る
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
2
回
目
の
応

用
化
学
科
2
年
、
柳
川
俊
介
さ
ん

は
、「
英
語
の
環
境
の
中
で
交
流
を
深

め
た
体
験
は
、
理
系
学
生
に
と
っ
て

の
就
活
で
も
、
よ
り
有
利
に
な
る
と

思
い
ま
す
」と
参
加
の
意
義
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

1月5日（金）～1月16日（火）

2月15日（木）～2月26日（月）

前期日程A方式
前期日程Aw方式（最高得点重視型）
前期日程M方式（マークセンス式）
共通テスト1期C方式（3教科利用）
共通テストプラスA方式
共通テストプラスM方式

後期日程M方式（マークセンス式）
共通テスト2期C方式（2教科利用）
共通テスト3期C方式（3教科利用）

1月27日（土）
1月28日（日）
1月29日（月）

本学が課す試験はありません

独自試験はありません

3月4日（月）
本学が課す試験はありません

2月8日（木）

2月16日（金）

3月14日（木）

入試制度 出願期間 ※ 試験日 合格発表日 入学手続締切日

※一般選抜では「ネット出願」を利用できますが、出願書類は出願期間内に入試広報課まで郵送する必要があります。　出願確認票・封筒は、ネット出願専用サイトから印刷してください。
郵便事情を考慮して、出願手続き（登録）および入学検定料の支払いをおこなってください。

1月5日（金）～1月16日（火） 入学金2月28日（水）
授業料等・入学手続書類

3月11日（月）

入学金・授業料等・入学手続書類
3月18日（月）

入学金・授業料等・入学手続書類
3月25日（月）

1月5日（金）～1月19日（金）

本学が課す試験はありません 3月20日（水）3月1日（金）～3月6日（水）

一般選抜入試日程
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本学会場（八草キャンパス愛和会館）での入試説明会

2
0
2
4
年
度

入
試
説
明
会

　
2
0
2
4
年
度
入
試
説
明
会
が

5
〜
6
月
に
か
け
、
愛
知
な
ど
8

県
内
の
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本

学
会
場
の
説
明
会
は
6
月
22
日
に

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
愛
和
会
館
で
開
か

れ
、
高
校
の
進
路
指
導
や
担
任
の

教
師
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
後
藤
泰
之
学
長
が
挨
拶

し
、「
も
の
づ
く
り
か
ら
人
づ
く
り
」

と
い
う
形
で
失
敗
を
乗
り
越
え
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
の
育
成
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
入
試
セ

ン
タ
ー
長
の
中
村
栄
治
教
授
が
、
各

専
攻
の
特
色
を
は
じ
め
と
す
る
本
学

の
概
要
を
紹
介
し
、
続
い
て
入
試
広

報
課
の
馬
詰
恵
伍
課
長
補
佐
が
、

新
設
の
前
期
日
程
A
w
方
式（
最
高

得
点
重
視
型
）な
ど
2
0
2
4
年

度
入
試
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
5
月
31
日
〜
6
月
30

「
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ベン
シ
ョ
ン

in JAMSTEC 2023

」

フ
リ
ー
部
門
で
優
勝

　
8
月
26
〜
27
日
、
国
立
研
究
開

発
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

（JA
M

STEC

）横
須
賀
本
部
で
開
催

さ
れ
た
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
水
中
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
会「
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン in JAM

STEC 2023

」の

フ
リ
ー
部
門
で
、本
学
の「Team

Blue

」

が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
は
、
機
械
学

科
と
電
気
学
科
の
学
部
生
・
院
生

た
ち
に
よ
る
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
B
・
U
・
V
（
生
体
模
倣

水
中
ロ
ボ
ッ
ト
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
指

導
教
員
・
内
田
敬
久
機
械
学
科
教

授
）が
参
加
を
続
け
て
お
り
、
優
勝

な
ど
の
成
績
を
収
め
た
2
0
2
0

年
大
会
以
来
、
4
年
連
続
で
の
成

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
技
術
内
容
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を

競
う
フ
リ
ー
部
門
で
優
勝
し
た

Team
Blue

は
、
知
的
計
測
制
御
研

究
室（
古
橋
秀
夫
電
気
学
科
教
授
）

に
所
属
す
る
大
学
院
博
士
前
期
課
程

1
年
の
辻
本
竜
也
さ
ん
、学
部
4
年

の
大
木
貴
生
さ
ん
、恒
川
昂
汰
さ
ん

の
3
人
の
チ
ー
ム
。「A

IT-VTV

」と

名
付
け
た
R
O
V
（
人
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
操
縦
を
行
う
水
中
ロ
ボ
ッ

ト
）で
出
場
し
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
の

向
き
を
制
御
す
る
パ
ン
チ
ル
ト
機
構

日
に
か
け
、
本
学
会
場
を
は
じ
め
岐

阜
、
松
本
、
岡
崎
、
名
古
屋
、
富

山
、
福
井
、
四
日
市
、
岡
山
、
津
、

浜
松
、
豊
橋
の
計
12
会
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

本
年
度
もJUEM

UN

（
日
本
大
学
英
語
模
擬

国
連
大
会
）に
参
加

　
学
生
が
各
国
大
使
の
役
割
を
演

じ
、
実
際
の
国
連
の
よ
う
に
英
語
で

国
際
問
題
解
決
の
た
め
の
議
論
を
す

る
「JUEM

UN

（Japan University 
English M

odel United N
ations

＝

日
本
大
学
英
語
模
擬
国
連
大
会
）

2
0
2
3
」（
7
月
7
〜
9
日
・

神
戸
市
立
神
戸
市
外
国
語
大
学
）

に
、
本
学
の
学
生
た
ち
が
本
年
度
も

参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
12
大
学
か
ら
の

合
わ
せ
て
1
8
0
人
を
超
え
る
学

生
た
ち
で
、
本
学
か
ら
は
英
語
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
A
（
担
当
・
藤
村
敬
次

准
教
授
）の
授
業
を
受
講
す
る
1
年

生
〜
大
学
院
生
ま
で
の
9
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
本
学
の
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ガ
ボ
ン
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の

大
使
に
な
り
き
り
、「
す
べ
て
の
子
ど

も
と
青
少
年
の
教
育
の
質
向
上
」「
す

べ
て
の
子
ど
も
と
青
少
年
の
医
療
ア

ク
セ
ス
確
保
」「
す
べ
て
の
子
ど
も
と

青
少
年
の
保
護
強
化
」の
3
つ
の
会

議（
議
題
）で
、
自
国
の
利
害
を
加

味
し
な
が
ら
問
題
解
決
を
提
唱
す
る

決
議
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
今
回

が
参
加
2
回
目
と
な
る
大
学
院
工

学
研
究
科
1
年
の
水
津
暁
生
さ
ん

が
、
会
議
の
一
部
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
3
日
間
の
期
間
中
、
全
て
英
語

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
活
動
し
ま
し
た
。
初
日
は
混
乱

し
て
い
た
学
生
が
、
2
日
目
、
3

日
目
と
日
を
追
う
ご
と
に
積
極
的
に

な
り
、
他
大
学
の
学
生
と
交
流
し

な
が
ら
決
議
案
に
取
り
組
む
姿
が
見

を
、
操
縦
者
が
装
着
す
る
ヘ
ッ
ド
マ

ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
動
き
と
連

動
さ
せ
、
直
観
的
に
操
縦
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ベ
ク
タ
ー

ド
・
ス
ラ
ス
ト
機
構
に
よ
り
運
動
性

能
を
高
め
ま
し
た
。
設
計
コ
ン
セ
プ

ト
、
ロ
バ
ス
ト
性（
外
部
の
影
響
を

受
け
に
く
い
性
質
）、
運
動
性
能
、

プ
レ
ゼ
ン
の
す
べ
て
で
素
晴
ら
し
い
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　
第
63
回
愛
工
大
祭
（
10
月
7
、

8
日
）で
、
恒
例
の
工
科
展
が
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
A
I
T
プ
ラ
ザ
で
開
か

れ
ま
し
た
。
出
展
団
体
の
発
表
を

審
査
し
た
結
果
、
操
舵
独
立
機
構

を
有
す
る
4
輪
駆
動
草
刈
り
ロ
ボ
ッ

ト
の
移
動
制
御
方
法
を
研
究
し
た

知
能
集
積
シ
ス
テ
ム
研
究
室
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
、
学
長
杯
を
手
に

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
優
秀
賞
は

シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
会
と
シ
ス
コ
ン
、

瑞
若
会（
同
窓
会
）賞
は
松
井
・
武

田
合
同
研
究
室
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
、
松
河
剛
司
教
学
副
セ
ン

タ
ー
長
が「
今
回
の
研
究
・
発
表
を

今
後
に
活
か
し
て
欲
し
い
」と
学
生

た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
7
日
に
は
、
秋
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
も
開
か
れ
、
来
場
者
が
高
校

生
と
保
護
者
ら
合
わ
せ
て
8
4
1

人
と
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

工
科
展（
大
学
祭
）

2023年度第63回工科展表彰式の様子

秋
季
卒
業
式
・
入
学
式謝辞を述べる田中佑汰さん

　
令
和
5
年
度
秋
季
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
は
9
月
21
日
、
八

草
キ
ャ
ン
パ
ス
A
I
T
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は
大
学
院
と

学
部
合
わ
せ
て
27
人
。
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
に
続
き
、
後
藤
泰
之

学
長
が
式
辞
で
本
学
の
建
学
の
精
神

と
教
育
の
モ
ッ
ト
ー
に
ふ
れ「
理
念

に
基
づ
く
積
極
的
な
生
き
方
を
選

択
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
こ
た

え
、
経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
攻
卒
業
の
田
中
佑
汰
さ
ん
が

「
専
門
知
識
と
恵
ま
れ
た
仲
間
た
ち

と
と
も
に
培
っ
た
人
間
性
、
創
造
性

を
携
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
努
力

し
活
躍
し
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
秋
季
入
学
式
も
行

わ
れ
、
後
藤
学
長
の
式
辞
に
こ
た
え

て
新
入
生
の
山
下
素
弘
さ
ん
が「
本

学
の
学
生
た
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、

学
生
と
し
て
の
本
分
を
全
う
す
る
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
2
回
目
の
応

用
化
学
科
2
年
、
柳
川
俊
介
さ
ん

は
、「
英
語
の
環
境
の
中
で
交
流
を
深

め
た
体
験
は
、
理
系
学
生
に
と
っ
て

の
就
活
で
も
、
よ
り
有
利
に
な
る
と

思
い
ま
す
」と
参
加
の
意
義
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

1月5日（金）～1月16日（火）

2月15日（木）～2月26日（月）

前期日程A方式
前期日程Aw方式（最高得点重視型）
前期日程M方式（マークセンス式）
共通テスト1期C方式（3教科利用）
共通テストプラスA方式
共通テストプラスM方式

後期日程M方式（マークセンス式）
共通テスト2期C方式（2教科利用）
共通テスト3期C方式（3教科利用）

1月27日（土）
1月28日（日）
1月29日（月）

本学が課す試験はありません

独自試験はありません

3月4日（月）
本学が課す試験はありません

2月8日（木）

2月16日（金）

3月14日（木）

入試制度 出願期間 ※ 試験日 合格発表日 入学手続締切日

※一般選抜では「ネット出願」を利用できますが、出願書類は出願期間内に入試広報課まで郵送する必要があります。　出願確認票・封筒は、ネット出願専用サイトから印刷してください。
郵便事情を考慮して、出願手続き（登録）および入学検定料の支払いをおこなってください。

1月5日（金）～1月16日（火） 入学金2月28日（水）
授業料等・入学手続書類

3月11日（月）

入学金・授業料等・入学手続書類
3月18日（月）

入学金・授業料等・入学手続書類
3月25日（月）

1月5日（金）～1月19日（金）

本学が課す試験はありません 3月20日（水）3月1日（金）～3月6日（水）

一般選抜入試日程
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報告される共同研究の成果

就活生と企業が結びつきを深めたマッチング企業展

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
展

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
6
月
9

日
、
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
1
号
館
2
階

ラ
ウ
ン
ジ
で
内
定
獲
得
促
進
策
の
一

環
と
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
展
を
開

き
ま
し
た
。
午
前
の
部
と
午
後
の
部

に
分
か
れ
て
計
26
社
が
参
加
し
、
学

生
側
は
就
職
活
動
中
の
4
年
生
と

大
学
院
博
士
前
期
課
程
2
年
生
が

訪
れ
ま
し
た
。
午
前
・
午
後
と
も

35
分
間
1
タ
ー
ム
の
3
タ
ー
ム
制
を

通
じ
、
各
ブ
ー
ス
で
企
業
側
の
説
明

を
受
け
て
互
い
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図

り
ま
し
た
。

共
同
研
究
で
開
発
し
た
高
効
率
A
C
／
D
C
変
換
装
置

が
環
境
大
臣
賞
を
受
賞

　
本
学
の
エ
コ
電
力
研
究
セ
ン
タ
ー

（
セ
ン
タ
ー
長
・
雪
田
和
人
電
気
学

科
教
授
）と
愛
知
県
瀬
戸
市
の
河
村

電
器
産
業
株
式
会
社（
水
野
一
隆
社

長
）が
共
同
で
開
発
し
た
高
効
率

A
C
／
D
C
（
交
流
／
直
流
）変
換

装
置
が
、5
月
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ

た
第
71
回
電
設
工
業
展（
J
E
C
A

F
A
I
R
2
0
2
3
）の
第
62
回

製
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
環
境
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
両
者
の
共
同
研
究
は「
太
陽
光
発

電
・
直
流
技
術
を
用
い
た
E
V（
電

気
自
動
車
）へ
の
給
電
技
術
を
開

発
！
　
〜
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
に
お

け
る
E
V
の
普
及
を
手
助
け
し
ま
す

〜
」と
銘
打
ち
、
愛
知
県
の「
知
の

拠
点
あ
い
ち
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ

期
」（
2
0
1
9
〜
2
0
2
2
年
度
）

に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
変
換
装

置
は
、
基
本
機
能
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
完
成
さ
せ
、
各
機
能
の
拡
張

に
つ
い
て
は
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

後
も
共
同
で
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

　
電
設
工
業
展
の
製
品
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、「
ダ
ブ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
E
V

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
し
て
出
展
し
ま
し

た
。ダ
ブ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
E
V
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
多
相
ト
ラ
ン
ス
を

使
用
す
る
こ
と
で
直
流
と
交
流
の
同

時
出
力
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
急
速
・
普
通
充
電
器
両
方

の
運
用
が
可
能
と
な
り
、
急
速
充

電
時
の
直
流
―
交
流
の
変
換
ロ
ス
を

削
減
で
き
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光

発
電
や
蓄
電
池
を
連
携
す
る
こ
と

で
、さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、「
ダ
ブ

ル
」で「
ハイ
ブ
リ
ッ
ド
」な
シ

ス
テ
ム
が
構
築
で
き
ま
す
。

　
エ
コ
電
力
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、今
後
も
八
草
キ
ャ
ン

パ
ス
総
合
技
術
研
究
所
前

に
導
入
し
た
特
殊
巻
線
型

変
圧
器
を
用
い
て
、
直
流

給
配
電
技
術
の
社
会
実
装

の
た
め
に
研
究
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
第
16
回
愛
知
工
業
大
学
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
6

月
29
、
30
日
、八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
総

合
技
術
研
究
所
視
聴
覚
室
で
開
か

れ
ま
し
た
。
産
学
連
携
研
究
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
企
業
と
共
同
で

研
究
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共

同
研
究
は
、
本
学
独
自
の
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ァ
ン
ド
で
、公
募
の
う
え
採
択

し
た
研
究
を
総
合
技
術
研
究
所
が

支
援
し
ま
す
。
企
業
か
ら
提
供
さ
れ

た
研
究
経
費
と
同
額
、
ま
た
は
全
額

を
本
学
が
助
成
し
、
毎
年
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
成
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
開
始
に
あ
た
り
、
総
合
技
術
研

究
所
の
鈴
置
保
雄
所
長
が「
成
果
を

共
有
し
今
後
の
発
展
に
つ
な
げ
た

い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

2
日
間
に
わ
た
り
次
の
18
件
の
研

究
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
清
家
善
之
電
気
学
科
教
授

「
半
導
体
デ
バ
イ
ス
洗
浄
に
お
け

る
機
械
学
習
を
用
い
た
静
電
気

障
害
の
予
知
技
術
の
確
立
」

「
半
導
体
のChem

ical M
echani

cal Planarization

（
C
M
P
）プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
新
た
な
超
音
波
技

術
の
開
発
」

「
半
導
体
デ
バ
イ
ス
製
造
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
静
電
気
障
害
防
止

技
術
の
確
立
」

◆
雪
田
和
人
電
気
学
科
教
授

「
直
流
ス
イ
ッ
チ
の
開
発
」

◆
竹
内
和
歌
奈
電
気
学
科
准
教
授

「
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
シ
リ
コ
ン
カ
ー
バ

イ
ド
光
電
極
開
発
」

◆
内
藤
克
浩
情
報
科
学
科
教
授

「
R
F
I
D
と
画
像
認
識
技
術

を
融
合
し
た
次
世
代
デ
ー
タ
解

析
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
」

「
生
産
設
備
の
セ
キ
ュ
ア
な
高
度

化
技
術
の
研
究
」

◆
菱
田
隆
彰
情
報
科
学
科
教
授

「
S
D
G
s
を
達
成
す
る
働
き
方

を
支
援
す
る
デ
ー
タ
分
析
と
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
研
究
」

◆
塚
田
敏
彦
情
報
科
学
科
教
授

「
物
流
・
製
鋼
分
野
に
お
け
る
画
像

セ
ン
シ
ン
グ
計
測
課
題
の
見
極
め
」

◆
瀬
古
繁
喜
建
築
学
科
教
授

「
合
成
床
版
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

充
填
・
空
隙
お
よ
び
滞
水
の
検
知

装
置
の
実
用
化
に
関
す
る
研
究
」

◆
巽
信
彦
建
築
学
科
講
師

「
特
殊
発
泡
材
を
用
い
た
超
軽
量

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
開
発
」

◆
西
島
義
明
機
械
学
科
教
授

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据

え
た
エ
ン
ジ
ン
の
熱
効
率
改
善
」

「
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
部
品
の
樹
脂

化
に
よ
る
熱
効
率
改
善
に
関
す
る

研
究
」

◆
武
田
亘
平
機
械
学
科
准
教
授

「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
超
音
波

照
射
に
よ
る
残
留
応
力
低
減
と

そ
の
疲
労
寿
命
向
上
」

◆
北
川
一
敬
機
械
学
科
教
授

「
探
査
用
高
性
能
小
型
無
人
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
研
究
開
発
」

◆
横
田
崇
土
木
工
学
科
教
授

「
地
震
動
到
着
時
の
緊
急
対
応

と
発
災
後
の
応
急
対
応
を
支
援

す
る
総
合
地
震
防
災
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」

「『
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
お
け

る
面
的
な
降
雨
量
デ
ー
タ
取
得

に
よ
る
住
民
へ
の
適
切
な
防
災

情
報
発
信
の
研
究
』に
向
け
た

多
点
設
置
可
能
な
低
コ
ス
ト
雨

量
計
お
よ
び
観
測
シ
ス
テ
ム
開

発
の
技
術
的
検
討
」

◆
山
本
義
幸
土
木
工
学
科
准
教
授

「
深
層
学
習
に
よ
る
黒
に
ん
に
く

の
製
造
パ
ラ
メ
ー
タ
の
最
適
化
」

量
子
技
術「
室
温
超
偏
極
」で
創
薬
へ
大
き
く
前
進

室
温
で
信
号
を
7
0
0
倍
増
大
し
て
創
薬
N
M
R
手
法
を
実
現

　
大
阪
大
学
量
子
情
報
・
量
子
生

命
研
究
セ
ン
タ
ー
の
根
来
誠
准
教

授
、
同
大
学
基
礎
工
学
研
究
科
の

宮
西
孝
一
郎
助
教
、
同
大
学
蛋
白
質

研
究
所
の
杉
木
俊
彦
特
任
助
教（
現

在
は
北
里
大
学
薬
学
部
准
教
授
）、

愛
知
工
業
大
学
工
学
部
応
用
化
学

科
の
森
田
靖
教
授
、
村
田
剛
志
教

授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
試
料
を

室
温
に
保
っ
た
ま
ま
ス
ピ
ン
を
揃
え

る
量
子
技
術「
室
温
超
偏
極
」を
用

い
て
N
M
R
（
核
磁
気
共
鳴
）信
号

を
7
0
0
倍
以
上
増
大
し
、
創
薬

に
用
い
ら
れ
る
N
M
R
手
法
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
成
功
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
量
子
技
術
を
創

薬
へ
と
用
い
る
社
会
実
装
に
向
け
て

大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　
本
研
究
成
果
は
、
レ
ー
ザ
ー
光

と
マ
イ
ク
ロ
波
を
照
射
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
温
度
に
関
係
な
く
核
ス
ピ
ン

（
原
子
核
の
持
つ
微
小
な
磁
石
）の

向
き
を
揃
え
る「
光
励
起
三
重
項
状

態
の
電
子
ス
ピ
ン
を
用
い
た
動
的
核

偏
極（
D
N
P
）法（
略
称

：

ト
リ

プ
レ
ッ
ト
D
N
P
法
）」に
よ
る
も

の
で
す
。

　
N
M
R
分
光
の
感
度
は
核
ス
ピ
ン

の
向
き
が
揃
っ
た
割
合
を
示
す
偏
極

率
に
比
例
し
ま
す
。
偏
極
率
は
室
温

で
は
通
常
10
万
分
の
1
程
度
と
い
う

非
常
に
低
い
値
で
す
。
N
M
R
分

光
は
新
材
料
探
索
や
創
薬
に
お
い
て

必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
感
度
の
低

さ
が
適
用
範
囲
を
大
き
く
制
限
し

て
い
ま
す
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
サ
リ
チ
ル
酸

と
呼
ば
れ
る
分
子
固
体
中
の
核
ス
ピ

ン
偏
極
率
を
ト
リ
プ
レ
ッ
ト
D
N
P

に
よ
っ
て
室
温
で
高
め
、
そ
の
後
試

料
を
水
溶
液
で
溶
か
し
て
か
ら
ヒ
ト

血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
と
呼
ば
れ
る
蛋
白

質
と
混
ぜ
N
M
R
信
号
に
よ
り
そ

の
結
合
の
様
子
を
検
出
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た（
図
1
）。

　
こ
の
時
の
溶
液
状
態
で
の
サ
リ
チ

ル
酸
の
炭
素
核
ス
ピ
ン
の
偏
極
率
は

0
・
7
％
で
あ
り
、
通
常
の
N
M
R

分
光
の
環
境
に
比
べ
て
7
0
0
倍

以
上
強
い
信
号
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
リ
チ
ル
酸
よ
り
も
強

く
結
合
す
る
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
と
呼
ば

れ
る
医
薬
品
有
機
分
子
を
共
存
さ

せ
る
と
、
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
が
サ
リ
チ

ル
酸
を
阻
害
す
る
様
子
を
示
す
明
確

な
N
M
R
信
号
の
観
測
に
も
成
功

し
ま
し
た
。
　

　
こ
の
よ
う
な
蛋

白
質
と
の
結
合

や
、
阻
害
の
様
子

を
と
ら
え
る
こ
と

は
創
薬
N
M
R

分
野
で
非
常
に

良
く
用
い
ら
れ
る

基
盤
的
な
手
法

で
あ
り
、
本
成
果

は「
室
温
超
偏
極
」

を
創
薬
へ
と
用
い

る
社
会
実
装
に

向
け
て
道
を
拓
く

も
の
で
あ
る
と
研

究
グ
ル
ー
プ
は
考

え
て
い
ま
す
。

　
本
成
果
は
、
米

国
東
部
時
間
7

月
4
日
午
前
8

図1

親
子
で「
も
の
づ
く
り
体
験
」

ま
る
ご
と
体
験
ワ
ー
ル
ド

　
も
の
づ
く
り
体
験
な
ど
を
通
じ
て

子
供
た
ち
に
科
学
す
る
心
を
養
っ
て

も
ら
う「
ま
る
ご
と
体
験
ワ
ー
ル
ド
」

が
8
月
9
日
、
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
恒
例
の

人
気
行
事
に
今
年
も
定
員
を
超
え

る
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
選
ば
れ
た

小
中
学
生
と
付
き
添
い
者
合
わ
せ
て

4
3
4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
学
生
企
画
の
3
講
座
を
含
む
多

彩
な
14
の
講
座
が
講
義
室
な
ど
で
繰

り
広
げ
ら
れ
、
参
加
し
た
親
子
ら
は

担
当
の
教
員
や
学
生
た
ち
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
参
加
し
た

い
」と
の
回
答
が
90
％
以
上
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

みらい工房で楽しんだ講座「ふしぎ屏風を作ろう」

時（
日
本
時
間
7
月
4
日
午
後
9

時
）に
米
国
化
学
会
のThe Journal 

of Physical Chem
istry Letters

オ

ン
ラ
イ
ン
版
で
公
開
さ
れ
、Editor's 

Choice

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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報告される共同研究の成果

就活生と企業が結びつきを深めたマッチング企業展

マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
展

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
6
月
9

日
、
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
1
号
館
2
階

ラ
ウ
ン
ジ
で
内
定
獲
得
促
進
策
の
一

環
と
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
展
を
開

き
ま
し
た
。
午
前
の
部
と
午
後
の
部

に
分
か
れ
て
計
26
社
が
参
加
し
、
学

生
側
は
就
職
活
動
中
の
4
年
生
と

大
学
院
博
士
前
期
課
程
2
年
生
が

訪
れ
ま
し
た
。
午
前
・
午
後
と
も

35
分
間
1
タ
ー
ム
の
3
タ
ー
ム
制
を

通
じ
、
各
ブ
ー
ス
で
企
業
側
の
説
明

を
受
け
て
互
い
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図

り
ま
し
た
。

共
同
研
究
で
開
発
し
た
高
効
率
A
C
／
D
C
変
換
装
置

が
環
境
大
臣
賞
を
受
賞

　
本
学
の
エ
コ
電
力
研
究
セ
ン
タ
ー

（
セ
ン
タ
ー
長
・
雪
田
和
人
電
気
学

科
教
授
）と
愛
知
県
瀬
戸
市
の
河
村

電
器
産
業
株
式
会
社（
水
野
一
隆
社

長
）が
共
同
で
開
発
し
た
高
効
率

A
C
／
D
C
（
交
流
／
直
流
）変
換

装
置
が
、5
月
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ

た
第
71
回
電
設
工
業
展（
J
E
C
A

F
A
I
R
2
0
2
3
）の
第
62
回

製
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
環
境
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
両
者
の
共
同
研
究
は「
太
陽
光
発

電
・
直
流
技
術
を
用
い
た
E
V（
電

気
自
動
車
）へ
の
給
電
技
術
を
開

発
！
　
〜
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
に
お

け
る
E
V
の
普
及
を
手
助
け
し
ま
す

〜
」と
銘
打
ち
、
愛
知
県
の「
知
の

拠
点
あ
い
ち
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ

期
」（
2
0
1
9
〜
2
0
2
2
年
度
）

に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
変
換
装

置
は
、
基
本
機
能
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
完
成
さ
せ
、
各
機
能
の
拡
張

に
つ
い
て
は
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

後
も
共
同
で
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

　
電
設
工
業
展
の
製
品
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、「
ダ
ブ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
E
V

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
し
て
出
展
し
ま
し

た
。ダ
ブ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
E
V
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
多
相
ト
ラ
ン
ス
を

使
用
す
る
こ
と
で
直
流
と
交
流
の
同

時
出
力
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
急
速
・
普
通
充
電
器
両
方

の
運
用
が
可
能
と
な
り
、
急
速
充

電
時
の
直
流
―
交
流
の
変
換
ロ
ス
を

削
減
で
き
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光

発
電
や
蓄
電
池
を
連
携
す
る
こ
と

で
、さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、「
ダ
ブ

ル
」で「
ハイ
ブ
リ
ッ
ド
」な
シ

ス
テ
ム
が
構
築
で
き
ま
す
。

　
エ
コ
電
力
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、今
後
も
八
草
キ
ャ
ン

パ
ス
総
合
技
術
研
究
所
前

に
導
入
し
た
特
殊
巻
線
型

変
圧
器
を
用
い
て
、
直
流

給
配
電
技
術
の
社
会
実
装

の
た
め
に
研
究
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
第
16
回
愛
知
工
業
大
学
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
6

月
29
、
30
日
、八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
総

合
技
術
研
究
所
視
聴
覚
室
で
開
か

れ
ま
し
た
。
産
学
連
携
研
究
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
企
業
と
共
同
で

研
究
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共

同
研
究
は
、
本
学
独
自
の
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ァ
ン
ド
で
、公
募
の
う
え
採
択

し
た
研
究
を
総
合
技
術
研
究
所
が

支
援
し
ま
す
。
企
業
か
ら
提
供
さ
れ

た
研
究
経
費
と
同
額
、
ま
た
は
全
額

を
本
学
が
助
成
し
、
毎
年
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
成
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
開
始
に
あ
た
り
、
総
合
技
術
研

究
所
の
鈴
置
保
雄
所
長
が「
成
果
を

共
有
し
今
後
の
発
展
に
つ
な
げ
た

い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

2
日
間
に
わ
た
り
次
の
18
件
の
研

究
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
清
家
善
之
電
気
学
科
教
授

「
半
導
体
デ
バ
イ
ス
洗
浄
に
お
け

る
機
械
学
習
を
用
い
た
静
電
気

障
害
の
予
知
技
術
の
確
立
」

「
半
導
体
のChem

ical M
echani

cal Planarization

（
C
M
P
）プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
新
た
な
超
音
波
技

術
の
開
発
」

「
半
導
体
デ
バ
イ
ス
製
造
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
静
電
気
障
害
防
止

技
術
の
確
立
」

◆
雪
田
和
人
電
気
学
科
教
授

「
直
流
ス
イ
ッ
チ
の
開
発
」

◆
竹
内
和
歌
奈
電
気
学
科
准
教
授

「
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
シ
リ
コ
ン
カ
ー
バ

イ
ド
光
電
極
開
発
」

◆
内
藤
克
浩
情
報
科
学
科
教
授

「
R
F
I
D
と
画
像
認
識
技
術

を
融
合
し
た
次
世
代
デ
ー
タ
解

析
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
」

「
生
産
設
備
の
セ
キ
ュ
ア
な
高
度

化
技
術
の
研
究
」

◆
菱
田
隆
彰
情
報
科
学
科
教
授

「
S
D
G
s
を
達
成
す
る
働
き
方

を
支
援
す
る
デ
ー
タ
分
析
と
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
研
究
」

◆
塚
田
敏
彦
情
報
科
学
科
教
授

「
物
流
・
製
鋼
分
野
に
お
け
る
画
像

セ
ン
シ
ン
グ
計
測
課
題
の
見
極
め
」

◆
瀬
古
繁
喜
建
築
学
科
教
授

「
合
成
床
版
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

充
填
・
空
隙
お
よ
び
滞
水
の
検
知

装
置
の
実
用
化
に
関
す
る
研
究
」

◆
巽
信
彦
建
築
学
科
講
師

「
特
殊
発
泡
材
を
用
い
た
超
軽
量

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
開
発
」

◆
西
島
義
明
機
械
学
科
教
授

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据

え
た
エ
ン
ジ
ン
の
熱
効
率
改
善
」

「
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
部
品
の
樹
脂

化
に
よ
る
熱
効
率
改
善
に
関
す
る

研
究
」

◆
武
田
亘
平
機
械
学
科
准
教
授

「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
超
音
波

照
射
に
よ
る
残
留
応
力
低
減
と

そ
の
疲
労
寿
命
向
上
」

◆
北
川
一
敬
機
械
学
科
教
授

「
探
査
用
高
性
能
小
型
無
人
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
研
究
開
発
」

◆
横
田
崇
土
木
工
学
科
教
授

「
地
震
動
到
着
時
の
緊
急
対
応

と
発
災
後
の
応
急
対
応
を
支
援

す
る
総
合
地
震
防
災
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」

「『
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
お
け

る
面
的
な
降
雨
量
デ
ー
タ
取
得

に
よ
る
住
民
へ
の
適
切
な
防
災

情
報
発
信
の
研
究
』に
向
け
た

多
点
設
置
可
能
な
低
コ
ス
ト
雨

量
計
お
よ
び
観
測
シ
ス
テ
ム
開

発
の
技
術
的
検
討
」

◆
山
本
義
幸
土
木
工
学
科
准
教
授

「
深
層
学
習
に
よ
る
黒
に
ん
に
く

の
製
造
パ
ラ
メ
ー
タ
の
最
適
化
」

量
子
技
術「
室
温
超
偏
極
」で
創
薬
へ
大
き
く
前
進

室
温
で
信
号
を
7
0
0
倍
増
大
し
て
創
薬
N
M
R
手
法
を
実
現

　
大
阪
大
学
量
子
情
報
・
量
子
生

命
研
究
セ
ン
タ
ー
の
根
来
誠
准
教

授
、
同
大
学
基
礎
工
学
研
究
科
の

宮
西
孝
一
郎
助
教
、
同
大
学
蛋
白
質

研
究
所
の
杉
木
俊
彦
特
任
助
教（
現

在
は
北
里
大
学
薬
学
部
准
教
授
）、

愛
知
工
業
大
学
工
学
部
応
用
化
学

科
の
森
田
靖
教
授
、
村
田
剛
志
教

授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
試
料
を

室
温
に
保
っ
た
ま
ま
ス
ピ
ン
を
揃
え

る
量
子
技
術「
室
温
超
偏
極
」を
用

い
て
N
M
R
（
核
磁
気
共
鳴
）信
号

を
7
0
0
倍
以
上
増
大
し
、
創
薬

に
用
い
ら
れ
る
N
M
R
手
法
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
成
功
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
量
子
技
術
を
創

薬
へ
と
用
い
る
社
会
実
装
に
向
け
て

大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　
本
研
究
成
果
は
、
レ
ー
ザ
ー
光

と
マ
イ
ク
ロ
波
を
照
射
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
温
度
に
関
係
な
く
核
ス
ピ
ン

（
原
子
核
の
持
つ
微
小
な
磁
石
）の

向
き
を
揃
え
る「
光
励
起
三
重
項
状

態
の
電
子
ス
ピ
ン
を
用
い
た
動
的
核

偏
極（
D
N
P
）法（
略
称

：

ト
リ

プ
レ
ッ
ト
D
N
P
法
）」に
よ
る
も

の
で
す
。

　
N
M
R
分
光
の
感
度
は
核
ス
ピ
ン

の
向
き
が
揃
っ
た
割
合
を
示
す
偏
極

率
に
比
例
し
ま
す
。
偏
極
率
は
室
温

で
は
通
常
10
万
分
の
1
程
度
と
い
う

非
常
に
低
い
値
で
す
。
N
M
R
分

光
は
新
材
料
探
索
や
創
薬
に
お
い
て

必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
感
度
の
低

さ
が
適
用
範
囲
を
大
き
く
制
限
し

て
い
ま
す
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
サ
リ
チ
ル
酸

と
呼
ば
れ
る
分
子
固
体
中
の
核
ス
ピ

ン
偏
極
率
を
ト
リ
プ
レ
ッ
ト
D
N
P

に
よ
っ
て
室
温
で
高
め
、
そ
の
後
試

料
を
水
溶
液
で
溶
か
し
て
か
ら
ヒ
ト

血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
と
呼
ば
れ
る
蛋
白

質
と
混
ぜ
N
M
R
信
号
に
よ
り
そ

の
結
合
の
様
子
を
検
出
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た（
図
1
）。

　
こ
の
時
の
溶
液
状
態
で
の
サ
リ
チ

ル
酸
の
炭
素
核
ス
ピ
ン
の
偏
極
率
は

0
・
7
％
で
あ
り
、
通
常
の
N
M
R

分
光
の
環
境
に
比
べ
て
7
0
0
倍

以
上
強
い
信
号
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
リ
チ
ル
酸
よ
り
も
強

く
結
合
す
る
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
と
呼
ば

れ
る
医
薬
品
有
機
分
子
を
共
存
さ

せ
る
と
、
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
が
サ
リ
チ

ル
酸
を
阻
害
す
る
様
子
を
示
す
明
確

な
N
M
R
信
号
の
観
測
に
も
成
功

し
ま
し
た
。
　

　
こ
の
よ
う
な
蛋

白
質
と
の
結
合

や
、
阻
害
の
様
子

を
と
ら
え
る
こ
と

は
創
薬
N
M
R

分
野
で
非
常
に

良
く
用
い
ら
れ
る

基
盤
的
な
手
法

で
あ
り
、
本
成
果

は「
室
温
超
偏
極
」

を
創
薬
へ
と
用
い

る
社
会
実
装
に

向
け
て
道
を
拓
く

も
の
で
あ
る
と
研

究
グ
ル
ー
プ
は
考

え
て
い
ま
す
。

　
本
成
果
は
、
米

国
東
部
時
間
7

月
4
日
午
前
8

図1

親
子
で「
も
の
づ
く
り
体
験
」

ま
る
ご
と
体
験
ワ
ー
ル
ド

　
も
の
づ
く
り
体
験
な
ど
を
通
じ
て

子
供
た
ち
に
科
学
す
る
心
を
養
っ
て

も
ら
う「
ま
る
ご
と
体
験
ワ
ー
ル
ド
」

が
8
月
9
日
、
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
恒
例
の

人
気
行
事
に
今
年
も
定
員
を
超
え

る
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
選
ば
れ
た

小
中
学
生
と
付
き
添
い
者
合
わ
せ
て

4
3
4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
学
生
企
画
の
3
講
座
を
含
む
多

彩
な
14
の
講
座
が
講
義
室
な
ど
で
繰

り
広
げ
ら
れ
、
参
加
し
た
親
子
ら
は

担
当
の
教
員
や
学
生
た
ち
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
参
加
し
た

い
」と
の
回
答
が
90
％
以
上
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

みらい工房で楽しんだ講座「ふしぎ屏風を作ろう」

時（
日
本
時
間
7
月
4
日
午
後
9

時
）に
米
国
化
学
会
のThe Journal 

of Physical Chem
istry Letters

オ

ン
ラ
イ
ン
版
で
公
開
さ
れ
、Editor's 

Choice

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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高
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ュ
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NEWS

AIT-Rescueチームの院生。前列左から鈴木宏哉さん、藤澤丈さん、上原温揮さん、後列左から前田綾也さん、松永一希さん

授賞式のAIT-Rescue（左から鈴木宏哉さん、岩田員典
愛知大学教授、上原温揮さん、伊藤暢浩教授、岡田
浩之ロボカップ日本委員会会長）

AIT-Rescue

が

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
で
優
勝

　
5
月
5
〜
7
日
に
滋
賀
県
の
滋

賀
ダ
イ
ハ
ツ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

た
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

2
0
2
3
で
、
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
グ
に
出
場
し
た
本

学
のAIT-Rescue

チ
ー
ム
が
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　AIT-Rescue

チ
ー
ム
は
、
情
報

科
学
科
の
分
散
人
工
知
能
研
究
室

（
伊
藤
暢
浩
教
授
）に
所
属
す
る
鈴

木
宏
哉
さ
ん（
大
学
院
経
営
情
報

科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
2

年
）、
藤
澤
丈
さ
ん
、
上
原
温
揮
さ

ん
、
前
田
綾
也
さ
ん
、
松
永
一
希
さ

ん（
同
1
年
）の
院
生
た
ち
と
、
伊
藤

教
授
、
岩
田
員
典
愛
知
大
学
経
営

学
部
教
授
の
合
わ
せ
て
7
人
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
後
、
初
め
て
大
部
分

の
リ
ー
グ
が
一
堂
に
集
ま
っ
た
競
技

会
は
、
約
3
0
0
人
が
参
加
し
、

一
般
の
人
々
に
も
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー

グ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
の
仮
想
的

な
都
市
で
発
生
す
る
都
市
直
下
型

地
震
に
対
し
て
、
多
数
の
人
工
知
能

ロ
ボ
ッ
ト
が
協
力
し
て
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
、
協
調
的
な
災
害

救
助
戦
略
を
競
う
競
技
で
す
。
1

日
の
中
で
多
く
の
仮
想
地
域（
都
市
）

で
競
技
を
行
い
、
ど
の
地
域
で
も
被

害
を
抑
え
ら
れ
た
チ
ー
ム
が
勝
利
し

ま
す
。

　AIT-Rescue

チ
ー
ム
は
、
一
昨
年

のRCAP2021

ア
ジ
ア
大
会
優
勝
、

昨
年
のRoboCup2022

世
界
大
会

2
位
の
実
力
を
発
揮
、
5
日
、
6

日
の
予
選
リ
ー
グ
、
7
日
の
決
勝

M
eiden Labo in AIT

　
中
学
・
高
校
・
大
学
接
続
事
業

の
一
環
と
し
て
、
高
校
科
学
技
術
科

と
情
報
科
学
科
の
2
年
生
が
参
加

す
る
実
験
・
実
習
体
験
「M

eiden 
Labo in A

IT

」が
、
大
学
八
草
キ
ャ

ン
パ
ス
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
5
月
9
日
、
6
月
6

日
、
9
月
5
日
、
10
月
3
日
、
11

月
14
日
の
5
回
の
開
講
を
予
定
し
、

高
校
生
た
ち
は
工
学
部
・
情
報
科

学
部
で
希
望
す
る
テ
ー
マ
に
分
か
れ

高
校

カ
ナ
ダ
語
学
研
修

　
コ
ロ
ナ
禍
で
3
年
間
休
止
し
て
い

た
カ
ナ
ダ
語
学
研
修
を
今
年
の
夏
に

再
開
し
ま
し
た
。
行
先
は
カ
ナ
ダ
第

3
の
都
市
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
で
す
。
1
〜
3
年
生
30
人

が
参
加
し
、
S
S
L
C
と
い
う
語

学
学
校
で
16
日
間（
7
月
24
日
〜

8
月
8
日
）の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
語
学
学

校
で
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ク

ロ
ー
ズ
ド
レ
ッ
ス
ン（closed 

lesson

＝
本
校
の
生
徒
の
み
で
グ

ル
ー
プ
を
構
成
）、午
後
は
市
内
に

出
て
の
校
外
学
習
が
盛
り
込
ま
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。カ
ナ
ダ
人
講
師

2
人
が
英
会

話
や
カ
ナ
ダ

の
文
化
に
つ

い
て
の
レ
ッ

ス
ン
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

滞
在
形
式
は

ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
、
カ
ナ

ダ
の
生
活
文

て
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
内
容

は
、
マ
イ
コ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
実

験
、
セ
ン
サ
を
用
い
た
日
常
道
具
の

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
化
実

習
な
ど
多
彩
で
、
生
徒
た
ち
は
科
学

に
親
し
み
な
が
ら
、
将
来
の
進
路
選

択
の
参
考
に
も
し
て
い
ま
す
。

化
に
よ
り
一
層
親
し
み
、
カ
ナ
ダ
人

と
の
相
互
理
解
も
深
ま
り
ま
し
た
。

初
日
こ
そ
雨
で
し
た
が
、
翌
日
以
降

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
湿
度
も
低
い
カ

ラ
っ
と
し
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
夏
の
晴

天
を
満
喫
し
な
が
ら
、
参
加
し
た
生

徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
16
日

間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

リ
ー
グ
と
も
に
1
位
を
獲
得
し
て
優

勝
し
ま
し
た
。

　
院
生
た
ち
は「
旅
費
の
都
合
も
あ

り
、
全
員
は
現
地
参
加
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
互
い
に
連
絡
を
取
り
合

い
、
全
員
で
協
力
し
て
開
発
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
優
勝
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
は
、
7
月
に
フ
ラ
ン
ス・ボ
ル
ド
ー

で
開
催
さ
れ
るRoboCup2023

世

界
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
大
会
の
中
で
、
チ
ー
ム
の
鈴

木
宏
哉
さ
ん
が
昨
年
の
国
際
会
議
で

発
表
し
た
論
文「Im

plem
entation 

of Pseudo-C
om

m
unication 

M
odule for D

CO
P A

lgorithm
s 

on RRS and Im
provem

ent of 
Binary M

ax-Sum

（
R
R
S
に
お

け
る 

D
C
O
P
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
用

擬
似
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
実
装
と

Binary M
ax-Sum

の
改
善
）」に
対

し
て
ロ
ボ
カ
ッ
プ
研
究
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

電
気
学
科

：

移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
電
子
回
路
と
制
御

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
作

高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

高
校
生
1
7
6
人

　
高
校
生
が
大
学
で
の
勉
強
を
体

験
し
、
進
路
選
択
の
一
助
に
す
る

「
愛
知
工
業
大
学
　
高
大
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
入
門
講

座
）」が
、
夏
休
み
最
初
の
週
末
に

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
と
自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
学
と
教

育
交
流
協
定
を
結
ぶ
県
内
の
高
校

や
名
電
高
校
の
生
徒
た
ち
1
7
6

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

 

　
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
16
の
講
座

（
7
月
22
、
23
両
日
）、
自
由
ヶ
丘

キ
ャ
ン
パ
ス
で
2
つ
の
講
座（
7
月

22
日
）が
開
か
れ
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
体
験
し
た

り
、
成
功
す
る
会
社
に
つ
い
て
考
え

た
り
と
、
参
加
し
た
高
校
生
た
ち

は
、
現
代
社
会
と
密
接
に
結
び
つ
い

た
テ
ー
マ
に
意
欲
的
に
向
き
合
い
ま

し
た
。
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で
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禍
の
後
、
初
め
て
大
部
分

の
リ
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グ
が
一
堂
に
集
ま
っ
た
競
技

会
は
、
約
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0
0
人
が
参
加
し
、

一
般
の
人
々
に
も
公
開
さ
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ま
し
た
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レ
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コ
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都
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都
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に
対
し
て
、
多
数
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能
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ま
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、
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、
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、
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の
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回
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第
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都
市
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ク
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バ
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す
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3
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生
30
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、
S
S
L
C
と
い
う
語

学
学
校
で
16
日
間（
7
月
24
日
〜

8
月
8
日
）の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
語
学
学

校
で
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ク

ロ
ー
ズ
ド
レ
ッ
ス
ン（closed 

lesson

＝
本
校
の
生
徒
の
み
で
グ

ル
ー
プ
を
構
成
）、午
後
は
市
内
に

出
て
の
校
外
学
習
が
盛
り
込
ま
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。カ
ナ
ダ
人
講
師

2
人
が
英
会

話
や
カ
ナ
ダ

の
文
化
に
つ

い
て
の
レ
ッ

ス
ン
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

滞
在
形
式
は

ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
、
カ
ナ

ダ
の
生
活
文

て
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
内
容

は
、
マ
イ
コ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
実

験
、
セ
ン
サ
を
用
い
た
日
常
道
具
の

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
化
実

習
な
ど
多
彩
で
、
生
徒
た
ち
は
科
学

に
親
し
み
な
が
ら
、
将
来
の
進
路
選

択
の
参
考
に
も
し
て
い
ま
す
。

化
に
よ
り
一
層
親
し
み
、
カ
ナ
ダ
人

と
の
相
互
理
解
も
深
ま
り
ま
し
た
。

初
日
こ
そ
雨
で
し
た
が
、
翌
日
以
降

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
湿
度
も
低
い
カ

ラ
っ
と
し
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
夏
の
晴

天
を
満
喫
し
な
が
ら
、
参
加
し
た
生

徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
16
日

間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

リ
ー
グ
と
も
に
1
位
を
獲
得
し
て
優

勝
し
ま
し
た
。

　
院
生
た
ち
は「
旅
費
の
都
合
も
あ

り
、
全
員
は
現
地
参
加
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
互
い
に
連
絡
を
取
り
合

い
、
全
員
で
協
力
し
て
開
発
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
優
勝
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
は
、
7
月
に
フ
ラ
ン
ス・ボ
ル
ド
ー

で
開
催
さ
れ
るRoboCup2023

世

界
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
大
会
の
中
で
、
チ
ー
ム
の
鈴

木
宏
哉
さ
ん
が
昨
年
の
国
際
会
議
で

発
表
し
た
論
文「Im

plem
entation 

of Pseudo-C
om

m
unication 

M
odule for D

CO
P A

lgorithm
s 

on RRS and Im
provem

ent of 
Binary M

ax-Sum

（
R
R
S
に
お

け
る 

D
C
O
P
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
用

擬
似
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
実
装
と

Binary M
ax-Sum

の
改
善
）」に
対

し
て
ロ
ボ
カ
ッ
プ
研
究
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

電
気
学
科

：

移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
電
子
回
路
と
制
御

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
作

高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

高
校
生
1
7
6
人

　
高
校
生
が
大
学
で
の
勉
強
を
体

験
し
、
進
路
選
択
の
一
助
に
す
る

「
愛
知
工
業
大
学
　
高
大
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
入
門
講

座
）」が
、
夏
休
み
最
初
の
週
末
に

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
と
自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
学
と
教

育
交
流
協
定
を
結
ぶ
県
内
の
高
校

や
名
電
高
校
の
生
徒
た
ち
1
7
6

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

 

　
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
16
の
講
座

（
7
月
22
、
23
両
日
）、
自
由
ヶ
丘

キ
ャ
ン
パ
ス
で
2
つ
の
講
座（
7
月

22
日
）が
開
か
れ
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
体
験
し
た

り
、
成
功
す
る
会
社
に
つ
い
て
考
え

た
り
と
、
参
加
し
た
高
校
生
た
ち

は
、
現
代
社
会
と
密
接
に
結
び
つ
い

た
テ
ー
マ
に
意
欲
的
に
向
き
合
い
ま

し
た
。
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卒
業
証
書
を
受
け
る
杉
原
克
哉
さ
ん

文
化
祭
・
学
校
祭

　
高
校
の
文
化
祭（
9
月
15
日
）と

中
高
一
貫
コ
ー
ス
の
学
校
祭（
9
月

16
日
）が
、
4
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
形
で
開
催
さ
れ
、在
校
生
の

保
護
者
、卒
業
生
を
始
め
、多
く
の

に
ぎ
や
か
に
体
育
祭

　
中
高
の
体
育
祭
は
、
高
校
が
9

月
27
日
、
中
学（
中
高
一
貫
コ
ー
ス
）

が
同
28
日
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
ガ
イ
シ

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
以
来
、
初
の
制
限
無
し
で
の
通
常

中
高
一
貫
コ
ー
ス

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

語
学
研
修

　
中
高
一
貫
コ
ー
ス
の
語
学
研
修
が

4
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
7

月
28
日
か
ら
8
月
4
日
の
1
週
間
、

中
学
3
年
生
か
ら
高
校
2
年
生
合

わ
せ
て
17
人
が
参
加
し
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
ホ
ー
ム
ス
テ

　
専
門
学
校
の
令
和
5
年
9
月
卒

業
式
が
9
月
13
日
、
同
校
で
開
か

れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は
高
度
情
報

処
理
学
科
の
杉
原
克
哉
さ
ん
で
、

本
校
2
5
4
0
番
目
の
卒
業
生
と

な
り
ま
す
。
飯
吉
僚
校
長
が
卒
業

証
書
を
手
渡
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

9
月
卒
業
式

各
種
奨
学
金
を
交
付

　
専
門
学
校
は
6
月
16
日
、
各
種

奨
学
金
の
交
付
式
を
校
長
室
で
行
い

ま
し
た
。
対
象
者
は
、
学
業
奨
学

生
（
1
年
次
）
2
人
、
学
業
奨
学

生
（
2
年
次
）
4
人
、
指
定
校
推

薦
入
試
奨
学
生
4
人
の
合
わ
せ
て

10
人
で
す
。
飯
吉
僚
校
長
が
一
人
ひ

と
り
に
通
知
書
を
手
渡
し「
実
り
の

多
い
学
生
生
活
を
」と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

奨
学
生
の
皆
さ
ん

専
門
学
校
ニ
ュ
ー
ス

Vocational
College
NEWS

名古屋電気学園ニュース　［中学・高等学校］

N a g o y a  D e n k i  G a k u e n   N E W S

方
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
校
は「
黎
明
」、
中
高
一
貫
コ
ー

ス
は「Innovation 

〜
新
た
な
る
幕

開
け
〜
」を
テ
ー
マ
に
し
、
多
彩
な

ク
ラ
ス
展
示
や
屋
外
ス
テ
ー
ジ
企

画
、
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
演
奏
、
模
擬

店
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、

通
常
開
催
を
楽
し
む
笑
顔
の
輪
が
あ

ち
こ
ち
に
広
が
り
ま
し
た
。

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
カ
ラ
フ
ル
な
ブ
ロ
ッ
ク
T
シ
ャ
ツ

姿
の
生
徒
た
ち
が
、
綱
引
き
、
リ

レ
ー
、
ボ
ー
ル
運
び
な
ど
の
競
技
で

得
点
を
に
ぎ
や
か
に
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
高
一
貫
コ
ー
ス
の
グ
ル
ー

プ
発
表
で
は
練
習
を
重
ね
た
ダ
ン
ス

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
仲

間
と
の
団
結
を
示
し
ま
し
た
。

イ
を
し
ま
し
た
。

　
平
日
は
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
内
の
学
校

（Everton Park S
tate H

igh 
School

）に
通
い
、
土
日
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
ま
し
た
。
学

校
で
は
生
徒
1
人
に
つ
き
現
地
校
の

生
徒
が
1
人
付
き
授
業
を
共
に
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
ン
パ
イ
ン

動
物
園
や
市
内
散
策
な
ど
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
も
体
験
し
、
海
外

で
の
生
活
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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※学生・生徒の所属・学年は取材当時のものです。

C
lub A

ctivitiesC
lu

b 
A

ct
iv

it
ie

s

クラブ活動報告

　
国
際
大
学
ス
ポ
ー
ツ
連
盟（
F
I
S
U
）が

主
催
す
る
学
生
の
国
際
総
合
競
技
大
会

「
F
I
S
U
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム

ズ
2
0
2
3
中
国
成
都
」の
卓
球
競
技（
7
月

29
日
〜
8
月
5
日
）で
、
学
園
と
学
園
出
身
の

選
手
を
主
体
と
す
る
日
本
男
子
チ
ー
ム
が
、
団

体
銅
メ
ダ
ル
、
ダ
ブ
ル
ス
銀
メ
ダ
ル
な
ど
の
成
績

を
上
げ
ま
し
た
。
卓
球
競
技
男
女
全
体
で
は
合

わ
せ
て
6
個
の
メ
ダ
ル（
銀
3
、
銅
3
）獲
得

と
な
り
、
前
回
大
会
を
上
回
り
ま
し
た
。

学
園
◉
卓
球
部

　
学
園
関
係
の
出
場
選
手
は
、
横
谷
晟（
大
学

3
年
）、
谷
垣
佑
真
（
大
学
2
年
）、
田
中
佑

汰（
大
学
O
B
）と
名
電
中
高
出
身
の
濵
田
一

輝（
現
・
早
稲
田
大
学
）の
4
選
手
で
す
。
大

学
男
子
卓
球
部
の
森
本
耕
平
監
督
も
日
本
チ
ー

ム
男
子
監
督
と
し
て
帯
同
し
ま
し
た
。

　
男
子
団
体
準
々
決
勝
で
香
港
チ
ー
ム
を
ス
ト

レ
ー
ト
で
下
し
た
日
本
チ
ー
ム
は
、
準
決
勝
で

本
大
会
優
勝
チ
ー
ム
と
な
る
中
国
と
対
戦
。
3

－

3
で
敗
れ
、
3
位
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
個
人
戦
で
は
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

で
田
中
佑
汰
と
谷
垣
佑
真
が
ベ
ス
ト

8
、
横
谷
晟
が
ベ
ス
ト
16
、
男
子
ダ

ブ
ル
ス
で
谷
垣
佑
真
・
濵
田
一
輝
ペ
ア

が
銀
メ
ダ
ル（
決
勝

：

谷
垣
・
濵
田 

3

－

4
中
国
ペ
ア
）、
混
合
ダ
ブ
ル
ス

で
木
村
香
純
選
手
と
組
ん
だ
横
谷
晟

が
ベ
ス
ト
8
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

F
I
S
U
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ

卓
球
競
技
で
団
体
銅
メ
ダ
ル
、
ダ
ブ
ル
ス
銀
メ
ダ
ル
獲
得

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
卓
球
・
学
校
対
抗
7
連
覇
！

ダ
ブ
ル
ス
も
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
は
準
優
勝

中
学
は
王
座
を
奪
還
！
全
中
で
2
年
ぶ
り
14
回
目
の
優
勝

高
校
◉
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
13
年
ぶ
り
11
回
目
の
優
勝

13年ぶり11回目
の優勝を果たし
たフェンシング部

女子サーブル準優勝の
金髙生幸

学校対抗7連覇を達成した高校卓球部（写真はニッタクニュース提供）

高
校
◉
卓
球
部

中
学
◉
卓
球
部

前回を上回るメダルを獲得した日本男女

団体銅メダルを獲得した日本男子チーム

　
第
54
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会
は
8
月
22
〜

25
日
、高
知
県
立
県
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

中
学
卓
球
部
が
昨
年
逃
し
た
王
座
を
奪
還
し
て

2
年
ぶ
り
14
回
目
と
な
る
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
準
決
勝
で
昨
年
2
位
の
中
間
東（
福
岡
）を
3

－

2
で
下
し
た
本
校
は
、
決
勝
で
ラ
イ
バ
ル
校
の

野
田
学
園（
山
口
）と
対
戦
し
ま
し
た
。
1
番
を

落
と
し
、
2
番
の
持
田
陽
向（
3
年
）が
3

－

1

で
勝
利
、
1
対
1
で
3
番
ダ
ブ
ル
ス
を
迎
え
ま

し
た
。月
原
弘
暉（
2
年
） ／ 

浅
里
巧
真（
1

年
）ペ
ア
は
フ
ル
ゲ
ー
ム
の
熱
戦
を
制
し
て
優
勝

に
王
手
。
大
接
戦
と
な
っ
た
4
番
で
競
り
負
け

た
も
の
の
、
ラ
ス
ト
は
郡
司
景
斗（
2
年
）が
落

ち
着
い
た
プ
レ
ー
で
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
し
、
王
座

を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　
個
人
戦
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
、
佐
々
木
雄
大

（
3
年
）が
準
優
勝
、
持
田
と
郡
司
が
ベ
ス
ト
8

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

●
真
田
浩
二
監
督
の
話
／
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
、
今
の
自
分
を
受
け
入
れ
た
選
手
た

ち
。
一
人
、
二
人
と
顔
つ
き

を
変
え
、
頑
張
る
選
手
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
予

選
会
の
ベ
ン
チ
コ
ー
チ
か
ら

教
わ
っ
た
点
の
取
り
方
や

勝
ち
方
は
、力
を
く
れ
ま
し

た
。懸
命
に
練
習
の
相
手
を

し
、指
導
し
て
く
れ
た
先
輩

た
ち
の
お
陰
で
、
戦
う
技

が
増
え
、自
信
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
お
守

り
に〝
叶
え
ご
と
〞を
書
き
、

「
き
っ
と
上
手
く
い
く
」と

合
言
葉
も
も
ら
い
ま
し
た
。

全
て
の
物
事
が
、優
勝
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
シ
ナ
リ
オ

の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

決
し
て
自
分
た
ち
の
力
だ

け
で
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
と
、
感
謝
の

気
持
ち
を
あ
ら
た
め
て
実

感
す
る
夏
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
卓
球
部
が
、
今
夏
の
第
92
回
全
国
高

等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）で

7
大
会
連
続
21
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

個
人
種
目
も
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
で

準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
8
月
8
〜
13
日
、
札
幌
市
の
北
ガ

ス
ア
リ
ー
ナ
札
幌
46
（
札
幌
市
中
央
体
育
館
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
対
抗
準
決
勝
で
出

雲
北
陵（
島
根
）に
競
り
勝
っ
た
本
校
は
、
決

勝
で
明
豊（
大
分
）と
対
戦
。
1
番
の
坂
井
雄

飛（
2
年
）が
明
豊
エ
ー
ス
を
相
手
に
フ
ル
ゲ
ー

ム
の
逆
転
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
2
番
は
1
年

生
の
面
田
知
己
が
思
い
切
り
よ
く
3

－

1
で
勝

利
、
優
勝
に
王
手
を
か
け
ま
し
た
。

　
3
番
ダ
ブ
ル
ス
は
、
前
日
に
行
わ
れ
た
個
人

戦
の
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
と
同
じ
顔
合
わ
せ
に
な
り

ま
し
た
。
中
村
煌
和
／
萩
原
啓
至
の
3
年
生
ペ

ア
は
第
1
ゲ
ー
ム
か
ら
ペ
ー
ス
を
つ
か
み
、
主
導

権
を
手
放
さ
ず
3

－

0
で
完
勝
。
ス
ト
レ
ー
ト

で
名
電
の
7
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
個
人
戦
で
は
、
ダ
ブ
ル
ス
の
中
村
／
萩
原
ペ

ア
が
名
電
と
し
て
3
年
連
続
と
な
る
タ
イ
ト
ル

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
荻

原
が
高
校
3
冠
に
あ
と
一
歩
と
迫
り
準
優
勝
。

坂
井
が
3
位
、
中
村
が
ベ
ス
ト
8
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

●
今
枝
一
郎
監
督
の
話
／
も
ち
ろ
ん
優
勝
を
狙

い
ま
し
た
が
、
3
月
の
全
国
選
抜
で
負
け
て
か

ら
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
良
い
意
味
で
な
く
な
り
、
新

た
な
気
持
ち
で
大
会
に
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
7
連
覇
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
、
今
の
生
徒
た
ち
が
い
る
前
か
ら

の
こ
と
で
す
。
生
徒
た
ち
に
は
今
の
一

瞬
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し

た
。
準
決
勝
で
は
追
い
詰
め
ら
れ
る

場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
こ
そ

冷
静
な
戦
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

決
勝
で
は
未
来
に
つ
な
が
る
べ
く
1
、

2
年
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
行
い
、
そ
の

中
で
出
場
す
る
選
手
が
最
善
を
尽
く

し
て
勝
利
を
も
ぎ
取
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
い
い
選
手
た
ち
と
共
に
戦
い
、
結

果
も
残
せ
ま
し
た
。最
高
の
夏
で
し
た
。

遠
方
に
も
関
わ
ら
ず
、
理
事
長
先
生
、

校
長
先
生
も
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
り
、
本
当
に
力
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
、
8
月
2
〜
6
日

に
北
海
道
室
蘭
市
で
開
催
さ
れ
た
令
和
5
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）男
子
学
校
対
抗
戦
で
13
年
ぶ
り
11
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
、
同
部
が
持
つ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
最

多
優
勝
の
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
個
人
戦
で
、
昨
年
女
子
サ
ー
ブ
ル
準
優
勝

だ
っ
た
金
髙
生
幸（
2
年
）が
決
勝
戦
で
敗
れ

準
優
勝
、
男
子
フ
ル
ー
レ
3
位
だ
っ
た
林
川
琉

偉（
2
年
）も
ベ
ス
ト
16
に
終
わ
る
な
ど
、
目
標

と
し
て
い
た
優
勝
に
届
か
ず
、
い
や
な
雰
囲
気

を
感
じ
な
が
ら
最
終
日
の
学
校
対
抗
戦
に
挑
む

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
対
抗
戦
は
、
総
当
た
り
戦
9
試
合
を

行
い
、
先
に
5
勝
を
し
た
方
が
勝
利
と
な
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
3
年
生
で
キ
ャ
プ
テ
ン
の
杉
浦

敬
祐
、
2
年
生
の
長
谷
川
力
玖
と
林
川
、
1

年
生
の
西
村
健
也
の
4
人
で
戦
い
ま
し
た
。

　
1
回
戦
シ
ー
ド
で
2
回
戦
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

に
な
っ
た
対
戦
相
手
は
、
U
17
日
本
代
表
が
所

属
す
る
開
新
高
校（
熊
本
県
）。
本
校
は
長
谷

川
が
捻
挫
を
す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た

が
、
5
勝
2
敗
で
3
回
戦
に
進
出
し
ま
し
た
。

長
谷
川
に
代
え
て
西
村
を
出
し
た
3
回
戦
の
高

松
北（
香
川
県
）戦
で
は
、
個
人
ベ
ス
ト
8
の
相

手
を
西
村
が
倒
し
5
勝
0
敗
と
勢
い
に
乗
り
ま

し
た
。
準
々
決
勝
で
は
全
国
選
抜
3
位
の
清
風

（
大
阪
府
）に
5
勝
0
敗
、
準
決
勝
も
全
国
選

抜
3
位
の
気
仙
沼（
宮
城
県
）に
5
勝
1
敗
と
、

危
な
げ
な
く
決
勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　
決
勝
の
相
手
は
、
日
本
代
表
選
手
を
2
人
擁

す
る
鹿
児
島
南（
鹿
児
島
県
）。
3
月
に
行
わ

れ
た
全
国
選
抜
で
は
準
々
決
勝
で
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
追
い
詰
め
な
が
ら
惜
敗
し
た
相
手
で
あ
る
全

国
選
抜
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し

た
。
準
決
勝
ま
で
勢
い
に
乗
っ
て
い
た
西
村
が
日

本
代
表
の
2
選
手
に
敗
れ
る
な
ど
、
一
進
一
退
の

展
開
は
4
勝
4
敗
の
最
終
戦
に
も
つ
れ
込
み
ま

し
た
。
西
村
か
ら
、
捻
挫
を
し
た
長
谷
川
に
交

代
を
し
た
最
終
戦
、
覚
悟
を
見
せ
た
長
谷
川
が

5
点
対
3
点
で
勝
利
し
優

勝
を
決
め
ま
し
た
。

　
冨
田
弘
樹
監
督
は「
歴

代
の
先
輩
方
が
つ
な
い
で

き
た
意
思
を
引
き
継
ぎ
、

13
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
団
体
戦
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
覚
悟
を
持
っ
て

戦
っ
て
く
れ
た
選
手
た
ち

を
本
当
に
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

王座を奪還し2年ぶり14回目の優勝を飾った中学卓球部
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クラブ活動報告

　
国
際
大
学
ス
ポ
ー
ツ
連
盟（
F
I
S
U
）が

主
催
す
る
学
生
の
国
際
総
合
競
技
大
会

「
F
I
S
U
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム

ズ
2
0
2
3
中
国
成
都
」の
卓
球
競
技（
7
月

29
日
〜
8
月
5
日
）で
、
学
園
と
学
園
出
身
の

選
手
を
主
体
と
す
る
日
本
男
子
チ
ー
ム
が
、
団

体
銅
メ
ダ
ル
、
ダ
ブ
ル
ス
銀
メ
ダ
ル
な
ど
の
成
績

を
上
げ
ま
し
た
。
卓
球
競
技
男
女
全
体
で
は
合

わ
せ
て
6
個
の
メ
ダ
ル（
銀
3
、
銅
3
）獲
得

と
な
り
、
前
回
大
会
を
上
回
り
ま
し
た
。

学
園
◉
卓
球
部

　
学
園
関
係
の
出
場
選
手
は
、
横
谷
晟（
大
学

3
年
）、
谷
垣
佑
真
（
大
学
2
年
）、
田
中
佑

汰（
大
学
O
B
）と
名
電
中
高
出
身
の
濵
田
一

輝（
現
・
早
稲
田
大
学
）の
4
選
手
で
す
。
大

学
男
子
卓
球
部
の
森
本
耕
平
監
督
も
日
本
チ
ー

ム
男
子
監
督
と
し
て
帯
同
し
ま
し
た
。

　
男
子
団
体
準
々
決
勝
で
香
港
チ
ー
ム
を
ス
ト

レ
ー
ト
で
下
し
た
日
本
チ
ー
ム
は
、
準
決
勝
で

本
大
会
優
勝
チ
ー
ム
と
な
る
中
国
と
対
戦
。
3

－

3
で
敗
れ
、
3
位
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
個
人
戦
で
は
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

で
田
中
佑
汰
と
谷
垣
佑
真
が
ベ
ス
ト

8
、
横
谷
晟
が
ベ
ス
ト
16
、
男
子
ダ

ブ
ル
ス
で
谷
垣
佑
真
・
濵
田
一
輝
ペ
ア

が
銀
メ
ダ
ル（
決
勝

：

谷
垣
・
濵
田 

3

－

4
中
国
ペ
ア
）、
混
合
ダ
ブ
ル
ス

で
木
村
香
純
選
手
と
組
ん
だ
横
谷
晟

が
ベ
ス
ト
8
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

F
I
S
U
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ

卓
球
競
技
で
団
体
銅
メ
ダ
ル
、
ダ
ブ
ル
ス
銀
メ
ダ
ル
獲
得

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
卓
球
・
学
校
対
抗
7
連
覇
！

ダ
ブ
ル
ス
も
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
は
準
優
勝

中
学
は
王
座
を
奪
還
！
全
中
で
2
年
ぶ
り
14
回
目
の
優
勝

高
校
◉
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
13
年
ぶ
り
11
回
目
の
優
勝

13年ぶり11回目
の優勝を果たし
たフェンシング部

女子サーブル準優勝の
金髙生幸

学校対抗7連覇を達成した高校卓球部（写真はニッタクニュース提供）

高
校
◉
卓
球
部

中
学
◉
卓
球
部

前回を上回るメダルを獲得した日本男女

団体銅メダルを獲得した日本男子チーム

　
第
54
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会
は
8
月
22
〜

25
日
、高
知
県
立
県
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

中
学
卓
球
部
が
昨
年
逃
し
た
王
座
を
奪
還
し
て

2
年
ぶ
り
14
回
目
と
な
る
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
準
決
勝
で
昨
年
2
位
の
中
間
東（
福
岡
）を
3

－

2
で
下
し
た
本
校
は
、
決
勝
で
ラ
イ
バ
ル
校
の

野
田
学
園（
山
口
）と
対
戦
し
ま
し
た
。
1
番
を

落
と
し
、
2
番
の
持
田
陽
向（
3
年
）が
3

－

1

で
勝
利
、
1
対
1
で
3
番
ダ
ブ
ル
ス
を
迎
え
ま

し
た
。月
原
弘
暉（
2
年
） ／ 

浅
里
巧
真（
1

年
）ペ
ア
は
フ
ル
ゲ
ー
ム
の
熱
戦
を
制
し
て
優
勝

に
王
手
。
大
接
戦
と
な
っ
た
4
番
で
競
り
負
け

た
も
の
の
、
ラ
ス
ト
は
郡
司
景
斗（
2
年
）が
落

ち
着
い
た
プ
レ
ー
で
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
し
、
王
座

を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　
個
人
戦
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
、
佐
々
木
雄
大

（
3
年
）が
準
優
勝
、
持
田
と
郡
司
が
ベ
ス
ト
8

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

●
真
田
浩
二
監
督
の
話
／
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
、
今
の
自
分
を
受
け
入
れ
た
選
手
た

ち
。
一
人
、
二
人
と
顔
つ
き

を
変
え
、
頑
張
る
選
手
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
予

選
会
の
ベ
ン
チ
コ
ー
チ
か
ら

教
わ
っ
た
点
の
取
り
方
や

勝
ち
方
は
、力
を
く
れ
ま
し

た
。懸
命
に
練
習
の
相
手
を

し
、指
導
し
て
く
れ
た
先
輩

た
ち
の
お
陰
で
、
戦
う
技

が
増
え
、自
信
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
お
守

り
に〝
叶
え
ご
と
〞を
書
き
、

「
き
っ
と
上
手
く
い
く
」と

合
言
葉
も
も
ら
い
ま
し
た
。

全
て
の
物
事
が
、優
勝
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
シ
ナ
リ
オ

の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

決
し
て
自
分
た
ち
の
力
だ

け
で
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
と
、
感
謝
の

気
持
ち
を
あ
ら
た
め
て
実

感
す
る
夏
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
卓
球
部
が
、
今
夏
の
第
92
回
全
国
高

等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）で

7
大
会
連
続
21
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

個
人
種
目
も
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
で

準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
8
月
8
〜
13
日
、
札
幌
市
の
北
ガ

ス
ア
リ
ー
ナ
札
幌
46
（
札
幌
市
中
央
体
育
館
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
対
抗
準
決
勝
で
出

雲
北
陵（
島
根
）に
競
り
勝
っ
た
本
校
は
、
決

勝
で
明
豊（
大
分
）と
対
戦
。
1
番
の
坂
井
雄

飛（
2
年
）が
明
豊
エ
ー
ス
を
相
手
に
フ
ル
ゲ
ー

ム
の
逆
転
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
2
番
は
1
年

生
の
面
田
知
己
が
思
い
切
り
よ
く
3

－

1
で
勝

利
、
優
勝
に
王
手
を
か
け
ま
し
た
。

　
3
番
ダ
ブ
ル
ス
は
、
前
日
に
行
わ
れ
た
個
人

戦
の
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
と
同
じ
顔
合
わ
せ
に
な
り

ま
し
た
。
中
村
煌
和
／
萩
原
啓
至
の
3
年
生
ペ

ア
は
第
1
ゲ
ー
ム
か
ら
ペ
ー
ス
を
つ
か
み
、
主
導

権
を
手
放
さ
ず
3

－

0
で
完
勝
。
ス
ト
レ
ー
ト

で
名
電
の
7
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
個
人
戦
で
は
、
ダ
ブ
ル
ス
の
中
村
／
萩
原
ペ

ア
が
名
電
と
し
て
3
年
連
続
と
な
る
タ
イ
ト
ル

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
荻

原
が
高
校
3
冠
に
あ
と
一
歩
と
迫
り
準
優
勝
。

坂
井
が
3
位
、
中
村
が
ベ
ス
ト
8
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

●
今
枝
一
郎
監
督
の
話
／
も
ち
ろ
ん
優
勝
を
狙

い
ま
し
た
が
、
3
月
の
全
国
選
抜
で
負
け
て
か

ら
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
良
い
意
味
で
な
く
な
り
、
新

た
な
気
持
ち
で
大
会
に
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
7
連
覇
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
、
今
の
生
徒
た
ち
が
い
る
前
か
ら

の
こ
と
で
す
。
生
徒
た
ち
に
は
今
の
一

瞬
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し

た
。
準
決
勝
で
は
追
い
詰
め
ら
れ
る

場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
こ
そ

冷
静
な
戦
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

決
勝
で
は
未
来
に
つ
な
が
る
べ
く
1
、

2
年
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
行
い
、
そ
の

中
で
出
場
す
る
選
手
が
最
善
を
尽
く

し
て
勝
利
を
も
ぎ
取
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
い
い
選
手
た
ち
と
共
に
戦
い
、
結

果
も
残
せ
ま
し
た
。最
高
の
夏
で
し
た
。

遠
方
に
も
関
わ
ら
ず
、
理
事
長
先
生
、

校
長
先
生
も
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
り
、
本
当
に
力
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
、
8
月
2
〜
6
日

に
北
海
道
室
蘭
市
で
開
催
さ
れ
た
令
和
5
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）男
子
学
校
対
抗
戦
で
13
年
ぶ
り
11
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
、
同
部
が
持
つ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
最

多
優
勝
の
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
個
人
戦
で
、
昨
年
女
子
サ
ー
ブ
ル
準
優
勝

だ
っ
た
金
髙
生
幸（
2
年
）が
決
勝
戦
で
敗
れ

準
優
勝
、
男
子
フ
ル
ー
レ
3
位
だ
っ
た
林
川
琉

偉（
2
年
）も
ベ
ス
ト
16
に
終
わ
る
な
ど
、
目
標

と
し
て
い
た
優
勝
に
届
か
ず
、
い
や
な
雰
囲
気

を
感
じ
な
が
ら
最
終
日
の
学
校
対
抗
戦
に
挑
む

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
対
抗
戦
は
、
総
当
た
り
戦
9
試
合
を

行
い
、
先
に
5
勝
を
し
た
方
が
勝
利
と
な
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
3
年
生
で
キ
ャ
プ
テ
ン
の
杉
浦

敬
祐
、
2
年
生
の
長
谷
川
力
玖
と
林
川
、
1

年
生
の
西
村
健
也
の
4
人
で
戦
い
ま
し
た
。

　
1
回
戦
シ
ー
ド
で
2
回
戦
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

に
な
っ
た
対
戦
相
手
は
、
U
17
日
本
代
表
が
所

属
す
る
開
新
高
校（
熊
本
県
）。
本
校
は
長
谷

川
が
捻
挫
を
す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た

が
、
5
勝
2
敗
で
3
回
戦
に
進
出
し
ま
し
た
。

長
谷
川
に
代
え
て
西
村
を
出
し
た
3
回
戦
の
高

松
北（
香
川
県
）戦
で
は
、
個
人
ベ
ス
ト
8
の
相

手
を
西
村
が
倒
し
5
勝
0
敗
と
勢
い
に
乗
り
ま

し
た
。
準
々
決
勝
で
は
全
国
選
抜
3
位
の
清
風

（
大
阪
府
）に
5
勝
0
敗
、
準
決
勝
も
全
国
選

抜
3
位
の
気
仙
沼（
宮
城
県
）に
5
勝
1
敗
と
、

危
な
げ
な
く
決
勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　
決
勝
の
相
手
は
、
日
本
代
表
選
手
を
2
人
擁

す
る
鹿
児
島
南（
鹿
児
島
県
）。
3
月
に
行
わ

れ
た
全
国
選
抜
で
は
準
々
決
勝
で
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
追
い
詰
め
な
が
ら
惜
敗
し
た
相
手
で
あ
る
全

国
選
抜
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し

た
。
準
決
勝
ま
で
勢
い
に
乗
っ
て
い
た
西
村
が
日

本
代
表
の
2
選
手
に
敗
れ
る
な
ど
、
一
進
一
退
の

展
開
は
4
勝
4
敗
の
最
終
戦
に
も
つ
れ
込
み
ま

し
た
。
西
村
か
ら
、
捻
挫
を
し
た
長
谷
川
に
交

代
を
し
た
最
終
戦
、
覚
悟
を
見
せ
た
長
谷
川
が

5
点
対
3
点
で
勝
利
し
優

勝
を
決
め
ま
し
た
。

　
冨
田
弘
樹
監
督
は「
歴

代
の
先
輩
方
が
つ
な
い
で

き
た
意
思
を
引
き
継
ぎ
、

13
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
団
体
戦
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
覚
悟
を
持
っ
て

戦
っ
て
く
れ
た
選
手
た
ち

を
本
当
に
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

王座を奪還し2年ぶり14回目の優勝を飾った中学卓球部



※学生・生徒の所属・学年は取材当時のものです。
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※
学
生
の
所
属
・
学
年
は
取
材
当
時
の
も
の
で
す
。

た
く
さ
ん
の
学
生
・
教
員
が
各
所
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

活
躍

★

愛知工業大学愛知工業大学愛知工業大学

情報処理学会論文編集貢献賞情報処理学会東海支部の
学生論文奨励賞

大学院博士前期課程を今春修了
ユビキタス情報処理研究室
大鐘勇輝さん

「BLEビーコンを用いた車椅
子の自走・介助および活動
量の推定手法」で受賞

2月夜、八草キャンパス正門付近の歩道で道路わき約
5m下の用水路内に転落している男性を発見、通報・
救護活動を実施しました。

大学院博士前期課程1年
土射津佑起さん

論文誌デジタルコンテン
ツ編集業務への貢献に
よって受賞

情報科学部
森本正志教授

豊田市消防長から感謝状

愛知工業大学愛知工業大学

「不動態皮膜を有するTiNi形状記憶合金の疲労特
性」で受賞

大学院博士前期課程2年
機能材料研究室
橋本妃環さん

日本ばね学会の春季ばね及び
復元力応用講演会で優秀ポスター賞

愛知工業大学

愛知工業大学

愛知工業大学愛知工業大学

第51回可視化情報シンポジウムで
ベストプレゼンテーション賞

国際学会IWIN2023で
Student Award

「光安定性の高いピレン
誘導体AA-PSPの開発」
で受賞

「ハイブリッド深層学習
モデルを用いた果物画
像からの糖度推定アプ
リケーションに関する検
討」で受賞

大学院博士前期課程2年
メディア検索処理研究室
上野延典さん

第188回コンピュータグラフィックスとビジュアル
情報学研究会で優秀研究発表賞と学生発表賞

形状記憶合金協会の
SMAシンポジウムで最優秀賞

大学院博士前期課程2年
機能材料研究室
森本楓生さん

「高拡張力TiNi形状記憶合金ステントの変形特性」で
受賞

電子情報通信学会東海支部
令和4年度卒業研究発表会で最優秀賞

愛知工業大学

功績賞は接着・粘着の
基礎または応用化学の
発展のため顕著な功績・
功労をあげた者が対象
となり、尾之内名誉教
授の永年の功績に対し
て贈られました。

尾之内千夫名誉教授
（元応用化学科教授）

日本接着学会の功績賞を受賞

愛知工業大学

技育CAMPキャラバンで最優秀賞

システム工学研究会に所属する
情報科学科1年生5人チーム
多田隆人さん、
柴田青賢さん、
井上翔人さん、
宮腰颯太さん、
西尾匡生さん

Mac用デスクトップアプリ「かみあぷり」で受賞

愛知工業大学

技育CAMPアドバンス2023
Vol.2で副大賞

大学院博士前期課程2年
ユビキタス情報処理研究室
須崎翔太さん、
熊澤綾人さん

スマホアプリ「叫び」で受賞

愛知工業大学

DICOMO2023で最優秀プレゼンテーション賞
とベストカンバーサント賞

大学院博士
前期課程2年
ユビキタス
情報処理研究室
須崎翔太さん

「気圧センサに基づく水に沈めたスマホの水深変化と
掴む動作の推定とその応用」で受賞

大学院博士
前期課程1年
ユビキタス
情報処理研究室
山口塁さん

スマートフォンを用いた自転車タイヤの空気圧低下推
定手法で受賞

愛知工業大学

DICOMO2023で野口賞と
優秀プレゼンテーション賞

「民族学博物館の展示
物に興味を惹きつける
ためのデジタルコンテ
ンツの制作」で受賞

愛知工業大学

電気学会電力・エネルギー部門大会
でYPC奨励賞

「一機無限大母線系統
でのインバータ電源の導
入限界に関する一考察」
で受賞

大学院博士前期課程2年
電力システム工学研究室
（七原研）
山田康暉さん

大学院博士前期課程2年
流体工学研究室
堀江広夢さん
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ホームマッチ後の交流会に参加した卓球ファンと選手ら
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本
学
硬
式
野
球
部
は
6
月
24
日
、
本
学
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
愛
知
大
学
野
球
連
盟

2
0
2
3
年
度
新
人
戦
の
決
勝
で
中
京
大
学

を
3

－

0
で
下
し
、
2
0
1
8
年
以
来
5
年

ぶ
り
と
な
る
新
人
戦
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
部
は
春
季
リ
ー
グ
戦
で
3
年
生
の

中
村
優
斗
投
手
が
最
多
奪
三
振
の
活
躍
を
し
た

ほ
か
、
4
年
生
の
尾
藤
祐
介（
指
名
打
者
）と

3
年
生
の
宮
川
怜（
外
野
手
）が
、
そ
れ
ぞ
れ

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
学
◉
硬
式
野
球
部

愛
知
大
学
野
球
連
盟
2
0
2
3
年
度
新
人
戦
で
5
年
ぶ
り
優
勝

　
2
0
2
3
年
度（
第
52
回
）中
部
学
生
ゴ
ル

フ
選
手
権
競
技
が
8
月
9
〜
10
日
、
岐
阜
県

の
明
智
ゴ
ル
フ
俱
楽
部
明
智
ゴ
ル
フ
場（
東
コ
ー

ス
）で
行
わ
れ
、
本
学
ゴ
ル
フ
部
の
中
島
桐
生

（
3
年
）が
単
独
2
位（
準
優
勝
）の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　
中
島
選
手
は
、
初
日
71
（
35
、
36
）で
ラ
ウ

ン
ド
し
、
9
位
タ
イ
の
成
績
で
決
勝
ラ
ウ
ン
ド

に
臨
み
ま
し
た
。
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
は
、
朝
か
ら

強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
、
同
時
に
強
い
風
が

吹
き
前
日
よ
り
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
が
悪
く
、
各
選

手
ス
コ
ア
メ
イ
ク
に
苦
し
む
中
、こ
の
日
の
ベ
ス
ト

ス
コ
ア
71
（
35
、
36
）を
マ
ー
ク
し
単
独
2
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
本
格
的
に
ゴ
ル
フ
を
始

め
て
6
年
目
で
あ
り
、
伸
び
し
ろ
は
大
き
く
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
本
競
技
上
位
10

人
に
は
、（
公
財
）日
本
ゴ
ル
フ
協
会
が
主
催
す
る

2
0
2
3
年
度（
第
76
回
）日
本
学
生
ゴ
ル
フ

選
手
権（
8
月
22
〜
25
日
・
鳥
取
県
大
山
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
）へ
の
出
場
権
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
◉
ゴ
ル
フ
部

中
島
桐
生
、
第
52
回
中
部
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技
で
2
位

　
高
校
吹
奏
楽
部
は
、
8
月
の
東
海
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
に
輝
き
、
東
海
支
部
代
表
と

し
て
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
10
月
22
日
・

名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
）に

高
校
部
門
全
国
最
多
・
45
回
目
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
10
月
の
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
1
位
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
一
方
、
同
部
恒
例
の
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
7

月
16
日
に
日
進
市
民
会
館
、
同
21
日
に
名
古
屋

国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
そ
れ
ぞ

れ
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
全
日
本
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
で
あ
る
マ
ー
チ「
ペ
ガ
サ
ス

の
夢
」（
水
口
透
作
曲
）で
開
幕
後
、
部
員
た
ち

は
顧
問
の
伊
藤
宏
樹
・
遠
山
翔
大
両
教
諭
の
指

揮
で
交
響
詩
「
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
詩
」（
J
・

V
・
デ
ル
ロ
ー
ス
ト
作
曲
）な
ど
を
華
や
か
に

披
露
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
部
員
は
約
2
0
0
人
。
部
活
動
は

23
種
の
係
に
全
員
が
組
織
さ
れ
、
部
員
の
手
に

よ
る
運
営
を
自
主
的
に
展
開
し
な
が
ら
、
年
間

約
60
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
や

地
域
貢
献
活
動
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
後
半

で
は
、
1
年
生
部
員
が
演

出
や
大
道
具
製
作
を
手
掛

け
た
夏
の
名
曲
の
数
々
や
、

ダ
ン
ス
で
彩
る
A
B
B
A

メ
ド
レ
ー
な
ど
が
続
き
、

会
場
の
吹
奏
楽
フ
ァ
ン
を

大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

高
校
◉
吹
奏
楽
部

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
45
回
目
の
出
場

　
2
0
2
3
年
度
前
期
日
本
卓
球
リ
ー
グ
滋

賀
大
会（
6
月
21
〜
25
日
・
滋
賀
県
彦
根
市
プ

ロ
シ
ー
ド
ア
リ
ー
ナ
H
I
K
O
N
E
）の
一
環

と
し
て
6
月
3
日
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
歯
科
カ
ス

ピ
ッ
ズ
」チ
ー
ム（
前
年
度
リ
ー
グ
前
期
4
位
）

を
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
小
体
育
館
卓
球
場
に
迎
え

て
、
同
リ
ー
グ
戦
の
ホ
ー
ム
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
挟
ん
で
4
年
ぶ
り
の
ホ
ー

ム
マ
ッ
チ
開
催
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
多
く
の

フ
ァ
ン
が
観
戦
に
訪
れ
、
試
合
後
の
交
流
会
で

は
卓
球
台
を
挟
ん
で
選
手
た
ち
と
和
や
か
に
交

流
し
ま
し
た
。

大
学
◉
卓
球
部

4
年
ぶ
り
に
ホ
ー
ム
マ
ッ
チ
開
催

聴衆を魅了したサマーコンサート

新
人
戦
5
年
ぶ
り
の
優
勝
を

飾
っ
た
硬
式
野
球
部

春
季
リ
ー
グ
戦
で
表
彰
さ
れ

た
中
村
優
斗（
左
）、尾
藤
祐
介

（
中
）、宮
川
怜（
右
）の
各
選
手

「YOLOを用いた視覚障
害者向け現金管理支援
手法の検討」で受賞

情報科学科を今春卒業
メディア検索処理研究室
山本卓巳さん

CGメディア研究室
米田さやかさん、片山あず美さん、山本千鶴さん、
尾澤諒さん、相原昌喜さん（以上、情報科学科4年）と
篁知樹さん（大学院博士前期課程2年）のチーム

©CGA編集室

©CGA編集室



※学生・生徒の所属・学年は取材当時のものです。
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※
学
生
の
所
属
・
学
年
は
取
材
当
時
の
も
の
で
す
。

た
く
さ
ん
の
学
生
・
教
員
が
各
所
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

活
躍

★

愛知工業大学愛知工業大学愛知工業大学

情報処理学会論文編集貢献賞情報処理学会東海支部の
学生論文奨励賞

大学院博士前期課程を今春修了
ユビキタス情報処理研究室
大鐘勇輝さん

「BLEビーコンを用いた車椅
子の自走・介助および活動
量の推定手法」で受賞

2月夜、八草キャンパス正門付近の歩道で道路わき約
5m下の用水路内に転落している男性を発見、通報・
救護活動を実施しました。

大学院博士前期課程1年
土射津佑起さん

論文誌デジタルコンテン
ツ編集業務への貢献に
よって受賞

情報科学部
森本正志教授

豊田市消防長から感謝状

愛知工業大学愛知工業大学

「不動態皮膜を有するTiNi形状記憶合金の疲労特
性」で受賞

大学院博士前期課程2年
機能材料研究室
橋本妃環さん

日本ばね学会の春季ばね及び
復元力応用講演会で優秀ポスター賞

愛知工業大学

愛知工業大学

愛知工業大学愛知工業大学

第51回可視化情報シンポジウムで
ベストプレゼンテーション賞

国際学会IWIN2023で
Student Award

「光安定性の高いピレン
誘導体AA-PSPの開発」
で受賞

「ハイブリッド深層学習
モデルを用いた果物画
像からの糖度推定アプ
リケーションに関する検
討」で受賞

大学院博士前期課程2年
メディア検索処理研究室
上野延典さん

第188回コンピュータグラフィックスとビジュアル
情報学研究会で優秀研究発表賞と学生発表賞

形状記憶合金協会の
SMAシンポジウムで最優秀賞

大学院博士前期課程2年
機能材料研究室
森本楓生さん

「高拡張力TiNi形状記憶合金ステントの変形特性」で
受賞

電子情報通信学会東海支部
令和4年度卒業研究発表会で最優秀賞

愛知工業大学

功績賞は接着・粘着の
基礎または応用化学の
発展のため顕著な功績・
功労をあげた者が対象
となり、尾之内名誉教
授の永年の功績に対し
て贈られました。

尾之内千夫名誉教授
（元応用化学科教授）

日本接着学会の功績賞を受賞

愛知工業大学

技育CAMPキャラバンで最優秀賞

システム工学研究会に所属する
情報科学科1年生5人チーム
多田隆人さん、
柴田青賢さん、
井上翔人さん、
宮腰颯太さん、
西尾匡生さん

Mac用デスクトップアプリ「かみあぷり」で受賞

愛知工業大学

技育CAMPアドバンス2023
Vol.2で副大賞

大学院博士前期課程2年
ユビキタス情報処理研究室
須崎翔太さん、
熊澤綾人さん

スマホアプリ「叫び」で受賞

愛知工業大学

DICOMO2023で最優秀プレゼンテーション賞
とベストカンバーサント賞

大学院博士
前期課程2年
ユビキタス
情報処理研究室
須崎翔太さん

「気圧センサに基づく水に沈めたスマホの水深変化と
掴む動作の推定とその応用」で受賞

大学院博士
前期課程1年
ユビキタス
情報処理研究室
山口塁さん

スマートフォンを用いた自転車タイヤの空気圧低下推
定手法で受賞

愛知工業大学

DICOMO2023で野口賞と
優秀プレゼンテーション賞

「民族学博物館の展示
物に興味を惹きつける
ためのデジタルコンテ
ンツの制作」で受賞

愛知工業大学

電気学会電力・エネルギー部門大会
でYPC奨励賞

「一機無限大母線系統
でのインバータ電源の導
入限界に関する一考察」
で受賞

大学院博士前期課程2年
電力システム工学研究室
（七原研）
山田康暉さん

大学院博士前期課程2年
流体工学研究室
堀江広夢さん
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ホームマッチ後の交流会に参加した卓球ファンと選手ら
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本
学
硬
式
野
球
部
は
6
月
24
日
、
本
学
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
愛
知
大
学
野
球
連
盟

2
0
2
3
年
度
新
人
戦
の
決
勝
で
中
京
大
学

を
3

－

0
で
下
し
、
2
0
1
8
年
以
来
5
年

ぶ
り
と
な
る
新
人
戦
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
部
は
春
季
リ
ー
グ
戦
で
3
年
生
の

中
村
優
斗
投
手
が
最
多
奪
三
振
の
活
躍
を
し
た

ほ
か
、
4
年
生
の
尾
藤
祐
介（
指
名
打
者
）と

3
年
生
の
宮
川
怜（
外
野
手
）が
、
そ
れ
ぞ
れ

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
学
◉
硬
式
野
球
部

愛
知
大
学
野
球
連
盟
2
0
2
3
年
度
新
人
戦
で
5
年
ぶ
り
優
勝

　
2
0
2
3
年
度（
第
52
回
）中
部
学
生
ゴ
ル

フ
選
手
権
競
技
が
8
月
9
〜
10
日
、
岐
阜
県

の
明
智
ゴ
ル
フ
俱
楽
部
明
智
ゴ
ル
フ
場（
東
コ
ー

ス
）で
行
わ
れ
、
本
学
ゴ
ル
フ
部
の
中
島
桐
生

（
3
年
）が
単
独
2
位（
準
優
勝
）の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　
中
島
選
手
は
、
初
日
71
（
35
、
36
）で
ラ
ウ

ン
ド
し
、
9
位
タ
イ
の
成
績
で
決
勝
ラ
ウ
ン
ド

に
臨
み
ま
し
た
。
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
は
、
朝
か
ら

強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
、
同
時
に
強
い
風
が

吹
き
前
日
よ
り
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
が
悪
く
、
各
選

手
ス
コ
ア
メ
イ
ク
に
苦
し
む
中
、こ
の
日
の
ベ
ス
ト

ス
コ
ア
71
（
35
、
36
）を
マ
ー
ク
し
単
独
2
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
本
格
的
に
ゴ
ル
フ
を
始

め
て
6
年
目
で
あ
り
、
伸
び
し
ろ
は
大
き
く
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
本
競
技
上
位
10

人
に
は
、（
公
財
）日
本
ゴ
ル
フ
協
会
が
主
催
す
る

2
0
2
3
年
度（
第
76
回
）日
本
学
生
ゴ
ル
フ

選
手
権（
8
月
22
〜
25
日
・
鳥
取
県
大
山
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
）へ
の
出
場
権
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
◉
ゴ
ル
フ
部

中
島
桐
生
、
第
52
回
中
部
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技
で
2
位

　
高
校
吹
奏
楽
部
は
、
8
月
の
東
海
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
に
輝
き
、
東
海
支
部
代
表
と

し
て
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
10
月
22
日
・

名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
）に

高
校
部
門
全
国
最
多
・
45
回
目
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
10
月
の
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
1
位
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
一
方
、
同
部
恒
例
の
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
7

月
16
日
に
日
進
市
民
会
館
、
同
21
日
に
名
古
屋

国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
そ
れ
ぞ

れ
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
全
日
本
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
で
あ
る
マ
ー
チ「
ペ
ガ
サ
ス

の
夢
」（
水
口
透
作
曲
）で
開
幕
後
、
部
員
た
ち

は
顧
問
の
伊
藤
宏
樹
・
遠
山
翔
大
両
教
諭
の
指

揮
で
交
響
詩
「
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
詩
」（
J
・

V
・
デ
ル
ロ
ー
ス
ト
作
曲
）な
ど
を
華
や
か
に

披
露
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
部
員
は
約
2
0
0
人
。
部
活
動
は

23
種
の
係
に
全
員
が
組
織
さ
れ
、
部
員
の
手
に

よ
る
運
営
を
自
主
的
に
展
開
し
な
が
ら
、
年
間

約
60
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
や

地
域
貢
献
活
動
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
後
半

で
は
、
1
年
生
部
員
が
演

出
や
大
道
具
製
作
を
手
掛

け
た
夏
の
名
曲
の
数
々
や
、

ダ
ン
ス
で
彩
る
A
B
B
A

メ
ド
レ
ー
な
ど
が
続
き
、

会
場
の
吹
奏
楽
フ
ァ
ン
を

大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

高
校
◉
吹
奏
楽
部

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
45
回
目
の
出
場

　
2
0
2
3
年
度
前
期
日
本
卓
球
リ
ー
グ
滋

賀
大
会（
6
月
21
〜
25
日
・
滋
賀
県
彦
根
市
プ

ロ
シ
ー
ド
ア
リ
ー
ナ
H
I
K
O
N
E
）の
一
環

と
し
て
6
月
3
日
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
歯
科
カ
ス

ピ
ッ
ズ
」チ
ー
ム（
前
年
度
リ
ー
グ
前
期
4
位
）

を
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
小
体
育
館
卓
球
場
に
迎
え

て
、
同
リ
ー
グ
戦
の
ホ
ー
ム
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
挟
ん
で
4
年
ぶ
り
の
ホ
ー

ム
マ
ッ
チ
開
催
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
多
く
の

フ
ァ
ン
が
観
戦
に
訪
れ
、
試
合
後
の
交
流
会
で

は
卓
球
台
を
挟
ん
で
選
手
た
ち
と
和
や
か
に
交

流
し
ま
し
た
。

大
学
◉
卓
球
部

4
年
ぶ
り
に
ホ
ー
ム
マ
ッ
チ
開
催

聴衆を魅了したサマーコンサート

新
人
戦
5
年
ぶ
り
の
優
勝
を

飾
っ
た
硬
式
野
球
部

春
季
リ
ー
グ
戦
で
表
彰
さ
れ

た
中
村
優
斗（
左
）、尾
藤
祐
介

（
中
）、宮
川
怜（
右
）の
各
選
手

「YOLOを用いた視覚障
害者向け現金管理支援
手法の検討」で受賞

情報科学科を今春卒業
メディア検索処理研究室
山本卓巳さん

CGメディア研究室
米田さやかさん、片山あず美さん、山本千鶴さん、
尾澤諒さん、相原昌喜さん（以上、情報科学科4年）と
篁知樹さん（大学院博士前期課程2年）のチーム
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愛知工業大学 愛知工業大学名電高等学校 愛知工業大学名電中学校

愛知工業大学 名電高等学校 名電中学校

2023年11月～2024年2月

ホームページは
こちら▶

ホームページは
こちら▶

ホームページは
こちら▶

豊田市八草、名古屋市自由ヶ丘にキャンパスをもち、
3学部7学科14専攻と大学院2研究科を有する工
科系総合大学です。「自由・愛・正義」の建学精神の
下、1959年に開学して以来、学生のチャレンジ精
神を全面的にバックアップし、ものづくり産業の第
一線で活躍できる人材を育成しています。

愛知工業大学を軸に国公立や難関私立大学を目指す
普通科（特進・選抜コース、普通コース、スポーツコー
ス）と、愛知工業大学各専攻と連携した「STEAM教
育」を行う科学技術科・情報科学科があり、自分に合っ
た学科・コースで学習します。最先端の学びにふれる
授業に加え、ハイレベルな部活動も人間形成の一助に
なっています。

主要科目の時間をたっぷり取り、私立校ならではの
バラエティ豊かな副教材を併用して、6年間をフル
に使ったカリキュラムで学力を養成する「男女共学
中高一貫校」です。学内にとどまらず、中高大の学園
ネットワークを活かし、教科書の範囲を超えた授業
で自然科学に対する興味関心を高めます。

※スケジュールは変更になる場合があります。詳細については、各設置校へお問い合わせください。

※時間等変更になる場合があります。

学園通信
名古屋電気学園広報誌

愛知工業大学
愛知工業大学名電高等学校
愛知工業大学名電中学校
愛知工業大学情報電子専門学校

学園の絆をつなぐ

学校推薦型選抜

詳細は
ホームページで
ご確認ください ▶

最新の情報は
ホームページで
ご確認ください ▶

最新の情報は
ホームページで
ご確認ください ▶

愛知工業大学 名電高等学校 名電中学校

工学部推薦試験日

一般推薦試験日

女子学生推薦試験日
スポーツ推薦試験日
11月11日（土）
10：00～11：00　小論文
12：30より随時　面接（15分程度・口頭試問含む）

11月12日（日）
10：00～11：00　小論文
12：30より随時　面接（15分程度・口頭試問含む）

11月11日（土）
10：00より随時　面接（20分程度・口頭試問含む）

学校・入試説明会

11月3日（金・祝）・4日（土）
Ⅰ部・Ⅱ部の入替制（どの回も同じ内容です）
時間／（Ⅰ部）9：00～
　　　（Ⅱ部）11：00～
申込方法／ホームページ
体育館にて全体説明を約１時間実施。
●各科・コースの紹介
●入試について
※全体説明後、ご希望の方は校内見学・
　個別相談もできます。

11月11日（土）、12月9日（土）
時間／9：30～12：00（受付8：45～）
申込方法／ホームページ

児童対象
●模試入試
（11月11日国語・社会、12月9日算数・理科）

保護者対象
●学校紹介
●入試説明
●入試の傾向と対策
（11月12日算数・理科、12月10日国語・社会）

11
月

12
月

1
月

2
月

1日
11日

12日
13日
15日
29日

駅伝大会
【入試】スポーツ推薦、女子学生推薦、
工学部推薦
【入試】一般推薦
創立記念日
防災訓練
【入試】大学院工学研究科

3日
4日
13日
15日
27日

学校・入試説明会

創立記念日
防災訓練
期末考査（～12月1日）

11日
13日
14日
27日
28日
29日

授業開始

大学入学共通テスト

【入試】前期日程A方式、Aw方式、M方式

期末試験（～9日）
成績発表 
【入試】大学院経営情報科学研究科

6日
20日
24日

16日
26日

サイエンス大賞
冬季休業（～1月10日）

13日
22日

三者面談（～21日）
終業式

8日
9日
11日
13日
15日
27日

授業参観

模擬入試・学校説明会
創立記念日
芸術鑑賞会、防災訓練
期末考査（～30：中学）（～12/1：高校）

9日
13日
22日

模擬入試・学校説明会
三者面談（～22日）
終業式

12日
28日

修学旅行（～16日）
1・2年学年末考査（～3月6日）

9日
12日
13日
14日
16日
17日
23日

始業式
大学入学共通テスト壮行会

大学入学共通テスト

【入試】推薦・帰国生特別・特色入試
3年学年末考査（～22日）
【入試】一般入試

6日
29日

スキー学校（～8日：中学1年）
予餞会

9日
13日
14日
16日
16日
20日
21日

始業式

大学入学共通テスト

中高接続試験（中学3年）
高3年学年末考査（～19日）

【入試】奨学生入試・一般入試

要申込

模擬入試
要申込

夏の甲子園
３年連続出場

卓球インカレで二度目のアベック優勝飾る！
日本高校ダンス部選手権スモールクラス
初優勝！
高校メカニカルアーツ部がWRO世界大会へ

実就職率ランキング98.6％で全国1位に
夏のオープンキャンパスを今年も開催！

‖巻頭特集‖P01

‖巻頭特集‖P03 . 0 4

‖巻頭特集‖P05 . 0 6

※写真提供 ニッタクニュース

※写真提供 卓球レポート
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